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理科標準学力テスト

（1976年度）の結果について

加藤禎孝・中道貞子・林良樹

藤川實雄・藤田周子・屋舗増弘

1973年度の中１から、本校は逐年進行の形で六ヶ年一貫カリキュラムを実施している。その最

初の学年が中３になった1975年度に、中ｌから中３までの各学年について第一回の標準学力テス

トを実施した。そして1977年３月に、１９７６年度一年間の学習内容について、第二回目の標準学

カテヌトを行なった。その対象学年は、六ヶ年一貫カリキュラムを実施している中１から周１まで

の四学年であったが、今回は二回目のテストを行なったことになる中１から中３までの各学年につ

いて、その結果を報告する。

本校の生徒は、－学年定員１３５名で、５０名は附小からの、８５名は外部の小学校からの学力検査

（実技検査を含む）、調査罫等による選抜入学者である。テスト問題は、各学年とも、半部は第１

分野、後半部は第２分野とし、それぞれの分野の担当者が作成した。テヌトの実施時間は、中１，

中２が５０分、中３が６０分で、受験人数は中１，１３４名、中２，１３０名、中３，１３２名であった。

テヌトの採点および結果の考察は、それぞれの問題の作成者が担当した。ただし、問題の作成、

テスト結果の考察の各段階において、理科担当者全員による研究会を開き、理科全体としての検討
を加えた。

標準学力テストの結果は、各学年ごとに、次のような順序で報告する。まず最初に、授業カリキ

ュラムの表を示す。なお、カリキュラムは、上に述べたように本校独自の六ヶ年一貫カリキュラム

で、詳しくは本校研究紀要第１７架を参照されたい。次に、各テスト問題ごとに、問題とその結果

の表を示し、それらに対して考察を加える。結果の表は、各問いに対する、それぞれの解答の解答

人数と解答率を示しており、正答は太線の枠で囲んである。ただし、省略した解答もあるので、解

答率の合計が１００筋にならない場合がある。

この標準学カテヌトの目的は、一年間の授業内容がどの程度理解ざれ定着しているかを調査し、

それを今後の学習指導に役立てていくこと＋授業カリキュラムの問題点を明らかにすることにある。

しかし、この目的に対してテヌト問題、方法等に不十分な点が多く見受けられる。今後、より充実

させる方向で努力してゆきたいと考えている。

また、とのテヌト結果により、六ヶ年一貫カリキュラムに関して多くの問題点が浮き彫りにされ

てきた。今後、さらに改善してゆきたい。
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＜１学年＞

1．学習指導計画

２結果

〔1〕（１）図Ｉは１mm目盛りのものさしを用いて、物体の長さを測ったものを拡大したもの

である。この物体の長さはいくらか。

（２）図Ⅱのメズジリンダーには水は何画はいっているか。

（３）一番小さい分銅が100,9である上皿天秤を用いて、ある物体の質避を測定した。

左の皿に物体を、右の皿に５０９，１９，１００mgの分銅を各１個ずつのせると図、の

（A)のようになり、200mgの分銅を100mgの分銅にかえると⑧のようになった。この

物体の質且はいくらか。

IＡ１ (ＢＩ 

100㎡のブスシリンダー

図Ⅱ 図Ⅲ図Ｉ
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第１分野 第２分野

Ｌ科学のはじめに〔３〕

２物質の特性〔33〕

ア測定

イ質最

ウ密度

エ融点と沸点

オ溶解度

ａ物質の分離〔９〕

ア再結晶法

イペーバークロマトグラフィー

ウその他

4．熱〔１６〕

ア熱膨張

イ温度と熱

ウ状態変化と熱

エ熱伝導

１採染〔２〕

ア植物採集

２生物の梢造〔６〕

ア顕微鈍の使い方

イ紬胞

3．植物の世界〔43〕

アコケ類

イジグ類

ウ裸子植物

エ被子植物

オ生物の分類

力ソウ類

キ菌類

ク地衣類

ケ細菌類

４動物の世界〔12〕

ア原生動物

イ海綿動物
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測定に関する問題である｡(1)､(2)では計器を用いて測定する場合、'１最少目盛のhまで目測で読
む。〃という基本的ルールが理解されているか、否か、を問う問題である。(1)の場合は測定物の長

さが最小目盛の間にあるため、比較的正答率が良かったが、(2)では９という解答した者、即ち、

9.0と９の区別のつかない者が２０１筋もあった。(3)では天秤の感量が理解しにくいようで、目盛

の振れを比例配分して５１．１２５ｇまたは５１１３ｇなど４～５桁まで求めた者が３５０筋を占めた。こ

こで学習した計器の精度と有効数字の概念を、後の学習にも引き継ぎ生かして行きたい。

〔２〕（１）太さが一様な金属棒を用いて、長

さと質丑の間にどのような関係があ

るかを調べてみると、右表のように

なった。たて軸に質趾、横軸に長さをとってグラフを書け。

(2)ある液体の体積と質量の関係をグラフに表わすと下の図のようになった。

①この液体25函の質量はいくら

か。グラフより読みとれ。

②この液体359の体積はいくら

か。グラフより読みとれ。

③このグラフの傾きは何を表わ

しているか。⑦～①より選べ。

側
吐
別
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①密度

、溶解度

⑦比殖

⑰比熱

②膨強率 ０ 

体枇ｗｉｉ

－３－ 

問題番号 (1) (2) (3) 

解答 １７６ 1８ 0.78 ８９または9０ ９ 999など３桁 51.1 51.125 5１１３ 
その他
４～5桁

人数(A） 1００ 1７ ２ 1００ 2７ ４ 8０ 2６ ７ 

解答率(兇リ 85.1 1２７ 1５ 7４６ 2０１ 59.7 19.4 5２ 

長さ上。 1.8 4.0 8.3 11.6 14.6 

質斌(9) 5.0 10.0 250 34.0 40.0 
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グラフにIHIする問題である。(1)では全

員が正解に近い傾きのグラフを沓いてい

た。このうち、測定値を結んだ折線を書

いていたものは５名（３．７筋）であった。

線の引き方の１点減点はいささか厳し過

ぎたように思う。これも正呑に含めると

正答は８５．８冊となる。その他、プロソト

の川通いや、その数が不足したものについても減点した。(2)の①、②はグラフの読みとりである。

①は横軸の値より縦軸の値を、②はその逆である。①に比べ②の方が正答串が低いのは外捜値であ

ることと、横軸の値と縦軸の値をとり違えた者（７名５３冊）によるものと思われる。③では密度

と比重を混同している者が多いことがわかった。単位のもつ意味も理解されていないであろう。

〔３〕（１）ビーカーＡに１０℃の水１００９、ビーカーＢに１０℃の水２００９、ビーカーＣに10

℃のなたね油１００９を入れ、それぞれ同じヒーターで加熱して、上昇in度と時間の関

係を掴べた。グラフを書くと⑦～②のどれか。

たて柏：上汁幽血「Ｃ）１２h拍：時1１８１（分）
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(2)下饗を参考にして、次の各問いに答えよ。

四 ’八‘

①銅1009の温度を10℃上げるのに何calの熱趾力泌REIか。

②２０℃の水１００９を熱milfに入れ、６２℃に熱した５０

９の金属球を入れて、よくかきまぜたら水の温度は

２４℃になった。熱は他へ逃げないものとする。

ａ）水がもらった熱且はいくらか。

ｂ）この金風は左表の金属のうちとれか。

－４－ 

IMU皿番号 (1) 
(2) 

① （ 

解答 正しく111けた 1点減点 ２点減点 １９または2０ 根j処のなし答 ４５ 27～２８ 

人数(A） 7６ ３９ 1０ 1３０ ４ 1１９ ７ 

解答率㈹ ５６．７ 29.1 7.5 97.0 3.0 8８８ 5.3 

問迩番号
(2) 

③ 

解答 ア イ ウ エ オ

人数(A） 3４ ９５ 0 ２ ３ 

解答率岡 2５４ 70.7 0 1.5 2.2 

金属名 比熱

⑦アルミニウム

①鉄

⑰銀

②銅 １１６９ ２１００ ０■●● ００００ 



熱に関する問題である。三学期に学習したところであるので、比較的定着度が良いようである。

(1)では、同じヒーターで一定、の水と、それと何mのなたね油を熱して、その上昇過度が異なるこ

とを実験しているためか、９６．３冊の正答率になった。－k%IAA度は物質の種類（比熱）とその質皿

によることは理解できているように思う。(2)の①では1000calという解答が２名あった。比熱の意

味が全然理解できていないことになる。位とりのミスやその他Hf算違いなど不注意による誤答と思

われる者が７名あった。②ではａ）を間違うとｂ）も迎鎖的に１m違うことになり、その点はまずかっ

た。ａ）に比べｂ)の誤答は約３倍になっている。やはり比熱の慨念は難しいのだろうか。誤答のう

ち、①が他に比べ､ぐっと多いのはどういう理由によるものかわからない。

第一分野で全体的にみて、虹付いた点を述べる。昨年度は個々の耐元で学習したりl柄を絡ませて

縫合的な問題をつくることに心掛けたが、正答率は悪く、また、結果として''その生徒はどの点の

理解不足によって誤答に到ったのか,,が不明瞭であった。その反省にたって、今年度は単元別に問

題を作成し、その問題数も減らした。その結果、誤答の原因もある程度類推できるようになったが

反面、応用力がついているか、否かの判断やこれ以外の伽元の理解度を判定する資料は得られなか
った。

〔４〕顕微鏡観察について次の問いに答えよ。

（１）顕微鏡で倍率150倍にして観察した。さらに倍率600倍にして観察するには次の操作

の(a)～(Uをどの順序で行なえばよいか。下の仇～(ｴﾘより選べ。

（a）接眼レンズを１５倍、対物レンズを40倍にする。

（ｕ接眼レンズをのぞきながらプレバラートを動かし、目的部分を視野の中心に移す。

さらに反射鏡やしぼりを鯛節し光の盆を調節する。

-５－ 

問題番号 (1) 
(2) 

① 

解答 ア イ ウ エ オ ９０ 位とりの誤り 1000 

人数Ｗ ３ １ 0 1２９ １ 1２３ ４ ２ 

解答率倒 ２２ 0.7 0 ９６．３ 0７ ９１．８ 3０ 1.5 

問題番号

(2) 

② 

ａ） b） 

解答 ４００ ３８００ ４２００ ア イ ウ エ

人数Ｗ 1２５ ３ ２ 1０５ 1９ ６ ３ 

解答率㈱ ９３．３ ２２ Ｌ５ ７８４ 14.2 4.5 ２２ 



（。横から見ながら対物レンズをプレバラートすれすれに近づける。

（ｊ接眼レンズをのぞきながら調節ねじを動かし、対物レンズをプレパラートから連ざ

け、よく見えるところでとめる。

〈操作の順序〉

ｎａ→ｄ－ｃ→ｂＨ）ａ→ｃ－ｂ→。⑰ａ→ｃ一．→ｂ㈲ａ→ｂ→ｃ→。

(2)下の図は双子葉額と単子葉類の草の茎を顕微鏡で観察した図である。

①Ｉ、Ⅱ図のうち、どちらが単子葉類の狢か。またそのように判断した理由を伽単に

鋭明せよ。

嶺皮

Ｃ 

Ｉ図Ⅲ図

②１）Ｉ図中、ａおよびｂはそれぞれ何とよばれているか。その名iiiを下の(７F)～㈹の

中より選べ。

ｔ、師fｆ（ｲ）皮圏⑨ずい円道fｆ側道束

２）Ｕ図中、ｃの部分の働きは何か、mMIiに説明せよ。

③双子葉類、４ｔ子葉類は被子植物にIdiする。この仲間と裸子械物とを比較して、裸子

植物のみにみられる特徴は何か。下のCP)～㈲の中より選べ。

切植物体は根、茎、葉の区別がある。㈱果実ができる。

（ｲ）水分を通す管は仮道管のみである。⑰はい珠が直接空気に接している

⑰重複受輸をして、種子をつくり仲110をふやす。㈲この仲川は草木もあれば木本

②維管束には木部と師部とかある。もある。

－６－ 

〔４〕 (1) 

(2) 

① 
②１） 

ａ ｂ 

解答 ア イ ウ エ Ⅱ 
Iで1q断の
まち力fい

ア イ ウ エ オ ア エ オ イ ウ

人数(A） ２ 2５ 8７ ２０ 1１６ ８ 1０ 3４ 0 0 ９１ １ ８１ ２７ １２ ７ ５ 

》;１２F率(例） 1５ 18.7 図.９ 15.9 86.5 6.0 7.5 25.4 0 0 67.9 ０７ 60.4 20.1 8９ 5２ 3.7 



(1)について

昭和５０年度の正蒋串４９．２妬、昭和５１年度は６４９冊、Ｉｉ述のカリキュラムにおいて示したi、

り、中一では顕微鯛にINIする捕導を２時ⅡUとって1丁っている。中－－カリキュラム全体からみて顕

微鏡観察が多いが、まだまだ上手な操作になれていない、とくにin6倍率での検鏡がむつかしい。

５１年度は操作折導が徹底されるよう、個人指導を行った。

(2) 

①について

昭和５０年度の正呑＊６１４冊、昭和５１年度８６．５筋、ｌ図と解答しても判断の理由がまちが

っている場合は認容とみなした。

〔解答例〕Ｉ図と解答して、判断の理由のまちがい１０名

･維符束がない。木部・師部がある。形成屑がある

ｏ師櫛・道管がある。珊由脱Iﾘ】のないもの

Ｕ閃と解答した誤答

・雑符来は茎の中を分散しない。111子葉類は輪状にならんでいる

。’図には形成値がないがＨ図にはある

単子葉類と双子葉額の塁の維椅束の分布の特徴をとりちがえて理解していろもの８名、叩子葉

類の茎の維管束の特徴は理解しているが、風体的に卵解Ⅱl来ていないもの１０名。

②の1)について

昭和５０年度はＩ図とＵ図の維管束の関係と維符束の名称を問う問題を出題。ａの正答率は

６７．４冊、ｂの正呑率６５２妬、維管束の特徴と個々の械物の分類知識の理解度を問う１１０皿を組

合せて１１１腿。選択肢は、コケ、ジグ、被子柿物を含む８つ。その中から２つ選択するWU皿。昭

和５１年度は問趣を少し龍理して出題したが、今同のテスト結果も正答率が低い。２人１組で

徒手切片を作り観察を行っているが、切片が上手に出来にくいことも理解度が低い原因になっ

ている傾向がある。なお無解答のもの４名。

②の2)について

２)の誤答例

･水分や餐分を、す。次の新しい表皮

･からだを守ったり、水や空気を通すolWUW答

･光合成でできたデンプンの通路

－７－ 

〔４〕

(2) 

②２） 
③ 

イ・力を含み、さらに下記のi１８号を選んだ者

解答 茎を太くする働き イ・力 キ ワ エ オ ア

人数(A） ９１ ５１ １５ 1４ 1４ ８ ８ 

解答率CG） 67.9 3８１ １１２ 10.4 1０４ 5９ 5９ 



③について

昭和５】年度、はじめて裸子植物の特徴について１１Mmした。（７）～(ｷ)の選択肢と裸子、被子植

物の関係、裸子栖物、被子植物について正確に理解していないために正答率は３８】妬と極めて

悪い。ゆっくり時１１０をかけて指導出来なかったこともあるが、他の植物と比鮫して－つの樅物

を理解する能力を養いたい。

〔５〕次の図はある枕物を材料として観察を行ろたときのヌケソチである。これについて次の

間に答えよ。

（１）Ｉ図は細胞を観察したときのヌケソチである。図中ａ～ｃはそれぞれ何とよばれてい

るか。その名前を答えよ。

（２）この械物の根を一部とり、薬品で染色して湖索したところ、視野の中にⅡ図のような

細胞がみられた。この図をもとに次の名問いに杯えよ。

画工仇

回，
ｂ 

Ｃ 

図
ア

Ｘ ９ 

Ｉ図ｕ図

①図中Ｘは何か

②図にみられるそれぞれの状態の細胞を変化が起る順序に正しく並べようと思う。下

の(7)～伽の中より最も適当なものを選べ。

６F）ａ→ｂ→ｃ→。Ｈ）ｂ→ａ→。→ｃ⑰ｃ→ａ→ｄ→ｂ

ロｃ一ｂ→。→ａ㈱ａ→。→ｂ－ｃ③ｂ→。→ａ→ｃ

③＠のような細胞の変化を観察するには根や茎の何とよばれる部分を調べればよいか。

･－８－ 



（１）昭和５０年度正答率細胞の榊造及び細胞分裂についての理解度は２か年の正答率から

ａ……９５．９冊みてほぼ良いと判断してよい。但し、植物細胞の細胞壁と細胞膜

ｂ･･･…７８０筋の区別が不十分な生徒１６冊、原形質と細胞質のおさえが出来てい

ｃ……７２０筋ないために生じた誤答が８３冊。この結果は、細胞の指導におい

て、留意すべき点を示している。

(2) 

①昭和５０年度は｢細胞の中に薬品によく染まるヒモのような形をしたものが見えた」という文

章表現による出Huo正答率は４５５冊、

誤答例

根及び根毛４０人（３０．３筋）その他１５人（114筋）

維管束４人（3.0筋）無解答１３人（９８筋）

昭和５１年度の正答率と昭和５０年度の正答率との差は出題方法の変更により、問題把握が容易に

になったためだろうと考えられる。

②昭和５１年度新たに出題、細胞分裂の１項序性についての定肴率は良い。指導方法は、分裂各時

期の写真をコピーし、グループ別に学習を行った。

③②と同嫌今年度から出１m。植物の櫓造とその機鮨の００辺の理解がむつかしい。主として外部

形態による分類指導を中心にカリキュラムが組まれており､従って理解度も低くなったとみられる｡

－９－ 

〔５〕
(1) 

ａ ｂ Ｃ 

解答 核 紐１０臼Ｈｌ【
核の
分裂

IMI包壁 IuU包膜 illM色n町 HllI包Fｉ h】形質 1組胞膜 IUlU包壁 液胞 その他

人数(A） 1３２ １ 9４ 2２ 1３ ５ 9９ 1１ ４ ４ ４ 1２ 

jlｷﾞ答耳輪6〉 98.6 Ｕ７ 0.7 70.1 1６．４ 9.7 3.7 73.9 8.2 2.9 ２９ 2９ 8９ 

〔５〕
(2) 

① ② 

解答 染色1本 葉緑体 雄１日｢束 葉緑素 根毛 核 無解答 ア イ ウ エ オ 力

人数(A） 1２３ ２ ２ １ １ １ ４ １ １ 1２２ １ １ ７ 

h\答率(冊） ９１．８ 1.5 1.5 ０７ 0.7 0７ ２９ 0.7 0７ ９１０ 0７ 0.7 5.2 

〔５〕
(2) 

③ 

解答 成fを点・ｌＵ成R1i 維管束 根の先の部分 成｣乏体 葉ﾙﾎﾟ体 その他

人数(A） 9０ ４ ３ １ １ 2６ 

解答率(勘 67.2 2９ 2.2 0７ ０７ 1７４ 



〔６〕下の表はある植物の仲間をそれぞれの特徴によって分類したものである。この表につい

て以下の問いに答えよ。

(1)このような特徴をもつ

植物のうちＷ､⑥､⑪は

それぞれ何と呼ばれる植

物の仲間か。

(2)表中で前葉体とよばれ

る小さな植物体をつくる

仲間は(A)~⑥のうちとれ

か。

(3)表中(C)はほとんどが水

中生活をしている仲IlUである。何という柚物の仲間か。

(4)に)の植物の特徴を蝋明している文のうち正しいものを下の⑪～(工)の中から選べ。

０F）植物体は根纂葉にわかれていてin子でふえる。

（ｲ）植物体は根茎葉にわかれていないで和子でふえる。

助植物体は根茎葉にわかれていて秘子をつくらない。

ロ植物体は根茎葉にわかれていないでIiH子をつくらない。

(5)表中、⑥の特徴をもつ植物すべてを下の仇～㈲の中より遇びそれらを大きくつつのグ

ループに分けて答えよ。

、イチロワＨ）ペニジダ⑰アヤメ㈲スギナ

（ﾌＯアブラナ助アオミドロ㈹ナルオガセ（クウクロマツ

⑰ススキ（｡リウメノキゴゲＵ）ソイタケ②タンポポ

(1)昭和５０年度正答率

（A)……８１．８筋

⑧……89.3筋

）｡……63.6筋

のＩの正答率は５１年度の方がよい、

－１０－ 

(A） (B） ｡ ⑪ (E） 備考

体の

つくり

葉

茎

根 区別なし
○ 

○ 

○ 

匹別なし
△ 

○ 

○ 

○ 

○印8発連して

いる。

△印：仮根をも
－つ◎ 

葉緑索の有無 × ○ ○ ○ ○ ○印有、ｘ印無

ふえ方
胞子

和子

○ 

× 

○ 

× 

○ 

× 

× 

○ 

○印：ふえる

×印：ふえない

〔６〕
(1) 

(A） ⑧ 

解答 菌類 コケ類 地衣類 胞子 画]!i【 その1也 ジグ類 コケ類 ii鞠Ｉ 地衣類 緑藻類 その{也

人数(A） 1１３ ７ ４ １ １ ５ 1１８ ５ ３ I １ ４ 

)I雁FFN円倒 84.3 5.2 ２９ 0.7 0７ 3.7 8８１ 3.7 2.2 0.7 0.7 ２９ 

〔６〕
(1) 

⑪ 

解答 コケ類 シタリUｉ 地衣jUi 被子植物 藻類 その他

人数(A） 1０３ ７ ６ １ 】 ７ 

B鐸i叫噸） 76.9 5.2 ４５ 0.7 0７ 5.2 



指導方法は昨年度と同様。

(Ａｋ⑧､⑪の誤答例をみると主な植物の仲間に関する体制・生活史が理解されていないためにま

ちがったと考えられるものが多い。

(2)ジグの生活史と体制についての理解度を問う問題、Ｗｌ和５１年、５１年２か年の正答率の側向は

ほぼ同じ（昭和５０年５９．８冊、５１年６１．９冊）

誤答の中で、Ｄを選択したものが５０年度２６妬、５１年度２９．１冊と多い。理由として、ジグ顕の

前葉体とＤとが同じ体制をもつことがあげられる。ｍ葉体と胞子体の体制の結びつきが理解され

にくいのではないかと考えられる。

(3)グループ名をi1.入しないで、和名で解答したものを不元金解答とみなした。例アオミドロ、

ミドリムシ、ワカメ、ケイソウなど

正答率昭和５０年度８８．６筋５１年度は、年に比して２２２冊低い。体制のおさえが不十分

だったことが揃摘される。

(4)昭和５０年度正春＊８０．３冊

(5)（5)は表中(E)の特徴から判断し、選択肢から裸子植物被子植物とに分類する内容。選択肢(刀~(”

の偶々のｉｉｉ物の分lWiが珊解できていないとむつかしいMRD･昭和５１年度の正答率が４４筋と低い。

その他の誤答例裸子植物…３人、木本、草本…２人、被子植物…２人、繭子植物、１１１子葉６

双子葉…各１人

中－２分野のカリキュラム展開にあたっては実際に目にふれやすい生物をとりあげ、野外観察の

時間をもち、生態系の中で生活している生物に親しむように努めた。

今回のテスト結果において、名植物について生徒連はある程度理解しているが、反面他の植物との

比較や全体的な生物の分緬能力に問題があることが指摘される。総括的な理解力を問う問迦〔6〕の正

答率がそのことを巫付けているものと考える。従って今後の折導にあたってとくにこの点に111Iする

－１１－ 

〔６〕 (2) (3) 

解答 Ａ Ｂ Ｃ ， Ｅ 藻類
プラン

クトン
１１申11$､＃Iｸリ ｵピヒジダ 菌類 裸剰翻勿 その他

人数(A） ４ 8３ 】 ３９ ６ 8９ ７ ４ ３ ３ ２ ４ 

j$\答執撮り 2.9 ６１９ 0.7 ２９．１ 4.5 ６６．４ 5２ 2.9 ２２ ２２ 1５ 2.9 

〔６〕 (4) 

(5) 

ア・クを含み、史に

下記の記号を迩択

ウケオジを含み、更に下

記の記号を選択

解答 ア イ ウ エ ア･ク ケ キ エ 。
ウ･ケ．
オ･ソ

ク エ ． 力 ア

人数(A） １ ４ ２１ 1０８ 6６ 2５ 2２ 1７ ４ 5２ 1８ 1５ 1５ ９ ８ 

解答率(易） 0７ 2.9 1５．７ 8ｑ６ ４９．３ 1８７ 1６４ 1２７ 2.9 3８８ 1３．４ １Ｌ１ １１．１ 6.7 5９ 



研究が急務である。

現在のカリキュラムについても検討を加えているが、１１M題点として、指導内容の程度をどこに定める

るかが十分確立されていないことである。この点にIHIする研究を進めて行きたい。

＜２学年＞

1．学習指導叶画

〔２〕以外の問迎は、般初の年の問題とほぼ同じである。

の後にロ のｉｎ的

フ刈色塞作届｡±

の伯Ｍｉ爽物の何倍か、次の中より通

の11Nの版BMfbは卜０ ４０ＣＤＣ 

、ユル句ｑｎＩ炉、仏 リユ伝

－１２－ 

第１分野 第２分野

Ｌ光〔23〕

ア光の反射

イ光の屈折

ウ光の分lii

エ明るさ

２力〔28〕

アカの性質

イカのつりあい

ウカのモーメント

エ流体の圧力

3．物圃と粒子〔12〕

ア気体の圧力と体欄

イ拡lliと溶解

ウ物質の三忽と粒子

4．動物の世界〔40〕

エ同形動物

オ線形動物

力輪形､力物

キ環形､b物

ク軟体動物

ケ節足動物

．練皮動物

サ原索動物

ソ脊椎動物

5．生物の環境〔22〕

ア生物と環境

イ生物相互の関係

ワ自然界の移りかわり

エ自然環境の保護



(4)このとつレンズの蝋点距離はどのくらいか。次の中より選べ。

ア、１０ｃｍ イ、２０ｃｍ 久３０cm エ、４０ｃｍ

6０ 

５０ 

ｂ 

((、）４０

３０ 

， 

１０ 

。

Ｔｌ 。
５０１’｜・・・一

ズ
ケ
リ
ー
ン

、３０４０

ａｒｍ） 

０ 6０ 5０ 

｢光」の中から、とつレソズの問皿をとりあげた。

全体に成綱が良い。(1)で「不完全」というのは、作図

の補助線のないものである。

〔２〕１００９のおもりに糸Ａをつけてこれをつるす。さらに、

方向に１００９砿の力で引く。

（１）糸Ａの鉛直方向との角はいくらか。次の中より週べ゜

ス３０。ｲ､45｡久６０｡≦80゜

（２）糸Ａの強力はいくらか。次の中より選べ。

ア､809mイ、ｌＯＯｇｍｔ久１２０９重天ｌ４０ｇｎ

（３）水平に引く力をさらに大きくすると、糸Ａの強力は

どう変化するか。次の中より選べ。

ア、大きくなるイ、小さくなる久変化しない

このおもりに糸Ｂをつけ､.水平

1３ 

（ 
〈

へ
～ ̄

 
￣ 

(1) (2) (3) 

解答 正解 不完全 誤答 ア イ ウ エ １５ｃ□ l６ｃｐ １７ｃ□ ３０ｃ回 無解答

人数(A） 9６ 1０ 2４ ５ 1１０ 1２ ３ 1２６ １ ２ １ １ 

解答率③ ７３．８ 7.7 1８５ 3.8 8４６ 9.2 2.3 96.9 0７ 1.5 0７ 0.7 

(4) 

解答 ア イ ウ エ

人数(A） 1０７ 1１ 1２ 0 

解答率㈱ ８２．３ ８５ 9.2 ０ 



「力」の問廻である。(1)でえの答が半数以上あるのは、１Ｍ題の図から判断したと思われる。(2)の

答は、ばらばらに分布している。(1)でズとすると、(2)では女となるはずであるのに、イ.が２５缶も

ある。問題のj意味をよくつかんでないといえるが、これは、IMIい方が悪いと思われる。

１３）注射筒に１０cmPの空気を入れ、

’先端にゴムせんをつけて空気を

閉じこめた。ピヌトンの断面積

は２画で、大気圧は10009並/面

とする。

(1)図のように空気を１０ｍP入れたままにしておく。

①中の空気の圧力はいくらか。次の中より選べ。

ア．０９)Ii/､Ｐイ．5009通/句Ｐウ．100091,/､Ｐエ．20009亜/t㎡

オ．30009Ⅲ/tmP力．40009並/bがキ．500091K/団

②中の空気がピヌトンを押す力はいくらか。次の中より選べ。

ア．０９正イ．5009並ワ．10009航桑2000giI

木3000ｇｉＨ力．40009重キ．5000ｇｉＩｉ

(2)ピストンを手で押して中の空気を５画にした。

③中の窄凱の圧力はいくらになるか。①のアーキより選べ。

④このとき、手がピストンを押している力は何gjRか。②のアーキより選べ。

■￣■Ｚ■■皿■

曰黒禦忌畏閉鵯呂呂呂呂
曰纂響鵯悪罵繋留呂呂呂
曰震緊竪留鵯鵯票鵯呂豊
唾祠ロ四四四■囮■■回

囮正面■…正■■、■■

E■ 

４ 

(1) (2) (3) 

`解答 ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ

人数(A） 6７ 5５ ８ 0 2１ ３３ 1９ 5７ 9０ 2６ 1４ 

解答鋼卿 515 ４２３ ６２ ０ 16.2 25.4 1４．６ 43.8 69.2 200 108 

解答 ア イ ウ エ オ 力 キ 無解呑

① 
人数Ｗ

解答率㈱

０ 

0 

８ 

6.2 

1１４ 

87.7 

８ 

6.2 

０ 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

② 
人数(人）

解答率倒

７ 

5.4 

６ 

4.6 

2４ 

1８５ 

9２ 

7０８ 

0 

０ 

０ 

０ 

０ 

0 

１ 

０．７ 

③ 
人数(A）

解答率倒

０ 

０ 

４ 

3.1 

８ 

6.2 

1０６ 

８１５ 

３ 

２３ 

８ 

6.2 

0 

0 

】

０７ 

④ 
人数(A）

解答率㈱

０ 

０ 

1０ 

7.7 

1９ 

1４６ 

4８ 

36.9 

３ 

2.3 

４７ 

3６２ 

３ 

２３ 

０ 

０ 



大気圧およびボイルの法則の問題である｡④の正解率が悪い。力と答えている者が多いが、大気

圧による力を忘れているのだろう。

〔４〕物質を粒子のモデルで表わすと、次のそれぞれの状態は、次の図のアーカのどれで表わ≦

されるか。

（１）固体（２）液体（３）融解（４）蒸発

鍵
ウ オ 力イ エア

同
(3) 

L＿ 

全体に正解率は良い。(1)､(2)に比べ、(3)、(4)はわずかに正解率が落ちる。

－１５－ 

解答 ア イ ワ エ オ 力

(1) 
人数㈹

解答率㈹

０ 

0 

1２８ 

98.5 

０ 

0 

１ 

0７ 

0 

０ 

１ 

0７ 

(2) 
人数(A）

解答率㈱

０ 

０ 

０ 

０ 

0 

０ 

２ 

１５ 

1２６ 

９６．９ 

２ 

１５ 

(3) 

人数㈹

解答卒倒

７ 

5.4 

０ 

0 

２ 

1.5 

1０７ 

８２．３ 

２ 

Ｌ５ 

1２ 

9.2 

(4) 
人数㈹

解答率㈱

1０９ 

８３．４ 

0 

０ 

1１ 

８５ 

３ 

２３ 

０ 

０ 

７ 

5.4 



〔５〕次の表は、表の右端にあげた動物を、一敗的な特徴によって段階的に分緬したものであ

る。 一「］』一ｍ〔一一］」）』一一

セキサクをも
つかどうか

(1)（a)~(i)にあてはまる対立する特徴として正しいものを、それぞれ次のアーコの中から

一つずつ選び、(a)､(cハ（fMi)について答えよ。

ア．変態をするかどうか。 イ．えら呼吸をするか皮腐呼吸をするか。

ワ．排出器（原腎管）をもっているかどうか。エ．多細胞動物か単細胞動物か。

オ．草食性か肉食性か。力．変in動物か恒温動物か。

キ．肛門をもっているかどうか。ク．あしが３対か４対か。

抗水中に産卵するか陸上に産卵するか。。．卵生か胎生か。

(2)ｋにあてはまる動物として適当なものの名前を答えよ。

(3)ｊ、１，ｍにあてはまる動物群をそれぞれ何とよんでいるか。また、次のアーエの中

にはそれぞれの仲間にふさわしくないものが含まれている。どれか。記号で答えよ。

ｊア．イモリイ．トカゲワ．ジマヘビエイソガメ

Ｉア．ミミズイ．ナメクソワ．ゴカイエ．イツピル

、ア．ハマグリイカキウ．ナマコエ．マダコ

－１６－ 



震
５人、クを選んだ（なお、解答中、オを選んだ廷人数 無答 ５人であった）

(2) 

凱駈玉]二二二[ﾖｮﾆｮﾆ霊二
(3) 

画面歴■輌田鮖痂■、￣
四mm■■皿
回、四面面面
一[T記EIB研窃哩、曰Ｔｍ雨面面、￣
四m■■■■■■皿
…函回面面面面
庄一[可宜面面密Ｔｍ7房石口面面

|i鐘:'三;i二間÷＋ﾖﾆ三二F悪＝
皿■Ｈニーニ

■鵠鵠豊豊鬮豊
■罵鵯黒黒票冨
■鵠鵠鵲蠕回■■
〔５〕の問題は、動物の分類全般に関する問題で、２年生の学習の中心をなすところである。

(1)は動物を「門」の段階で分類するときのめやすとなる特徴が正しく指摘できるかどうかをllUう

－１７－ 

解答 ア イ ウ エ 力 キ ケ 。

ａ 

人数(A）

解答率㈹

４ 

３１ 

６ 

４６ 

１ 

0.8 

２ 

1.5 

1００ 

76.9 OB 

９ 

6.9 

５ 

3.8 

Ｃ 

人数(人）

解答率06）

９ 

6.9 

1２ 

9.2 

０ 

０ 

0 

０ 

９ 

6.9 

０ 

0 

9２ 

70.8 

４ 

3.1 

ｆ 
人数Ｗ

解答率(ﾜﾋﾞﾘ

１ 

０．８ 

1 

0８ 

5２ 

40.0 

1２ 

9.2 

０ 

0 

6３ 

４８．５ 

0 

０ 

0 

０ 

人数(A）

解答率㈱

１ 

0.8 

0 

０ 

1１ 

8.5 

1０５ 

８０．８ 

２ 

1５ 

８ 

６２ 

0 

0 

0 

０ 

解答
ナメクソ

ウオ
ギボジムソ ホヤ ○○ワオ ○○mｳ物 ナメクゾ その他 無答

人数(A） 7３ ２ １ ６ ２ ２ 1６ 2８ 

解答串倒 56.2 1.5 ０８ ４６ 1.5 1.5 1２３ 21.5 

．』

解答

人数(A）

解答率㈲

ハ虫額

９７ 

74.6 

両生類

1１ 

8.5 

脊椎動物

５ 

3.8 

その他

５ 

3.8 

無答

1２ 

9.2 

解答

人数(A）

解答率06）

環形動物

８１ 

６２．３ 

線形動物

９ 

6.9 

輪形動物

９ 

6.9 

、形動物

２ 

1.5 

その他

８ 

6.2 

無答

2１ 

1６．２ 

、

解答

人数(A）

解答卒倒

軟体動物

８４ 

64.6 

線形動物

５ 

3.8 

錬皮動物

４ 

3.1 

甲般麺

３ 

2.3 

その他

８ 

6.2 

無答

２６ 

2００ 

解答 ア イ ウ エ 無答

．』
人数㈹

解答率⑤

７５ 

５７．７ 

８ 

6.2 

５ 

3.8 

4１ 

３１．５ 

１ 

0.8 

人数(A）

解答率倒

1７ 

1３．１ 

7８ 

６０．０ 

1８ 

１３．８ 

1５ 

１１．５ 

２ 

1.5 

Ⅱ、

人数(A）

解答率㈱

９ 

6.9 

３ 

２３ 

6５ 

50.0 

5２ 

4ｑｏ 

１ 

1５ 



問題である。ｆを除いては正答率７０筋以上が得られている。ｆは肛門の有無を遇ぷ問題であるが、

原腎管の有無を答えたものが４０筋もあり、扇形・線形動物というなじみのうすい動物についてや、

原腎管といった中学では難解と思われる内容についての定着度が低いことが考えられる。なお、と

の問題は、前年度は神経系の有無を答えさせる問題であり、その時の正答率45.0冊、誤答中、原腎

管の有無40.0筋、多細胞か単細胞か９２筋となっていて、今回とほぼ同様の結果であった。

（2)は無脊椎動物から脊椎動物への進化の過程で戒要な位置を占める原索動物の例をあげる問題で、

誤答中で、原索・脊椎動物と答えたり、○○ウオと岐後に「ウオ」とつく答、ナメクソなとうる覚

えであったと思われるものを加えると全体の６６．２筋となる。なお、前年度は同じ問題に選択肢を

設けたが、その時の正答率は710筋であった。

(3)はなかまはずれの動物を選ぶ問題。前年度は４つの動物中、なかまはずれの動物を１つ選択す

る問題であり、今年度と同禄の遡択肢で、正答率はｊが４７３妬、１５３．４冊、ｍ４８１筋となって

いた。今回はｊ～ｍの動物群の名称を問うことによりワンクソジ匂ソおいており、前年度より２～

１０妬程度正答率が高くなっている。また、３問とも動物群の名称の方が正答率が高くなっている

ことから、個々の動物についての学習が充分効果をあげていないと考えられる。

２年生では、身近かにいる実際の生物についてその体の特徴や生活のようすを知り、「生物」に

親しみをもたせたいという意図のもとに、学習をすすめている。動物の分類の学習について、この

テストの結果から次のような問題点をあげることができる。

・中学段階でどの程度まで教えるか。（排出器や神経系などについてとり扱うのは高度すぎるの

ではないか。）

・実際の生物の特徴を正しく把握させるにはどうすればよいか。（動物の名称とその外観図は一

致しても、それの分類上の特徴を正しく把握できない。）

これらの点について今後、検討してゆく必要がある。

〔６〕カエルの解剖について次の間に答えよ。

(1)解剖の操作について述べた次の文のう

ち、適当でないものを－つ選べ。

ア．クロロホルムを用いて、ますいをか

ける。

イ．腹の皮をつまみ、はさみでロの下ま

で切り開く。

ウ．服の筋肉を、正中線のところでたて

に切り開く。

二胸の骨を切る。

己れ開いた皮膚と筋肉をいっしょに針で

横にとめる。

蕊⑥ 

－１８－ 



(2)図中③～ｏの名称を答えよ。また、その器官について述べた文を次のアーケの中から

一つずつ選べ。

ア．血液を送りだすポンプの役目をしているところ。

イ．食物を消化し、吸収するところ。

ウ．食物をためておくところ。

エ．血液をつくる役目をしているところ。

オ．尿をためておくところ。

力．尿をつくる役目をしているところ。

キ．卵をつくる役目をしているところ。

ク．たん液をつくったり、栄鍵分を貯蔵したりするところ。

ケ．酸素を血液中にとりこみ、血液中の二酸化炭素を放出しているところ。

(1) 

■￣ 
■■囮皿Ⅲ■■■

：Ｉ．１口

(2)器官の名称

Ⅲ画、岡
■■輌面四m■■■■■■■■■■
歴弓洵■扉■回印画■皿皿
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卜

－１９－ 

解答 ア イ ウ エ オ 無答

人数(人） ９ ２ ４１ ３７ 4０ １ 

解答率倒 6.9 1.5 ３１５ 28.5 3０８ 0.8 

ａ 

解答

人数(A）

解答率倒

肺

1０７ 

82.3 

肝臓

1２ 

９２ 

肝

１ 

0８ 

卵巣

４ 

3.1 

その他

４ 

３１ 

無答

２ 

１５ 

ｂ 

解答

人数(A）

解答率倒

心臓

1１９ 

91.5 

たんのう

４ 

3.1 

肝臓

２ 

Ｌ５ 

その他

２ 

１５ 

無答

３ 

２３ 

Ｃ 

解答

人数(人）

解答率倒

肝臓

9７ 

7４６ 

肺

1８ 

13.8 

腎臓

５ 

3.8 

卵巣

３ 

2.3 

その他

５ 

38 

無答

２ 

1.5 

解答 小腸 十二指腸 大腸 直腸

人数(A） 1２４ ２ ２ ２ 

解答率(繭） 95.4 1.5 1.5 1.5 

ｅ 

解答

人数(人）

解答率㈲

。つと・つぼ

1１４ 

87.7 

腎臓

１０ 

7.7 

直腸

３ 

2.3 

その他

３ 

2.3 



(2) 

霧
ａｌ 

ｂ 

ｌ 

（】)は解剖の操作に関する問題であり、ウ・エ・オに対する解答率がほぼ同様であることから、問

題として適当でなかった点もあるのではないかと思われる。

（2)は動物の体のつくりとはたらきについて、実際に解剖をしたカエルをとりあげて問題としてい

る。ほとんどの問題が正答率８０筋を越えている。８０妬に満たないものは、肝臓の名称および役目

肺の役目であり、問題形式は違っているが、前年度もほぼ同樺の傾向を示している。この２つの器

官についての誤答の内容をみてみると、肝臓の名称中肺と答えたものが１３．８筋あり、これは両器

官が近くにあることからまちがえたものと思われる。肺を肝臓と答えたもの９．２筋も同様である。

これらの誤答者中､肝臓を肺と答えたものの６７笏、肺を肝臓と答えたものの５０筋は、それぞれの器

官の正しい役目を指摘している。このことから、それぞれの器官の役目についての理解は、かなり

の生徒ができていると考えられる。なお、肺・肝臓の役目で、エを選んだものがかなりの割合を占

めており、肺では名称があっててエを透んだもの９２３筋、肝腫では名称があっててエを選んだも

の⑪.７妬となっている。

〔７〕次の図は、ある池の生物がたがいにつながりをもって生活しているようすを模式的に示

したものである。図中の矢印（→）は物質が移動する方向を示している。なお、Ａ、Ｂは

気体であり、Ｃは分解されてできた窒素化合物である。

-２０－ 

解答 ア イ ウ エ オ 力 キ ク ケ 無答

ａ 

人数㈹

解答率倒

３ 

2.3 

0 

０ 

２ 

1.5 

1３ 

1０．０ 

０ 

０ 

３ 

２３ 

４ 

3.1 

８ 

6.2 

9５ 

73.1 

２ 

１５ 

ｂ 
人数㈹

解答率㈹

1１８ 

90.8 

０ 

0 

０ 

0 

２ 

1.5 

0 

０ 

0 

０ 

１ 

0８ 

７ 

5.4 

0 

0． 

２ 

１５ 

Ｃ 

人数(A）

解答率③

３ 

2.3 

０ 

０ 

６ 

４６ 

1２ 

9.2 

０ 

０ 

1０ 

7.7 

４ 

3.1 

7９ 

60.8 

1５ 

1１．５ 

１ 

0.8 

。
人数(A）

解答率倒

１ 

0.8 

1２８ 

98.5 

0 

０ 

０ 

０ 

０ 

0 

１ 

0８ 

０ 

０ 

0 

0 

０ 

0 

０ 

0 

ｅ 

人数(A）

解答率㈱

0 

0 

0 

0 

１ 

０．８ 

０ 

０ 

1１６ 

89.2 

10 

7.7 

３ 

２３ 

０ 

0 

０ 

０ 

０ 

0 



(1)Ａの剣体は何か。その名称を答えよ。

(2)動物プランクトンと植物プランクトンの区別として正しいものを次の中から－つ選べ。

ア．連動性があるかないか。

イ．葉緑素をもっているかいないか。

ウ．呼吸をしているかいないか。

エ．肉眼で兄えるか見えないか。

(3)fIi物の排出物や死がいをＣに分解するはたらきをしている生物は何か客えよ。

(4)矢印のうち、食物としての移動をあらわしているところの起号を正しく答えているもの

を、次の中から一つ選べ。

ア．ｆ・〃ｋ・Ｉ・ｐｆｂ・（．、．ｐ ウ．ｆ・ｋ・Ｉ

エ．ｆ・ｊ・ｋオ．ｆ・』.ｋ・１．ｍ．ｏ

(5)ロ然界のつりあいが保たれているとき、図中の生物の１１で、個体数が一番多い生物はど

れか秤えよ。

■■■■ 
ヘ麓’．A■、､田圃■■■■:．

■■■■ 
両■面、m、回：！；

生態の分りf中、物質砺環に関する問題で、(4)を除いては８０冊以上の正呑串を側ている。(4)の解

答で''オ″を選んだものは、正答＋い、.ｏ即ち〃排出や生物の死叡の現象をも選んであり、分

解希の役割を拡大解釈したものであって、概ね理解はできているものと思われる。なお、〔７〕の

正秤率がよいのは、３学期に学習した内容であるということが彫轡を与えていることも考えられる。

＜３学年＞

1．学習指導計画

－２１－ 

間鼬播号

解答

(1) 

二酸化1Aﾋ素 酸素

（２） 

~ﾃﾞｰ「7司一ｳｰ1－三
(3) 

微生物 菌類 その他

人数(A） 1１８ 1２ 1９ 1１１ ０ ０ １１６ 1０ ４ 

解答卒倒 ９０．８ 9.2 1４．６ 85.4 0 ０ ８９．２ 7.7 3.1 

IlUHu番号 (4) (5) 

解答 ア イ ウ オ
柾繭ﾘプラ
ンクトン

iIU＃１ｶプラ
ソクトン

分月稗『
なと

ｌｉｄ号
(ｃ･ｐ･『】

魚類 無答

人数(A） 1３ 1０ 6２ 4３ 113 ３ ６ ５ ２ 

解呑率㈹ lｑｏ 7.7 ４７．７ ３３．１ 86.9 2.3 ４６ ３８ 0８ 1.5 

卵】分野 第２分ｍｆ

Ｌ岻気とilK流〔24〕

ア遜圧とiE流

1．気象と天体の観察〔３）

2．地球の綱成と進化〔50）



２糖果

・中学３年については２ヶ年ほぼ同じ問題で実施した。ｈＡ初の年は解答らんの作成不伽尋問翅に不

都合な点があったが、それらを改めてこの現在の形に一応定岩したので、テヌトの結果を示すとと

もに、それらについて考察してみたい。

〔1〕下図のように、ニクロム線と電源器で回路を作り、ｉｎ圧を測定した。晒圧計は10ボルト

遜流計は0.20アンペアを示した。これについて次の問いに答えよ。

（１）１１K圧計は、図中のア、イのいずれ力七

(2)測定器アの＄端子は、図中のＸ、Ｙのい

ずれか。

(3)このニクロム線の抵抗は何オームか。

(4)Ｃに接続されている２本の線をＢにつな

ぎ変えると（芯源はそのままで）、測定器

ア、イの指針は、それぞれどのように変わ

るか、次の①～③より選んで答えなさい。

①より大きな値を示す。

③より小さな値を示す。

③変化しない。

－２２－ 

第一分野 第 分野

イオームの法則

ウ砿気抵抗

エ回路と低抗

オ砿流の熱作用

２物質と元素〔40〕

ア化合物と元素

イ原子と分子

ウ化学式

エ化学Ｈ１

オ気体の性質

カイオソ

ア地球の形と大きさ

イ地球の内部構造

ウ地球をつくる物質

エ地Lii内部のエネルギー

オ地球の進化

3．大気と海水〔１５〕

ア大気の柳造

イ大気と水の循環

ウ大気中の水

エ天気の変化

４宇宙の梢成と進化〔28〕

ア天体の動き

イ太陽系

ウ恒星宇宙の構成と進化

エ地球と人類
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囮

問題(4)は疋答率が悪い。ア、イともに誤答の理由は推

定し錐いが、誤答中、ア、イともに誤答したものが５４

名あり、その'１１でアを③に、イを②としたものが２３名

ある。問題文に示した測定器ア、イの区別はわかってい

るのだから、問題文の読み取りが出来ぬためであるのか

もしれない。iii１年度は解答棚の作成に不価があり確かな間料を1Uていないので比較しようもない。

総じて、オームの法Illlをlllfildし、数値を代入して計算することは得意であるが、遜気回路での晒圧

岻流についての理解が徹底していないのではないか。

〔２〕下のグラフは、Ａ、Ｂ２本の抵抗線に流れる晒流とiu圧の関係を示したものです。

について次の問いに答えなさい。

（１）抵抗線Ａでは、7m圧Ｅボルトのとき

これ

11）抵抗線Ａでは、7m圧Ｅボルトのとき１アン

ペアの砿流が流れた。同じ電圧のとき、抵抗

線Ｂでは、何アンペアの電流が流れるか。

(2)抵抗線Ａの抵抗値はａオームであった。抵

抗線Ｂの抵抗値は何オームか。

(3)砥抗線ＡとＢを直列つなぎにした抵抗に流

れる晒圧の関係をグラフ中に密き入れなさい。

(4)抵抗線ＡとＢをそれぞれ、別々に、同じ疋

圧の芯地に接続したとき、同時間に発生する

熱、の比はいくらか。

Ａ Ｂ 

霜
密
恥

や
〃

０ 
篭に

－２３－ 

問題番号 (1) (2) (3) 仏）

解答 ア イ Ｘ Ｙ ５０オーム その他 無i１日入 ① ② ③ 

人数(人） 1２ 1２０ 1０２ ３０ 1２０ 1０ ２ 7４ 1８ 4０ 

解答率㈹ 9.1 90.9 77.3 22.7 90.9 7.5 1.5 5６０ 13.6 ３０．３ 

問題番号 (4)Ｈ） 

解答 ① ② ③ 

人数(A） 3３ 4３ ５６ 

解答率⑨ 25.0 32.6 42.4 

／ ／ 
／ ’ 

〆

／ 
／ ／ 
／ ダ 〆

'〆

問題番号 (1) (2) (3)（下図参照）

解答
１ 

２ 
０５ ２１ ２ａ 

ａ 

２ ① ② ③ ④ 

人数(人） 9７ 1８ ７ １１９ ８ 7９ ２４ １５ 1４ 

解答率倒 73.5 1３．６ 5.3 90.2 6０ 598 182 １１．４ 10.6 



孵
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２ 
尾
，
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流

①
④
 

１Ｋ 

問題(3)は正答率が憩い。この問題では、廼流とfU圧の測定値から抵抗の大小と抵抗iiiの比を推定

し、さらにその２つの抵抗を直列接続したときの全抵抗を求めて、その値より電流と芯圧のINI係を

類推するという何段かの思考が要求され、これが困睦さを燗している。誤答の傾向は本年の調交と

は一致していないが昨年の結果にもその噸が変われており、これを裏付けている。やはり船木的な

ことを応用して額推し、問廻を解決してゆく力が充分謎われていない。基本的１１項を定諦させると

ともにそれらを応用する力にまで高める努力が必要である４１を示している。

問題(4)では、Ａ：Ｂ＝１：２とした誤答が多く、iii年の結果を（）に示したが、同犠な鮒向が見ら

れる。また、問題(2)を狐答した者と(4)の誤答者とも一致していないので、グラフを正しく銃み取れ

ないのか、iii流の発熱、が芯流と電圧の積に比例している帆、Ｑ亜Ｅ・１．ｔがよく理解されてい

ないのかのいずれかであろう。電圧を一定にした時の芯流と発熱且の関係については生徒突験も実

施し、内容の展開にも時間をかけているがまだ不十分である。さらに定着させる為の工夫が必要で

ある。

〔３〕右図は、水の、気分解を示しています。これについて次の問いに答えなさい。

（１）Ａに発生した気体は何ですか。

（２）Ｂに発生した気体は、次のどの性質を持つ剣体か。アーエの符号で答えなさい。

⑦線香の火を入れると、線香がボブと炎をH1して燃えた。
ＡＢ 

①マソチで火をつけると、ボンと音をたてて燃えた。

]［ 
⑰マプチの炎を中に入れると消えた。

②石灰水を入れると、白く濁った。

(3)この趣気分解を棋式的に示すと次のようになった。○○

は次のアーオのどれを表わしているか。

⑦水系原子①酸素原子⑦水索分子

④酸索分子②水分子

、
の紐ｅ桐。己。＋・・ＯＤＯ＿→ 

Ｏ●○ 

(4)Ａに発生した気体とＢに発生した気体、それぞれｌｍＰに含まれる分子の数は、次のア

ーエのどれか。

⑦ＡとＢは同数①Ａの方が多い⑰Ｂの方が多い

-２４－ 

／‘ ／ 夕

' 

/，' ／ 〆

／ /／ ' 
〆

/， ／,〆

/Z'5， 
診〆
￣ ̄
 
￣ 
￣ 

問題番号 (4) 

解答 ２６１ １：２ ４：１ 

人数(A） 7１ 5２ ２ 

解答率倒
53.4 
(70.6） 

39.3 

(26.9） 

１５ 

（1.5） 



、これだけではわからない。

(5)(3)の模式的に示された変化を化学反応式に表わしなさい。

１川凹(4)についてみると、水の電気分解では体積比が強く印象づけられている為か、１１t位体柵中に
含まれる気体の分子数は伺圧では同じであるという理解が悪い。しかし、１２～１４笏の者がエを選
んでおり、これはiii年にもその傾向が見られるWIから、水素と酸素の体欄比が２８１という恥との

INI迎において指導上の工夫が必要であり、この学習の後の方にアボガドロの法則が出て来ることも
あって、やはり一つのまとまりとして定着しないのであろう。この躯は誤容ウの多いWlからもうな
づける。

〔４〕次の各問の答えを、それぞれ下にあるア、イ、………の中からi2iんで答えよ。
（１）ドルトソの原子説で説明できない法則はどれか。

⑦質趾保存の法則①定比例の法則、倍数比例の法則
②気体反応の法則

（２）璽索の原子flから、窒素原子１個の質且を求めるには、次のどのM1か必要か。

⑦璽索の分子戯①窒素の密度⑰アボガドロ数⑦窒素の原子価

②２２“⑰六
（３）二酸化炭素の密度から、二酸化炭素１モルの衡趾を求めるには、次のどれか必要か。
⑦二酸化炭索の分子式①二酸化炭素の分子且⑰二鹸化炭素】モルの体概
、アボガドロ数

（４）水１ｋｇのモル数を求めるには、次のどれが必要か。

⑦水の密度①水の分子量、水１モルの体繭②アボガドロ数

（５）水の組成は、水素１１．１岳、酸８８．９冊である。水紫の原子丘を求めるには、酸素の
原子趾のほかにどれが必要か。

－２５－ 

ilU題liMチ (1) (2) (3) 

解界 酸素 水兼 ア イ ウ エ ア イ ウ エ オ

人】!【ﾉリ 117 1２ 1７ 1１３ 】 １ 1８ ４ 1０６ ３ １ 

jMB行J↑I(96） 88.6 ９０ 1２９ 85.6 0７ 0.7 13.6 3.0 80.3 2.2 0７ 

llljH【I砧I） (4) (5) 

解呑 ア イ ウ エ 2Ｈ２０→2Ｈ２＋０２ 2Ｈ２+０２→2ILO 2ILO→Ｈ２＋０２ 

人llxA） ８１ 1１ 2２ 1８ 1０８ ６ ２ 

MI1uFi4(96） 
６１．４ 

(６６．４） 

８３ 

（８．２） ｊ ７６ ６３ １１ ！ 

1３６ 

(１１．９） 
81.8 4.5 1.5 



⑦水の密度①水の分子式⑰酸素の分子式、水１モルの体積

①アボガドロ数

聰い悪悪謡輌

＊(3)(4)(5)で他の者は２つ以上

撰択解杼した者である。

問題(1)で、誤答中ウが多いのは、倍数比例の法則および気体反応の法則についての理解が不十分

な為ではないか。また、問題(3X4)では、モルと分子、の相違が明らかでない為ではないか。(3)でイ

が、(4)でワが誤答として多いのもその為であろう。

この学年でのモル、分子且、アボガドロ数などの取り扱いには、もっと多くの時110をかけ、轍密

な捕導が必要である。モルについては化学の基本lilであるので、その点冊意したい。

〔５〕窒素と水素からアンモニアができる反応は次の化学反応式で示される。これについて次

のIMIいに呑えなさい。

ＮＢ＋３Ｈ２－－２ＮＨ３ 

(1)窒素１モルからアンモニアは何モル生ずるか。

(2)竃素１１（0℃、】気圧）と過不足なく反応する水素の体欄はいくらか。（０℃、１

気圧）

(3)窒素２８９がすべてアンモニアになったとすると、アンモニアは何ｇ生ずるか。

（Ｈ＝１，Ｎ＝１４とする。）

－２６－ 

問題番号 (1) (2) 

1Ｗ答 ア :イ ウ エ ア イ ウ エ オ 力

人数(A） ９ ６ ２２ ９４ ５ 0 1１３ ８ ２ 0 

解答率㈱ 6.8 4.5 1６７ ７１．２ 3.7 85.6 ６０ 1.5 

llNl題番号 (3) 
＊ (4) 

＊ 

解答 ア イ ワ エ ア イ ウ エ

人数(A） ８ ２１ 9６ ４ ６ 9１ 2５ ８ 

解答率㈲ 6.0 15.9 7２７ 3.0 ４５ 68.9 1９．７ 6.0 

凹皿番号 (5) 
＊． 

解答 ア イ ウ エ オ

人数(A） ４ ９８ 1２ ８ ６ 

解答率㈱ 3.0 7４２ 9.0 6.0 ４５ 



この問題では比較的よい

結果を示しているのは、学

WWして閲もない頃にテヌト

が実施された為であろうか

ＩＭＩ皿(3)で誤答中６８９が前年

伺椴に多いのは、原子lilと

皿画
一匪湿匹回田庄、扉、回■忘面

Ⅳ町函一面｡■■■

分子1htの机逃がFM解できぬ為ではなかろうか。

化学の発展過程を軸としながら、化学且と化学式との関迎を取り扱うとき、６ヶ年一貫カリキュ

ラムでのこの学年での展開ではやはり慎重な配慮が必要であるが、従来の化学Ｉの岐初の学習でモ

ルを取り扱う賜合には、中学の錐礎の上に立っての学習とは言い乍ら、やはり郁々の困難な卵が多

かったが、このように中３で続けて展開してゆくことで少しでもヌムースに導入できたのではない

かと考える。

〔６〕地球の柵成について次の問いに答えよ。

（１）次の⑦～⑰の中から大陸地殻、海洋地殻を示しているものをそれぞれ一つずつ選べ。

⑦カコウ瑞質で、厚さ２５～５０k回

①カコウ岩蘭で、厚さ５～１０k回

⑰カンラソ岩質で、厚さ５～１０kｍ

②上部がカコワ岩質で下部がカンラソ岩質、厚さ２５～５０k口

②上部がゲソプ岩質で下部カソラン岩質、厚さ５～１０k画

⑰上部がカコウ岩質で下部がゲンプ岩質、厚さ２５～５０kｍ

（２）次の⑦～⑰の中から、マントル、核をつくっている物間をそれぞれ一つずつ選べ。

⑦ゲンプ岩質②ニソケルの混じった鉄

①カコウ岩質②鉄とマグネソウム

⑰カソラソ岩質⑰ケイ素の混じったマグネソウム

－２７－ 

IMI皿岳号 (1) (2) (3) 

解答 ２モル ３モル ３０ ６７．２０ 3４９ 6８９ 

人数(A） 1２２ ５ １１２ ７ 9８ ７ 

解答卒倒 92.4 3.8 ８４．８ 5.3 
7４２ 

(８２８） 

5.3 

（８．２） 

110皿１１↑牙
(1) 

大陸地殻 『祥地殻

解呑 ア イ ワ エ． オ 力 ア イ ウ エ オ 力

人数(A） 1９ ８ ２ ３１ ７ 6５ １ ６１ 2２ ８ 2４ 1５ 

解呑＊㈱ 1４４ ６１ １５ 23.5 5.3 49.2 ０８ 462 1６．７ 6.1 182 1１．４ 

Illllm番号
(2) 

マントル キ Ⅲ色目

B、客 ア イ ウ エ オ 力 ア イ ワ エ オ 力

人数(A） 5９ ６ ４８ ３ ４ 1２ ５ ４ ７ ３６ ６８ 11 

-解答率倒 44.7 ‐４５ 3６４ －２３ 3.0 -91 -３８ 3.0 5.3 273 51.5 ８．３ 



（I)は地般の榊成に関する問題で、大陸地殻の場合は、④、⑦の誤答が目立つ。これらの誤答は、

上部がカコワ岩質で厚さが２５～５０kmという点では正しく、この点に関する解答率は合計すると

87.1冊になる。海洋地殻の場合も、②、、の誤答が目立つが、これらの誤答も、厚さが5～10kｍ

という点では正しく、この点に関する解答率は、８１１冊となる。このように、大陸地殻、海洋地

殻の厚さの違いはよく理解されているが、大陸地殻の下層がゲソプ岩質であること、海洋地殻がゲ

ソプ岩質であることの定着度が低く、ゲソプ岩質とカソラソ岩質を混同しているようである。．

（２）のマントルと核の組成に関する問題でも、マントルの場合、ゲソプ岩質とカンラン岩質を混

同しているのが多い。核の賜合は、②の誤答が目立つが、この誤答は鉄という点は正しく、この点

に関する解答率は合計すると７８．８筋である。また、この①の誤答は、塩基性岩になるほど鉄とマ

グネジウムの趾が増加するが、このことと混同した可能性もある。

〔７〕岩石について次の問いに答えよ。

（１）次の⑦～＠の中から、①火山岩、②深成岩、③接触変成岩、④広域変成岩を選べ。

⑦海底に海水中の成分が沈澱、結晶化してできた岩石

①マグマの熱により岩石中に新しい鉱物が品出してできた岩石

⑰マグマがゆっくり冷え次々と鉱物が品出してできた岩石

①風化、浸食作用の産物が固結してできた岩石

②火山活動で放出された火山灰等が固結してできた岩石

⑰マグマが急冷ざれ固結してできた岩石

③道山帯の中央部で岩石が大規模に熱、圧力を受け、岩石中に新しい鉱物が品出して
できた岩石

⑦生物の遺体が固結してできた岩石

（２）次の⑦～○の元素の中で次のものを選べ。

⑦鉄①アルミニウム、マグネジウム⑦ナトリウム

②カリウム②酸素④炭素、ケイ素⑦カルジウム
②窒素

①火成岩を構成している元素を多いもの順に二つ

②酸性岩よりも塩基性岩に多く含まれている元素を三つ

（３）次の⑦～②の鉱物の中から塩基性岩にも酸性岩にも含まれている鉱物を一つ選べ。

⑦セキエイ①チロウ石⑰ウソモ⑦カクセン石②キ石
⑪カンラン石

（４）すべての火成岩をつくるもとになったマグマは、どのような組成であったか、次の⑦
～②より－つ選べ。

⑦カコウ岩質①アソザソ岩質⑰ゲソプ岩質②カソラン岩質

①リニウモン岩質

－２８－ 



（1)は、岩石の刷類に関する問題で、火山岩の場合、①（ギ画ウカイ岩）の誤答が少しある。火山

iBIbという点で間違ったものと思われる。また、火山岩と深成岩、広域変成岩と接触変成岩の混同

が少しみられるが、火成岩、変成岩、堆積岩の混同はほとんどなかった。

（2)は、火成岩の化学組成の問題で、①の問題では､Ｓｉを一番に挙げた者が50.0筋と多かった。こ

れは、岩石の化学組成表が酸化物の形で示されている場合が多く、ＯよりもSiの印象が強かったた

めと思われる。授業で、Ｏをもつと強調する必要がある。②の問題では、Ｎａ､Ｋを挙げた者が多か

ったが、これは酸性岩に多く含まれている元素と混同したためであろう。またＡ１を挙げた者も比較

的多かった。これは、完全な誤答ではないが、氏、蝿、Ｃａがあるので、一応誤答とした｡Ｃａを

挙げた肴は、あまり多くなかった。これは、超遡基性岩では＠の含有皿が少なくなっているので、
取り挙げにくかったのであろう。

（3)は、火成岩の造岩鉱物についての問題で、正答率が低かった。これは、正答のチロウ石にはソ

ャチロウ石とカリチロウ石の二m類があり、カリチロウ石の方はこの間皿に適しないので、混乱し

-２９－ 

lMj凹濫号
(1) 

① ② 

解呑 ア イ ウ エ オ 力 キ ク ア イ ウ エ オ 力 キ ク

人数(A） ２ ４ ０ 2０ 101 １ 0 １ １ 116 ２ １ ７ ２ 0 

解呑率倒 1.5 0.8 3.0 0 15.2 76.5 0.8 ０ ０８ 0.8 879 1５ 0８ 5３ 0.5 0 

l1UHD添号
(１） 

③ ④ 

解呑 ア イ ワ エ オ 力 キ ク ア イ ウ エ オ 力 キ ク

人数(人） １ 111 ０ ５ ２ ０ 1１ １ １ ８ ３ ４ ４ ０ 111 ０ 

解容'網㈱ 0８ 84.1 0 3８ Ｌ５ ０ 8３ 0.8 0.8 6.1 2３ 3.0 3.0 0 84.1 ０ 

IlU岨硲号
(2) 

① ② 

jＷ容 ＱＳｉ Ｓｉ､０ ＳＭ） 06（） その他 ア イ ウ エ オ 力 キ ク ケ ． 

人数(A） 5４４ 3１ 3５ ５ ７ 7５ 3０ 8８ 5３ 4１ ８ 1４ 1３ 4９ 1６ 

解呑率㈱ 40.9 23.5 2６５ 3.8 5.3 56.8 22.7 66.7 4ｑｌ 310 6.1 lｑ６ 9.8 37.1 12.1 

問題硲号
(2) 

(3) (4) 

解答 ア イ ウ エ オ 力 ア イ ウ エ オ

人数(A） 1７ 6１ 1３ 1５ ６ 1６ 1７ ３ 105 ６ ０ 

解答率⑥ 12.9 46.2 9.8 11.4 ４５ 12.1 1２５ 2.3 79.5 ４５ 0 



たのかもしれない。

（4)は、本源マグマの組成を問う問題で、ゲソプ岩質とカソラソ岩衝を混同した者は少なかった。

〔８〕右図は地質断面図で、④～Ｏの各岩

体は次のようであった。

⑨堆積岩で下部はホルソフヱルズ化

している。

⑧堆棡岩で、その中に④、ＣＡＯの

碑を含む。

Ｏアンザソ岩

⑪カコウ岩

（１）④～Ｏの岩体を古い順に並べよ。

(2)⑦～①の岩体と岩体の境界面で、不整合面をすべて選べ。

⑦④と０①④と⑧⑦⑥と⑧、⑧と◎①。と⑰

(3)⑦～＠のなかから、不整合面、風理面のできかたをそれぞれ一つずつ週べ゜

⑦陸上で浸食されたあとに新しい地圃が堆欄してできた。

．①力が作用して地層が相互にずれてできた。

、地圃ができるとき水底で堆祇が一時中断してできた。

⑦水中での堆稲物の沈降速度の違いによりできた。

￣、■Ｔｍ目Ｔｍ■、甸囚毎1－四Ｚ回
田区Tm面面■■■■■Ｐ匹困面面■■Ⅳ面面
団団、■面正面困珂団、國國

、ＡＣＢ

〈1)は、地質断面図から地史を判読する問題で、⑪と④の順序を逆にした者が少しいた｡これは、

岩体④に⑪が貫入しているということを、読み取れなかったからである。

（2)は、不整合面を見つける問題で、①の解答率に比べ、＠の解答率が低い。これは、堆積岩と堆

積岩との不蔓合関係はよく理解されているが、堆槻岩と火成岩の不整合関係は理解されにくいこと

－３０－ 

MH題番号 (1)鷺 (2) 

解答 ＡＤＣＢ ＤＡＣＢ ＡＤＢＣ ＢＡＤＣ その他 ア イ ウ エ オ

人数(A） 1０３ 1８ ３ ２ ６ 3３ 1０７ 8５ 1０１ 2１ 

解答率㈱ 78.0 13.6 2.3 1.5 4.5 ２５ ８１．１ 64.4 ７６．５ 15.9 

ＩＨＩ皿番号
(3) 

不整合面 層理面

解答 ア イ ウ エ ア イ ワ エ

人数㈹ 1０７ 1３ 11 １ 1２ 10 ９２ 1８ 

解答率(90 ８１．１ 9.8 8.3 0.8 9.1 7.6 6９７ 13.6 



を示している。また、⑦の誤答もかなりあるが、これは地周と火成岩の貫入関係と不整合関係の区

別がつかないためと思われる。

（3)は、不整合面と層理面のでき方を問う問題で、不整合面と屑理面、不整合面と断厨面を混同し

ている者が少しいた。また、層理面の場合、＠の誤答が少しある。屑理面のでき方をしっかりと理

解していないようである。

〔9〕右の図は温帯低気圧を示しており、④、

⑧は前線である。次の問いに答えよ。

（１）図に風向きを→で示し、④、⑧に

前線の記号を書け。また暖気の存在す

る部分を斜線で示せ。

（２）Ｘ－Ｙに沿う断面図を書き、暖気の

存在する部分を斜線で示せ。

（３）低気圧の中心近辺やiii線の所では天一

気が悪くなっているが、その原因とし

て最も適当なものを次の⑦～②より－

つ選べ。

⑦空気が上昇して空気中の水蒸気且

がふえるから。

①空気が下降して空気中の水蒸気丘がふえるから。

⑰空気が上昇して空気の温度が低下するから。

、空気が下降して空気の温度が低下するから。

②空気が渦を巻いて水蒸気を多湿に吸収するから。

(1)、（2)は温帯低気圧の樽造に関

する問題で、暖気の存在場所は少

しわかりにくかったようである。

また､-断面図の解答率がかなり低

く、温帯低気圧の平面樽造に比べ、

立体的な櫛造の理解が悪い。

－３１－ 

問題番号 (1) (2) 

解答弱 寒冷前線 温暖前線 風向き
覆気の存在
する場所

断;面巴
暖気の存在
する場所

人数(A） １０７ 1１０ 1１１ ９１ i７８ 、８６

_解答率⑨ 8Ｌ１～． ８３．３ 84.1 二６８`９ ､５９．１ 65.2 

問題番号 (3) 

解答 ア イー ウ エ ・オ

人数(A） 4９ 1３ 6２ １ ８ 

解答率倒 37,1 9.8 ４７．０ 0８ 6.1 



（3)は、型のでき方に91Ｉする問題で、⑦の誤答が多かった。この誤答は、空気が上昇するという点

は正しく、この点にUUする解答率は合計すると８４１筋になる。しかし、上昇気流が発生するとな

ぜ雲ができて天気が悪くなるのかという点は、あまり理解されていない。

〔１０〕次の問いに客えよ。

（１）次の⑦～①の中から地球の公転が原因となっている現象をすべて選べ。

⑦星座が天の北極を中心に一日に－回転している。

①太陽か黄道上を一日に少しずつ東へ動く。

⑰ある時刻に南中する星座が季節により変化していく。

②近距離の恒星に年周視差がある。

②太陽が東から出て西に沈む。

(2)右の図は、恒星のＨＲ図である。次

の問いに答えよ。

①⑦～②にある恒星のなかで、表面

温度が低いのに全放射エネルギーが

非常に大きいものを－つ選べ。

②①で選んだ恒星は、なぜ表面温度

が低いのに全放射エネルギーが大き

くなっているのか、理由を簡単に書

け。

E■ 
天体に関する問皿で、３学期に学習した内容であるので、全体的に正答率が高かった。しかし、

地球の自転と公転、恒星の色と表面温度の関係、絶対等級と全放射エネルギーのUIl係等が理解でき

てない者も少しみられる。

以上が、中３第２分野（地学）のテヌト結果である。全体的にみて、基礎的な邸項であるにもか

かわらず、定君度の低いものがいくつかある。これは、日常の授業において、探究的な内容に先走

り過ぎ、混乱が生じているためではないかと考えられる。本校のカリキュラムは、中学の内容と商

－３２－ 

問題番号 (1) 
(2) 

① ② 

解答 ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ 正答
不+分な
解容

誤答及び
無答

人数(A） 1３ 116 121 1ｍ 1８ 121 ３ ０ ２ ６ 9５ 2３ １４ 

解答率倒 ９８ ８７．９ ９１７ ８１．１ １３．６ 91.7 2.3 0 1.5 4.5 720 17.4 lｑ６ 



枚の地学ｌを総合しており、基礎的な段階から商度な理論的な段階へ一貫して進めるので、各項目

の考え方の筋道は理解しやすい反面、そのような面が生じやすい危険性がある。また、週３単位と

いう時IlUのUli係上、じっくりと考える時IIUが少なかったために、授業では理解できたつもりでも、

定務しにくいという面があったことが考えられる。これらを解決するのが今後の課題である。

－３３－ 



標準学力テストを実施して

数 学科

岡田セイ子・木村維男・玖村由紀夫

中尾博一・松本博史

増田ミユキ・平岡蕊知子

はじめに

(1)標地学力テストについて

昭和48年度から６年一貫教育にふみだし、また、昭１１１５０年miから全数科にわたる学年毎の標

準学力テストが実施されはじめた。その目的は次の各点である。

①各学年を通じ、一年間に学習した各教科の内容がどの程度身についているかをみる。

②個々の生徒について、目標への達成度をつかみ、また指導の不十分であった内容を把握し、

学科指導に役立てる。

③各学年の実施により、６年間の累加記録を作成し、各学年での生徒のつまづきをみて、発逆

段爾に応じた具体的指導に役立てる。

④本校独自の６年一貫カリキュラムに、生徒の発述段階にあわない不適当な箇所があれば、そ

れを兄つけて改善に役立てる。

数学科においても昭和50年度（第１回）には５１年３月８ｐにＩＩＩｌ、２，３を対象に50分間で

試み、昭和５１年度（第２回）には５２年３月７日に中１，２，３、lIfU1を対象に、中学校は５０

分110、ｒＭｉｌは90分間で実施した。高学年が加わっていないのは６年-11教育に移行していない

ためで、このカリキュラムによっている者のみを対象に実施しているからである。

(2)本校の生徒について

本校の生徒は各学年定員135名、男女ほぼ同数、３クラヌ綱成で、中学校人学Ⅱ$に

附小からは定員５０名

附小以外の小学校からは定員８５名

を学力検査（実技検査を含む）、調査書などにより、選抜入学させ、６年一F1して商校３年まで

進級する。したがって、

①附小と附小以外とは別に選抜するために、生徒の学力の分布が正蝿分布に近い形の公立中学

校とは、生徒組成がやや異なる。

－３４－ 



②高校入試がないため、中３で特に入試勉強を強いられることもなく、のんびりしている。

③教科の学習に熱心な家庭が多く、塾、家庭教師などで学習を補っているものが相当数いる繊

子である。、～

(3)コンピューターによる処理について

第２回の中１，２，３年は解答用紙に光学読み取りのできるマークカードを用い、結果をコン

ピューターによって処理した。｝

①マークカードは奈良ＩｌｉＬ立价報処理教育センター川のもので、小間が40問まで解答でき、解答

は番号で１から10までの選択肢から選べるようにしてある。なお、証明問魍も出題し、教師が

採点して結果をカードに記入した。
！‘， 

②結果として次のように印字学れるようﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを組んだ。
テスト結果

正解の解呑稀号；

…個人の解符１１ﾔ号と

小間毎の解答の分布と正答率

個人の１０点

各学年毎の柵点分布表と平均点、標準個差

③長所として

・短IlfIIUで処理できる～～

・犯しやすい飢答例、正答率が一目肱然である

・教師の処理に要する手110が極度にはぶける…

④問題点……節１回は普通の記述式によったが、

第２回はマークカード式にしたために平均点が約10点程低下した。

゜多くの選択肢からえらぶのに時llUを要したこと

・訂正の際、消し方が不十分な為に譲って碗みとられている
６？ 

・ＡＩＩ答のマークのしかたの誤りⅦ

１９･ 

◆U' 

その原因として

など、数学の学力とは００係のない要素で誤答となったものもあり、問題点もあるが~、のよう
｡･ 

な長所力Kあるので、短所を改善してこの処理方法を続けてゆくつもりである。

．ｉ 

第２回のテスト結果を学年別､,内容別に分析し、考察を加えて以下述べることにする。

－３５－ 

平均 樫1Wl鐘

中一 72.98 14.23 

中二 66.87 １５，９６ 

中三 64.20 17.04 

尚一 ６９．９１ 18.01 



中１数学標準学力テスト

全体堕合をＩ＝（エＩｚは10以下のＢ院政Ｉとし．Ａ－（1.6.9］･Ｂ－Ｉ２３５１

Ｃ－（Ｌ45.101とするとき、次の各纂合を健最を白きならべる方怯で回せば・

ｌ１１ＡｎＢ－こ］(2)ＢｕＣ－Ｅ。

③と－「5~１１４）パｎＦ－．コ

(5)（ＡｕＢｍＣ－画

①の②（１）③（５）｡（１５１

⑨1123,5.6.9｝ 

、（1.23.45も101

⑦｛23.6.7.891 

③（0.23.6.7.8.9） 

。（Ｌ234.5.6,9.10｝

⑭その他

２次の８ｍをすると．

m-5-3-r5~］ 

(3)’２－５０－１３－２１＝ 

①２②４③－４、－５③－８

０－２⑦８０－；0-3 
⑭その他

'２１－２+;‐工
Ｅｍ 

①－１②－２ｏ－ｚ－Ｉ⑥－ｚ 

ｏ－Ｚ－ｌ２０７=⑦７ｚ＋２４ 

.Ａ１ｏｚ２ｌ弊
⑭その他

３次の叶再をすると．

IlI2(4二-3)－３口二-2）-［＝

'２１聖ガューニ;且一画

①'い②：端

､曇-10,⑦'一耐
ｏｙ－１０ｚ⑭その他

④P⑤l９ｏ 

ｏＩ６０ 

４次の［三コに沼する式は、

11）雪孜の舐を10人のこどもに，枚ずつわけると［〕I~ｉ、nつ輯

'211MBの食塩水ごPの江かには回,の食塩が含立れろ。
（３）右のように．支点の左５c刀頼りと

ころにZDFのおもりをつるし．

支点の右９ｍｇのところに=Ｐの

荷物をつるすとつりあっ亀

Ｊを二で丑せば．ワロ「i5~１

である。

‘''１万図式ｉ－ｌ２をとくと.ユー回

②万睡蜜－３－３コ－７をとくと．ご－正二

’３１万厘式:二十;-;二十群とくと.エー１６’

●２③－２ 

０－８⑦1８ 

③５０－５⑥B 

o-；。；②その他

ａ纂合Ｉｑ1.234)の率のうちで.次の不等式をみたす解の集合は［工」

である。

－３正＋５≦－４

｡｡②１０］③’４｝０１３．４） 

⑥（ｑ】１ｏＩＵＬ２Ｉ⑦（２３４１

０１０．１．２３）ｏｌｑＬ２,3.4｝ 

⑭その他

－３６－ 



７．次の２つの田舎Ａ、Ｂにおいて．Ａの要窮ロとＢの要粂６を対応させるのに、（αを

３で翻った余り）■、とする。

００②Ｉ③２ 

○比例している

｡反比例してL､ろ

｡】対Ｉ対ｚである

｡、政である

｡囲紋で趾い

ｏｆよい

⑭その他

八 Ｂ 

３
４
５
６
７
８
 

０
１
２
 

このと６．

(１１Ａの要采５に対応するBの要串は「両１

１２１ＡからＢへの対応は」2ｊ

Ｉ３ＩＢからAへ⑭対陣は面可

①３０． 

③５０゜

、５０５．

②３５０③4０．○４５． 

○60,⑦２５．⑤３ａ５． 

⑭その他

8石の図で．ＡＢ■ＡＣ＝ＣＤ

ごＤＣＥ■ｌＯ

ｚＡＢＣＩェ「

9．右の図のよう化．たて．ょこ゜悪さがそれ

ぞれα－６島ｒと両CDｎ万体を３つのⅢn点

①１３２ 

｡】：５

②２：５ 

⑭その他

｡Ｉ：３ 

Ｃｌ：６ 

○３：8 

③１８４ 

，２：３ 

゜４：９を通る平面で切ると．２つの立体

この立体の体1NをV０．Ｖhとする

￣￣ 

VUWi--22二である。

ID下の図のよう化．１，分ＡＢのＡをqnLPとして．半径『の円をかき．同じくＢを中心として同じ半径「で円ぞかく｡その;出､をＣ、、として．Ｃ、

、そ砧ぶと89分ＡＢの廻近二句分掠ができる。

この園Ｉ11を睨馴せよ。

/， |、
八

、ロ
－３７－ 



中２数学標準学力テスト

LURの叶汀そすると．
P 

In）（-4厩〕`÷(-2痢炉江］ ①２ｍ③－２ｍ③４知ｏ－４ｍＯ８腕

C－８噸⑦ＷＯ－；。；⑭その他

'2'；(…b)-;(３３－４b)。｜聖，
0 

ｃ－３ａ＋】４１，③－３ａ－２ｂ③－３３＋６b

o-2a+6ｂ③‐&園-3ｂ⑥-;a+;ｂ

③聿土Z-L。＝｣=旦土§且｡ニュー±u且
６６６ 

⑭その他

⑪＝ご４③エ墓４③エ雪－４０エ≦－４③工盈－６

o曇壼-‘⑦雪≦－２｡ご墓-3ｏ璽壼－１⑭その他

邑吹の方浬式．不専式ぞ解くと◇

11）４二－3≧7蜜＋９の解は□。

'別３琴-6＜2塁十K=ﾃＬ の解は４．

７
７
７
百

く
く
く

エ
ｚ
岳

く
く
く

２
３
３
 

①
③
③
 

②好くルエ＞７③鮒なし。’＞召＞7

,3>ヱ>Ｔ⑦ｴ＜７ｏ３＜灘く?
⑭その他

０
 

Ⅱ
 

３
２
■
 

』
ｌ
Ｚ

ｚ
二
３

＋
ｙ
一

コ
２
Ｊ

＋
＋
｜
 

エ
エ
エ

ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
 

③
 ｡（４．－？、

①（６．－７． 

⑦（－１６．７． 

⑭その他

②（－３．２．９） 

｡（－J２．５．１５） 

◎（２．－３．９） 

７） 

９） 

】7）

｡（1２．－７． 

，（24,-13. 

｡（－３６．２１． 

３） 

－３） 

９） 

の頂(ｚ，，．ｚ）－【５１

ａ右図において
９J｡ 

（１）ＡＢの民.さ'」

である。

①４５②５，５○７．５…０１５⑥９ 

○６．⑦８○７⑨8５⑭その他

Ｃ 

②ＢＣを伯として．△ＡＢＣを】回鰭してできる立体の体蹟vｉ

と．ＥＣを姑として．△ＤＥＣをＩＥＩ促してできる立体の体個

ｖｈとの比偲「7=】である

｡』：９

｡s：２ 

０２５：０ 

ＯＢ：2７○４：港｡B：ｌ２５

ｏｌＺ５：８⑦２７：8○麓：４

⑭その他

4．右図の２尋辺三角形ＡＢＣの西伯は

６０廟２である。

【１１Ａからの中毎ＡＭの憂さは

ｉ~5~１ｍ 

○６②８③１２ｏｌＯ⑨1６ｏＩ２５ 

ｏＨｏ鼎・関．⑭その他
Ａ 

ｏＩＬ５②】２０１３

０２０⑦1５ｏｎ２５－ 

ｌ２１ＢＣ上の任迎の点Ｐから．ＡＢｏ

ＡＣにそれぞれ平行母をＵＱ･ＡＣ･

ＡＢとの交点を、．Ｅとすれば．

Ｐ､＋PE-酉、，

④l０ 

ｏ１６ 

｡】８

⑭その他

。a②‘③器・舟＠Ｗ

｡‘⑦$、２５｡`‘⑭その他

131内心Iか場．ＡＢに亜ＩｎＩＨをおろすと．

ＩＨ－「iUE]ロ

－３８－ 



Ｓ関数ツー－３ｚ＋２について

'1）エニー'のとき．,のfHはロロである。 ①－１②４③１０５⑨８ 

｡－４⑦－５０－２⑨－８⑭その他

①２②－２｡\｡-W⑥－１８ 

，；⑦３，－３゜！⑭その鑓

①ｙ＞1３②夕＜U３③,＞－１３｡ｙ＜－１３０ヶ＞－１０

⑥〃＜－１４⑦ｙ＞－】７０ｙ＜－１７。ｙ＞－１５⑭その他

のU２③－１２③－４、４０－３

③３⑦-'３，－３｡-！⑭その他

１２）ツー８のとき．Ｚの価は１１２，である匂

l3lエ＞５に対応するｙの範囲はＵ３である。

(4)エが】から５まで盆わるときの変化の別合は

１４Ｊである。

６２点（３．０兆（０，４）を通る沮伍：と

…:'一;曇+2…。
(】］直“の方程式Iz両ｊである。

４
５
 

十
＋

■
Ｚ
 

３
ｌ
４
４
ｌ
３
 

フ
ｙ

③
⑥
 

①'一十４｡，…+４ｏ'一ｻﾕ十.４
｡，‐;…。，÷+３⑦'一:曇十４
⑥，‐;璽十３⑭その他

①（１．５） 

ｏｍｂ４） 

③（－１，‘ 

⑦（３．２） 

③（１，３） 

⑪（３．６）⑥ 

｡（－２． 

－３．２） 

ｌ）｡（３．３） 

⑭その他

③(;.” 
⑭その他

１２１適職、をえがくときｃその直瞭上にある点は
－－－－０ 

１６である。

ｊ
ｊ
 

肥
－
５
５
’
２

ｇ
ｌ
５
６
ｌ
５
 

く
Ｉ

②
⑦
 

③(鰐）
③('.;） 

｡(綿）
｡(鰐）

①(２$） 
､(3,3） 

I3I21jU線2.ｍの交点の座標を正しく求めると

ヱブである。

４
 

４
 

＋
２
 

＋
２
Ｚ
＋
 

二
＋
２
３
ェ

４
３
工
一
△
３

－
ｌ
可
》
く
く

く
く
ク
ク

ワ
ダ
ダ
Ｊ
１

叫
ｏ
２
４
 

２
４
＋
＋
 

＋
＋
工
エ

毎
エ
１
３
４
｝
３

３
１
３
シ
く

く
く
ワ
ｙ

ｙ
Ⅳ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
 

ゲ
Ｊ
１
⑦

③
 

４
 

４
 

＋
２
 

＋
２
ェ
＋

エ
＋
△
３
ｚ

４
３
エ
ニ
１
－
３

』
’
’
３
く
ア

ン
シ
ヅ
ｙ

ｙ
ｙ
ｌ
ｉ
Ｌ
 

ｌ
ｌ
⑥
 

②
 

５
 

５
２
２
＋
 

＋
＋
＋
エ

エ
エ
ェ
４
’
３

４
丁
１
－
３
１
３
｜

く
く
く
く

〃
ｙ
ｙ
ｙ

ｌ
１
Ｌ
グ
ー
ｌ

①
③
 

(4ｌ２ｒ１ｉＢＵ．、でわけられた平面のうちで．隙

点を含む８３分を連立方程式で表すとＥ15丁．
である。

｡(鰯…
７．コ、ｂ、ｃ、。、Ｅ、ｆの６人の生徒から．

４人のリレー遊君をきめたい。

（１）士らIY1番を考えてきめるとき、「画１
通りのきめ万力[ある｡

ｏ６ｏ 

ｏｌ５ 

②２４ 

⑦６０ 

③２５６ 

０１２ 

③３６０ 

⑥1２０ 

③３２０ 

⑭その他

(2’上る項番まで考えないとき．［亜通
りのきめ方がある。

①1５ 

，６４ 

②９０ 

⑦２１６ 

③２４ 

０３６ 

ｏ３６０ 

ｏｌ２０ 

⑪６０ 

⑭その他

３
万
ｌ
函
１
面
４
Ｂ

①
⑥
①
③
 

Ⅱ
’
３
１
一
助
４
百
２
一
喝

③
⑦
②
⑦
 

Ｉ
馬
１
通
２
’
３
１
田

③
③
②
⑧
 

１
－
６
１
百
２
－
５
３
’
５

。
⑨
③
③

⑥； (3１(1)において．ａが峨後の産肴となる確執i
Ｆ￣￣￣ 

’２１である。
⑭その他

⑨； (4)１２)において．ａ．ｂの２人が、ともにえら

ばれる確率は［亘）である。
⑭その他

彼の問鞄は下にその解客をかけ。

８．ＸＯＹのiUOXkに２点Ａ、Ｂを．辺ＯＹ上Ｉ

らよう6ことり．ＡＤＢＣの交点をＰとする。

１１１Ａ、気ＢＣを型１１ﾉﾘせよ。

（2ＩＯＰはＸＯＹを２可分することを証qlIせよ。

（３）２０Ａ＝ＯＢのとき．ＡＰ：ＰＤはいくら力も

Ｂを．辺ＯＹ上に２点ＣＤを．ＯＡ＝ＯＣ・ＯＢ＝０，

理由をのべて求めよ。

－３９－ 

０ Ｘ 



中３数学標準学力テスト

10次の叶耳をすると

’1,1/Ｉｒ－３ｖＴ・３〃＝ｍ

Ｉ２ｊ（v万一十Ｖ百）２－（応一だ)９＝－万

週!晋＝□
２．．［の方伍式に⑱いて

Ｉ１Ｉｚｒ－ｚ－ｍ＝Ｏを解くと．エー４

１２１（エ十７）(上－２）＝（２ｚ－３）い－ｌ）を脾〈と

ど＝5

30次の式を因蚊分解すると

ｌｌＩ６ｚ３－３６ｚ－６＝６ 

U4V丁＠GVす

⑪その他

①0①３③４○イゴ

…饅。2M罪2V可

①４③３．４①４．－３’０１－４．３ 

⑨５土､5°５土２，/２＠sエ６，２し－６上2S２

⑨５土､唾⑭その他

①（2ｚ－３)(ユエ＋2）③⑫ｚ＋3)｡ｚ－２）Ｑ)(2ｚ＋2)(３３－３）

(9)（6エー6)(ｴ＋l）②(3ｚ＋3)(Ｚｇ－２）｡(6乙十2ルー3）

⑦（6エ＋Iルー6）(9)(6ｚ－ｌ)(F＋6）(9)(6エ＋3)仁－２）

⑭その他

｡（ａ－ｂ)(ａ＋ｂ－ｃ）、⑯。ｂ)(ａ＋ｂ－ｃ）

③（ａ＋ｂ)(Ｊ－ｂ－ｃ）｡⑭－ｂ)(ａ－ｂ－ｃ） 

⑨（－ａ＋ｂ)い－ｂ＋ｃ）Ｏ（ａ－ｂ)(ａ＋、)(ａ＋ｂ－ｃ）

⑦（ａ－ｂ)⑭＋、）(ｃ－ａ）⑥い－ｂ)い－ｃ）(ｂ－ｃ）

。（ａ－ｂ)(ａ－ｃ）(ｂ＋ｃ）⑭その他

'２１・'一ｂ２－ａｃ十。ｃ＝二口

４，１辺20■の正方形の砥の四すみから

右の図のように．正方形を切り取って

折り曲げ、血方ＩＩＢの1,を作りたい．こ

のと３゜切り取る正方形のｌ辺をご…

で心乙亜万体のＧＩ血組をｙ国とすると

J1ユエの囮堂とほる。

（ｌＩｙを．＝を用いて表すと．,＝ ⑪－工2十判

Ｕ－４ｚｚ＋４００ 

①－８ｺz＋8ｏｚ 

⑪その他

①Ｏ＜エ≦ｓ

ｏＯ＜ｚ＜ｌ０ 

ｏＯ＜ｚ＜１５ 

⑭その他

①0③１ 

⑦1００２０ 

①－２ｚｕ+2Uご

＠－４ェ2020

⑨－脚ｴｺ十8oｚ

Ｑ－４ｚＦ＋2Ｕｚ 

⑨－８ェ』十4Ｕｚ

(ｇｚ(2U-2zy 

８となる。

Ｕ
い
、

二
二
く

工
エ
ユ

ニ
ニ
ー
く

Ｉ
０
０
 

⑧
⑨
、

望
瓠
藝

■
ヱ
ェ

ニ
ニ
ニ

ー
０
０

①
⑨
⑨
 

Ｉ２１この囲放の定凹設は｛ｚｌ９｝である。

o３ｏ４ｏ５ｏＷ 
Ｏ２００⑭その他

I3jGl面積６１般大となるのｲﾕ･エー’１０１のときである。

5．｡，＝２エーュ⑤ツー－２エオ

、ｙ＝い－２)t＋Ｉ⑪ｙ＝－ｇ３

Ｉ１Ｉ上の４つの阻畝｡～、について答えよ。

①ユ

｡ａと。

①ｂ 

⑦ｂとｃ

Ｏｃ 

Ｏｂと。

④。

⑨ｃと。

⑥ａとｃ

⑭その他

１４つの凹放のうち．エが､､皿すると合．常にｙが紙沙するのは

’１１である。

Ⅱ４つの四敗のうち、ｚｂｔＢＵｍすらと色、ｙが戴少からjnmに変

わるのは区である。

、４つの四敗のうち．エがどんな位から量化しても、平均の蕊化

の剖合畝一正でめるの０３－同一である。

Ⅳ０つの四敗のうら．エがどの因から糞化するかによって平均の

丘化の別合１３度わるが、その符号の愛わら危いのは’１４‘でめ

△．－４０－ 



１２１⑤の関政，＝－２２において．定邑域Ｘを

Ｘ＝ｌエ１－２≦ｴ≦４｝とするとき．次の問いに答えよ

】伍域Yは．Ｙ＝１，１［､□）である。 ①-16≦Ｗ≦－４②-16≦J≦0○－８≦y≦-32 

｡o≦,≦－錘⑤-32≦，≦０｡-型≦y≦－８

⑦－８≦,≦００－鈍くｙ＜0⑨－８≦y≦３２
⑭その他

①，'ｺﾞﾉの遥囲敏で’'二岸ｲｰ蚕
③，'`/の逼鬮政で,に--J子＝
＠Fはノの逼四政で，'二房Ｖ=百＝

｡'は/の迫関政で昨岸土ｲｰﾁ了
｡'は'の逗鬮政で’１ﾕ岸鈩
、ノは２次Hg蚊だから．連BU紋は存在しない。

⑦，Iユ】対多の刈応だから、通関敏でI」ない。

⑨，は多対ｌの対応だから．ｊ里､U政ではぱい。

③Ｐｌユー皿対応だから、逸田数ではない．

⑭Pは多対多の対応だから．逆関数ではない。

Ⅱ対晦ノ：Ｘ－Ｙの逗交'１５０：Ｙ_Ｘは．／の逆関数とし､えるｳ､。

このことについて正しいのは[工である。

6． 左の図は止四角すいＡ－ＢＣＤＥ

の几収図である．

(11閉山の△ＡＢＣの面檀はl~i７－１

㎡である。

八

①ｌ８ 

ｏ３６Ｖす

③” 

①厄侮
' 

⑨6VＴ 

ｏ９ＶＴ 

厄
伝
９
９
 

，
⑨
 

ol8VT 

⑭そのhｈ

、

'2ＩＣの正四円すいの高さは口亘］

雨である。

①３ 

，Ｗす

、3Vす｡”訂

③ＷＩＴ⑭その他

③４５ 

①31/百

③６ 

。3VＴ
Ｂ 

Ｃ 

７，ある凸多1h体の⑪0麺が８．辺の故が12であるとき．、点の数は

１１９１である。

４
９
 

①
⑥
 

③５ 

⑦1０ 

ｏ６ 

ｏｌ５ 

⑨
”
 

⑤８ 

⑭俵虫らない

８．石の図は．Ａ、Ｂで交わる２１U１０，０があってＯＢの廷艮が円０．

．と交わる点をそれぞれＥＣとし、ＥＡが円O'と交わる点を、．Ｄ

における円Ｏの接峰を、Ｔとしたもので、二ＡＥＢ＝ｚ8.二ＣＤＴ＝糠

である。このと＆次の角の八s割｣いくら力、

（１１二ＤＡＣ＝ｒｚＴｌ

Ｉ２）二ＥＡＢ＝Ｌ２Ｌｌ

(3)二ADC＝画

Ｅ 

丁

●
ｏ
 

“
鴎 ②組。

｡70。

》
”

●
◎
 

画
四 ⑤62. 

⑭その他
〔以下“の解靭2．このＩⅡ紙に妃人せよ。〕

９．Ｆo〕jhlま．あるテストにおける【Hlliと社会の成戦を氷していて、皮Bi分布をグラフに我わすと、どちらの教科も左右対称芯111国となった。

国８５．社会とも加点であったAXlは、全体の中での成価の願位について、どちらの放科が上位にあるといえるか。理由をつけて答えよ．

１０．２定点Ｐ．Ｑに対して職分ＰＱを几込む角が30゜であるような点のH1合は．どのような図形となるか。その図形を作図し、その図がＬＬぃＣと
を歴明せよ。

－４１－ 

ＭＬ」E１点
Ｉｍｌ 

仰甲凹亜
い）

国語 ６２ ７ 

社会 ５９ 1２ 



数学Ｉ標準学力テスト

□次の各式を展開又は因数に分解せよ。

（１）（工＋２)，＝

Ｉ２１工2＋エｙ－６ｙ２－工＋７Ｊ－２＝

回次の式を簡単にせよ。

エ＋３．（工＋、2－
''１点☆,－－…4ママ豆=万w-

l2l弓ﾅﾆﾐL+芸当L＝（i＝､ﾉｰ!）

'3艮繧-号＝
（４）J14-2V45＝ 

回次の方程式又は不等式をとけ。

（１）２エコ＋３三一２エー３＝O

I21JE2-4＜Ｏ 

団璽２－２錘＋３＝Ｏの2つの解(根)をα、βとするとき、次の各式の値(1)~(4)と方程式(5)

を求めよ。

（１）α＋β＝(2)αβ＝（３）α2＋β2＝(4)α３＋β3＝ 

（５）α2＋β２，α3＋β3の２数を２根とする方程式を作れ。

回２次関数沖)＝蔓２－２(ｋ－４)工十2kについて答えよ。

（１）ノに岸０が２つの異なる実数解（根）を持つようにｋの値の範囲を求めよ。

（２）すべての実数エについて、常にｆ(工)＞Ｏがなりたつようにｋの価の範囲を求めよ。

回２点Ａ（１．１）．Ｂ（７，－８）について次の各問に答えよ。

（１）２点ＡＢの距離。

（２）線分ＡＢを１；２に内分する点の座標。

（３）直線ＡＢの方程式と点（４．３）から直線ＡＢまでの距離。

（４）Ａ，Ｂから等距離にある点の軌跡の方程式。

（５）Ａ，Ｂを直径とする円の方程式。
→ 

□ず＝（1,1）ｂ＝(－１，１)のとき次の各問に答えよ。
→→ 

（１）２ａ－３ｂを成分表示せよ。
→ →→ 

（２）ｐ＝（３．５）をａ．ｂを用いて表せ。
→→ 

（３）ａとｃ＝（２．ｃ）カメ平行になるとき、ｃの値を求めよ。

－４２－ 



－少－か－の一か

平面上に点Ｐと△ＡＢＣがあって、ＰＡ＋ＰＢ＋ＰＣ=二ＡＢであるとき、Ｐと△ＡＢＣとは回

どんな関係にあるか。

回次の各問に答えよ。

I11cosA=;のときSim?A-coszAの値を求めよ。
（２１２s､；・tanf･COS；－１の値を求めよ。

Ｃ 

（３１ｓ、２０＝ａのときcoc200Pをａで表せ。

（41ｍ（２０－；）＝《丁をみたす値をＯ≦０≦；で求めよ。
回△ABCにおいて三A=60..ＡB＝３．ＣＡ＝2のとき

(1)ＢＣの長さを求めよ。

（２）ＡからＢＣへ下した垂線の長さを求めよ。

回次の各問に答えよ。

ImI0g3茎＝；をみたす曇を求めよ。

（２）不等式10畔＞lOgl2を解け。

I3110gio25-210gi｡;を簡単にせよ。
（４１関数ツー２諺と，＝lOg2エの定劉或、値域を述べて２つのグラフの位週関係を述べよ。

回定義域に属する任意のp，ｑについて

（１）／（ｐ＋ｑ）＝池)＋／(q）（２）ノ（ｐ＋ｑ）＝（p)．/(q）

（３）ブ（Ｐ.ｑ）＝/(P)・ブ(q）（４）ブ（Ｐ．ｑ）＝（P)＋ブ(ｑｌ

（５）ノ（ｐ＋１）＝ｆ(p）

をみたすものをけ)～(力)の中からえらべ。

（ｱ）／(工)＝３Ｚ（ｲ）ハエ)＝工２（ｳ），(工)＝と
二

（ｴ）ブ(ｴ)＝２エ（ｵ）／(工)＝lOgio工（力）′(ヱ)＝Ｓｉｎ２元Ｚ

国次の各間について答えよ。

（１）ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌの文字をすべて用いて何通りの順列ができるか。（、／のままでよ(、

（２）９人を３，３，３人の３組に分ける方法は何通りあるか。

（３）３個の硬貨を投げるとき、少なくとも一個は表が出る確率。

（４）ある試行でP(E岸04,Ｐ(F医06,Ｐ（ＥｎＦ）＝０２のときＰ（ＥｕＦ）とＰEIF)を求
めよ。

-４３－ 



中１

－４４－ 

正答率（＄）
100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

項目

ＩｌＩＩＩ 

８９￣－ 

8７ 

８７ 

９３岸

８５ ￣ 

9５￣－ 

9２ 

９１ 

9４ 

9８ 

9１ 

8８ 

4７－ 

,ノー＝

8３ 

８１ 

￣－ 

￣－ 

7７－－ 

7４ 

７３ 

￣ 

■ 

6０-－ 

2２￣ 

１８￣ 

１(1)築合の交わり（ＡｎＢ）

(2)典合の結び（ＢＵＣ）

(3)補築合（Ｃ）

(4)ＡｎＢ 

151（ＡｕＢ）ｎＣ 

２（１）正負の整数の加減

(2)正負の分数の加減

(3)絶対値

３（１）式の加減（堅係数）

(2)〃（分数係数）

４（１）文字式をつくる（紙の分配）

'2１”（食塩水）

(3)”（天秤）

５１１）方程式を解く

(2)”（移項）

(3)〃（分数係数）

６不等式の解の築合

７（１）対応とUU数（対応する要索）

１２）〃（対応は関数か）

(3)”（逆対応は関数か）

８三角形の性質

９錐体の体樋

1０作図法の匝明



－４５－ 

適否 主な誤答例($） 考察

○ 

○ 

Ｏｌ 

ｏｉ 
ｏＩ 

○○○一○○

ＡＵＢを答とした者（６）

ＢｎＣを答とした者（７）

Ｏを自然数とした者（９）

－工-12（６）７ェ＋2４
７工（29） 1２ 

７工＋2４（６）その他（７）

(13） 

○○○ :(5) 
エ
ー

1００ 
(10） 

集合、記号とその意味はよく理解されているが．交わりと結び

を取りちがえている者が約10％。

(4)の正答率が一番よいのは、選択肢（I⑭その他」が正解）に

問題がある。

－ａ－ｂ＝－(Ｕ－ｂ） 

－｡＋ｂ＝_(α＋ｂ） 
とした者が４＄、それが式の計算

（３の(2)）においては19％と増える。

乗除の針算問題が不足していた。

｢式の針算｣と｢方程式を変形する」の違いをおさえる｡

(式計算では分母を払うことばでぎないのに払った者33％）

分数型になると式変形が混同し、デタラメとなる｡(計算力不足）

食塩水の掴度の問題は理解不十分で定冠してい救い。

Ｊ １ 刀ｑく他２のそ○○○ 
方程式を解くのに移項が関係すると．誤答が15％も増す。

移項について、十分指導しなければならない。

○ （０，１，２，３）(6)その他(9) 数値を代入しないで、式変形をしたのか？正答率悪い。

○○○ 
１（６） 

１：ｌ対応である（７）その他ＵＯ

関数である（７）その他（14）

｢対応」から「関数の定穫」への導入部が定着していない。

Ｘ 30゜（８），２５゜（７）その他（11） 三角形の性質を２つ使うため．出来がよくない。

Ｘ 
１：３（27）１：６（23） 

１：４（15）ｌ：２（６） 

IHI題を十分理解せず、Ｖ２をとりちがえている。

(Ｖ２をもとの直方体の体積とした者、半数以上）読解力不足。

× 
とりあげた図形は適当であるが

証明不充分（28）

理由づけの経験が少なく、記述にとまどう。
(経験の積並ねが必要）



中２

nつ一間

Ｈｇ 

｢」

Ｄｊｄｋ化のＨU]邑

－４６－ 

正答率（＄）

１００９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

－ＦＦＦＦＲ－Ｆ－ｌ－１－Ｉ－－Ｔ 

9４ 

９２ 

8４ 

焉司口罹「回ヨョ伊鋒〉詫堅刃」
２（1１ を解く



茜ＤｒＰｆｍＴ弓十十超エの酎算と万樫五の凶HIIがつ力

ＤＨｈＩ子浜択したりⅡ‐＋－，□ 

FDjT、三仁弔

hfJ叺駐

L[形の体楓上

勾接円の半径と面偲

ので．標準間煙

四弐の誤った＄のDRI６％

ゾルf、、Zr 与遥ﾑｶｴ六弐<輝

確率の正答Z私が極端に怨いのは＿Ｈ田鷺が十分理解

の三角形の合宿

ｂｆ２ｒ盈階－．３段階、

口２の段階では．lilfl

－４７－ 

適否 王な誤答例(形） 考察

○×○○× 
○○○○× 
○○○○ 

○○ｏｘｌＯ○×ｘ 
ｏｘ○ 

８ｍ（５） 

－３α＋l４ｂ（７）その他（17）

エ≦４（11）

その他（７）

その他（14）

4.5（13） 

52：２２(12ノ５：２（４）

２３：５３（５） ２z：５２（４） 

４（23）３（11）無答（13）

ｼ＞－１３（14）ヅ＜1３（11）

－１２（６） 

ツー:工十4(9)ｼ÷+4(7)

その他（13）

無答（10）

1５（８） 

3６０（10） 

命('8)念(6)
:('0)烏('0)ｈ(8)

無答（25）

理由なしで答のみ（25）
無答（39）

式の計算と方程式の区別がつかない。（式の計算で分母を払う）

12'で-;α砦b…は｢その他｣を選択し…はないか。

迎立方程式や不等式になると、正答率が極端に落ちる。

計算力をつけることが必要。

柑似形の体fii比が定着していない。

三角形の面積、平付四辺形の性質はよくてきている。

(3)内心の意味の理解だけでなく、内接円の半径と面積が結びつか

なければならないので、標準問題としては、難かしい。

式で表された１次関数について、その対応は十分理解されている。

式とグラフが結びつかないため．定義域に対する値域の理解が十

分でない。

傾きの誤ったものが16形．

計算刀の不足から、(1)から(3)において正答率が大きく落ちる。

不等式による領域表示は．中３から中２へ移したことがよくなか

ったのではないか。

順列・組合せは、よく理解している。

確率の正答率が極端に悪いのは、題意が十分理解できないのか、

それとも、同棟に確からしい意味がわからないのか不明である。

2つの三角形の合同条件は、１段階ならば定着しているといえる

が、２段階、３段階の証明では極めて悪くなる。

中２の段階では、順を追って細分化した出題が必要と思われる。



中３

正答率（%１
１００９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

￣Ｉ 
項

１（１）無理数の加絨

（２）”乗法

（３）”除法

２（１）２次方程式を解く

9１ 

8７ 

9４ 

8２ 

(2)”（展開・整理･解の公式）5３ 

３（１）因数分解（一元二次式）

（２）”（三元二次式）
~－－－￣－－－－－－ 

４（１）関数表示（直方体の側面iRi）Ｉ

8２ 

7２ 

4３ 

7５ 

⑪ 

減少7６１ 

7３ トーーーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Ⅲ平均の変化の割合

Ⅳ” 

１２１１関数の価域

9１ 

5８ 

５６ 

Ⅱ逆関数3２ 

６（１）三平方の定理（錐体の側面積）

（２）”（錐体の高さ）

5０ 

7３ 

8７ ７オイラーの定理

9８ ８（１）接線と円周角

（２）直径と円周何

１３１内接四角形

7５ 

6４ 

９標邸個差2７ 

1０作図と証明型

－４８－ 



－４９－ 

召適

’○○○ 

○○’○○ｌｘｘｘ○○○○○× 
○○ 

主な誤答例(＄）

その他（６）

その他（５）

４（７）－４．３（５） 

5土４１/丁（６）－５土21/す(6)
その他（14）無答（11）

(６エー１）(工十６）（12）

(α＋ｂ）(ａ－ｂ－ｃ）(7)無答(8)

１１K面を加えた者（１９ル１つの側面
(18）、体破（５）
O≦J[＜1０（９）Ｏ≦工≦1０（７）
O＜工く2０（６）

ヱーヂ08ルヱー'('2）
ヱー0（５）、その他（８）無答（５）

ｙ＝－２エ』とソーーガ（８）
ｙ＝２エー２とｙ＝（工－２)2＋1(５）
ツー－２.罠とツー（工－２)2＋ｌｑ４）
ｙ＝－２五（５）

ｙ＝－２ｒとﾂー（工－２)2＋１（１８）
ｙ＝－２万（１２）ツー２工一２と

ｙ＝宅Z｡（５）

-3墨"≦－８(24）０≦y≦-32（８）
－８≦ｙ≦－３２（６） 

８(ｻﾞ１８(82ノ鍵(｛?）
61/202）９Ｖ可（８）２７（５）
361/丁(5)721/す(5)その他(8)
その他ｑｌ）

考察

簡単な無理数の計算なので．よくできている。

(3)を誤った生徒は、平均的な生徒で．下位の生徒の中には少ない。

類似した解答が多いため．解答嫌式に．とまどいが見られる。
展開・解の公式の２段かまえのilf算力は、すこぶる弱い。
計算および公式の適用に、十分時１１０をかける。

誤答24名の中、２０名は６を６ｘｌと索因数分解しているから、計
算ミスは符号の誤りである。
共通因数をある文字について雛理する見方から発見させるl郷も必要

設問の側面欄の理解か不十分今lIi導も役1111の仕方にも一考を要する

関数表示を、定義域と共にグラフ術鄭に力を入れるべきで、この

問題では、定護域Ｏ＜工＜10の中間の価工－５をもって最大値と

安易に答えているものが目につく。

増減に対しての変化の割合が十分結びついていない。

グラフの理解が不十分（錯の生徒）で．それに伴う関数の墹減、

値域、変化の割合などを徹底的にI斤導しなければならない。

設問の意味を十分理解していない生徒も多いと考えられる。

値域の求め方に両端のＺの値を代入した生徒（３１＄）

逆関数ではないとした者(６１＄)。逆関数を、式で解けることと、
関数であることとを庇同している者(３０＄）

三平方の定理は理解されているが、厭哩数の８１算ミスが目立つ。

Ｏ 

Ｌ） 

○ 

○ 

○ 

× 

９１°（18） 

48°（５）７２゜（５）
その他（12）無答（８）

１Ｎ鑑かよい（理【h不十分）（24）

社会がよい（49）

作図が不充分で理由は正しい（27）

作図が不充分で理由は正しくない(28）

ｖ＋ノーｅ＋２の公式が（M1面は変になる）のゴロ合せでよく記
憶されている。

接線と弦のなす似lは．よく班解している。

中心Ｏをj、ることを見落している生徒か多い（18＄）

２段がまえの推論はやや落ちる〃

設問の仕方にも問題がある。続計のl荷導も徹底させる必喪あり。

作図の解が２つあるのに気付かなかった者が半数以上。

(作図問題の経験不足）



高１

Uの丁72号訂

ユＩＤ

－５０－ 

正答率（＄）
100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

項目

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 

２ ８ 

０ 

０ ９ 

７ ８ 

１ 

４ ９ 

５ ７ 

００ ９９ 
３ ９ 

３ ７ 

２ ６ 

５ ４ 

仙糾網

００ 

４ 

９ 

８８ 

８ 

８ 

０ ９ 

２ ８ 

６ ８ 



－５１ 

適否

○ 

○ 

主な誤答例(＄）

j[｡＋２云十４工＋８（４）

無答（21）

考察

公式が正しく定肴していない。（係数の３を落した者が６＄）

２次元以上の式の因数分解ができない(５人に１人は手をつけない）

ｃｃ○○一○○

○○○×ｘ○○’○○○○○○．○○○ 
○ 

:('0） 

(工－１）（工十１）（２工＋３）（８）

照答（４）

エ＞２ ｡「

無答（４）

無答（10）

エ＜－２（４）

ｋ≦２，８≦ｋ（４）無答（７）

ｋ＜２．８＜ｋ（４）無答（25）

(５．－５）（５） 

無答（４）

無答（33）

無答（15）

(工－４）
２ 

無答（１４）
十(ﾂﾔ;f＝117'5１

焦答（７）

ｃ＝1（４）無答（４）

無答（14）

単純なミスとｕLわるものが多い。

１２１で分母を４－８＝４－１＝３とした誤りが11発

(1)で因数分解だけしﾉｰものが14％、「方程式を解く」が理解され

ていないのか。

｢(1)、(2)の結果を使って(3)、（４１」という様に思考が２段階になる

と、正答率力$約10％おちる。

(1)、(2)→(3)．（４）→(5)と瞥考が３段階になると、さらに

10％位おちる。

方程式に「＝Ｏ」を落した者"l多い。（１４％）

関数とグラフの結びつきがなく．面観的に理解されていないため

か、正答率が低い。

(2)で－万の座標のみ正しいものは５分

(3)ｙ切片の墨っているものは６＄

(4)距離の公式を理解し､覚えていないため無答が多い

151ｼ切片の誤っているものが28％で、傾きの誤っているものは
10＄ 

161問題の割に正答率が低い。半盗の誤っているのが22％，

(1)の正答率90＄にしては．半径が求められていない。

基本問題である割には出来が良くない。

標準問題としては、騰導形式（位iHベクトル浅示をせよ）が必
要ではないか。



正答率（＄）
1００９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 項目

９(1)”〃２８＋ｃｏｓ２０＝１の利用

(2)三角関数の位

(3)三角関数の相互関係

(4)三角方程式（正接）

8２ 

4５ lul)余弦定理

(2)三角形の垂線の跿さ

11(1)対数方程式

(2)対数不等式

(3)対数の性質

１４)指数関数の定養域、航域

対数関数の定鍵域、値域

２つのグラフの位世関係

8４ 

１７－－＝ 

7０ -－ 

Ｉ． 8７ 

8６ 

トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－9４ 

8５ ：＿！ 

l2Ul淨:濡訓pMq,）
（２）” 

（／（p十q）=/ｌｐ１.（q)）
（３）” 

（／(p･ｑ）=ﾐﾊﾞp)./(q)ノ

（４）〃

（／（p･ｑ）ニゾ1p)t/iq1）

（５）〃（／（ｐ＋’）＝八p)）

￣ 7６ 

７８ ￣－ 

7９ ： 

8８ 

８６ １３(1)砿襖順列

(2)組合せ

（31余事象の確率

(4)確率の加法定理

条件つき確率

６１ ￣￣ 

9０ 

9２ 

7０ 

－５２－ 



－５３－ 

密一○○ｏｘｌｏｘ
○○○○○○ 

○０ｘ○○’ 
○×○○○ 

主な麟答例(先Ｉ

言(5)
無答（16）

±α(23)､''1-三Ｆ(9)無暫17;

無答（24〕

無答（15）

l/す（８）、無答（37）

エ＜２（44ルエ＞２（24)､鯖叡６：

,o(7ル２/鱸:(6)

オ（10）

イ（48）、ウ（21）、ア（５）

エ（９）ウ（５）

ウ（６）

1６８０（20兆５６０（７）

024（12）、０．２（６）

考察

６０s２０十ｓj〃２０＝１は定濁しているが、弧度法、基本的な

三角関数の値．公式等は定葡率は悪い。その原因としては、

（１）三角関数は、実際に適用することが動概付けになっていな
い教材で、関数の－繭としてやっている。（対数も同棟）

(Ⅱ）反復練習が少ない。

(Ⅲ） 一度に多くの公式が出てきて、バラバラに記憶されている。
（系統性を欠く）

その対策として．ｌＨ卯を系統化する。また、定理・公式の征明を
生徒が自分で見出せる魁考活動の発達を確立する。

(2)より関数の1M囲性を25％の生徒が無視している。また、

ヅーノQgdｴの定幾域を理解しても、不等式/Qglエ＞/QgL2の定紐
２コ

域工＞Ｏを忘れる生徒が半数もいることは指導上、特に注意する

必要かある。

関数的性質より、代数的式変形に頬きがちである。

(3)において２つ選んだ者は９％にすぎない。

指数関数．対数U０敗についてはやや悪い。

重複順列や加法定Euは．定着していると考えられる。

組合せでも、３人ずつ３つのグループ分けという少し段階の高い
ものとなると正答率が悪い。

条件つき確率の定幾には、十分時間をかけて指導すべきである。



〔数式の計算〕

－５４－ 

正答率（＄）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 
学年 1111皿

ｌｌＩＩｌＩＩＵＩＩＩ 

9５ 

9２ 

9１ 

【I）1 ２（１） 

(2) 

(3) 

8８ 

４７￣ 

３（１） 

(2) 

9４１ 

８３ 

８９ 

４（１） 

１２） 

１３） 

8４ 

６３￣ 

【I」２ ｌ（１） 

(2) 

９１ 

８７ 

９４ 

ＩＩＩ３ １（１） 

１２） 

(3) 

8２ 

７２ 

３（１） 

１２） 

8２ 

６７－－ 

商１ １（１） 

(2) 

９０ 

７０ 

８７ 

９４ １１Ｉｌ ｕ伝⑬Ⅱ
２ 



－５５－ 

内容 考察

正負の纂数の加鐘

正、の分数の加織

絶対値

。正の数．負の数の取扱いで、同符号の２数よりも異符号の２数の

場合正答率が低くなる。

-2千；→-(2十;)としたものは､誤答の中の半職に当る。
○｜｜を（）とIiHl-に扱った誤答がある。（４％）

式の加減（猿係数）

〃’ （分数係数）

○ 

○ 

α－（ｂ－ｃ）→ａ－ｂ－ｃとした誤答が多い。

「
1次式の加減で係数の分母を通分せず払ってしまうものか

非常に多い（３３％）

式をつくる

〃（食筥水）

Jザ

○ 

食塩水の痩度について、斑解されていない。

10発を10として式に扱っている。

式の計算（鬮項式の乗除）

”（ｌ次式ｕｊ加戒）

照理数の加減

〃乗法

”除法

illL繍蕊竺j二
31/万_６]/丁など

。（}/、,/す;－(,/百一,/す;で．
(ａ－ｂ）2→ａ２－ｂ２ がみられる

因数分解（２次式）

'′（複雑な２次式） :［ 
符号のつけ間迎いが多い。

わからない（８＄）文字が２轍以上の因数分解は、指導を微

「底式廿丞一

式の展開（乗法公式）

因数分解

０ 

０ 

公式が定着していない

白紙（21％）

分数式の乗隷

襖梁数の四11｣同↑算

分母の有理化

２`11根号をはずす

○大部分が因数分解の麟りである。

○（２－ｊ）（２＋ｊ）－４－１の誤り（10＄）と、２段構えの計算に

は、単純なミスが多くなる。

○２種根号のはずし方は、好成嫡ごが仰何二277万→'何－３

の誤答もある｡



〔方程式・不等式〕

－５６－ 

正答率１％）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 

9８ 

ＩＩｌＩＩＩＩＩ 

8３ 

8１ 

8２ 

7７ 

７９￣－ 

7１ 

６８￣－ 

5３ﾄｰｰｰｰｰｰ－－－－－－－－－－－－－－－ 

学年

中１

中２

中３

問題

５（１） 

(2) 

(3) 

６ 

２（１） 

(2) 

(3) 

２（１） 

(2) 

７５ 

９０ 

９０ 

９３ 

８４ 

７３－＿ 

５７－ 

商１ ３（１） 

(2) 

４（１） 

(2) 

(3) 

(4) 

（５） 



Ｏ竪致Ｈ鳫致と分数田§数とのIIT卯ミスの差よりも．移項に伴う誤答】0

｡－不ユ舌豆ｒの琿解Ｚ

０１－叶算ミスの中に①不庄園

幾つ凸の釣

笙式の解が．その他の項に20楽で＿誤答@

●３次方程式のbUgh分廟

○Ｆ解と厩:政の関係が即踊 ｈの（約１０発

Ｏｌ－解と係数の関係と対称式の扱いの２屋柵

、1－αq＋Ｈ←（α＋６ｎＪ－２ＷＺ円

が＋β＝（α＋βＴ－２ａ８より鐘力

寺ＩＢＢ午

－５７－ 

内容 考察

Ｏ整数係数と分数係数との叶算ミスの差よりも、移項に伴う誤答が

多く、指導に注意が必要である。

不等式の解の災合 。

「
不等式の理解が不十分である。

三



〔関 数〕

iiピヒニLiL二i±緒
正

9０８０ 
－１－－－↑ 

川皿

７ｉｉｌ 

（2１ 

１３１ 

５（1１ 

１２１ 

１３１ 

7０ 
－１ 

100 

9】

7４ 

7２ 

9４ 中２

9２ 

6８ 

8０ 4） 

中３

刈
到
引
一
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

4３ 

7５ 

５ 7６ 

7３ 

9１ 

トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－5８ 

(2)Ｉ 

Ⅱ 

５（１） １ 

(2) 

－１ 

９（１） 8２ 

121 

Ⅱ ５１ 

5８ 



E〕－２垂律ＦＤと武田で

、内容を＿解答の醒択型數の定誕

亟に力〕かわらす定韮Ｉ

、１ト式でP器

副面積という語の意味が．笛

関数の定發距

関数の殴大．、

関数の半｣這り:酸化の害

白の（30＄）一応卸関劉 函Ｉした＄の(６１発

０１要望数解－，＞[】ｌ寡F因饒

昌引ＦｍＡＥムグ)幽何Zhfl亜謹ＯＺＩﾂ〔関致□

〃＋［▽Ｄｒ－ｐ＝ＩＣ ワ十ＥＯＳ￣〃＝Ｕ、）Ｉ〃】しヨ

関避 UL本邨Iな111の＝１HIH

ｿ．冗十βなどの三角関数刀公式の理解に指狸がｲﾍ悪測数の相互関P

９１劃

－５９－ 

内容 考察

対応と関数（対応する要索）

肌′ （関数の定幾）

肌′ （逆対応と関数）

○ 

○Ｆ 

。

条件に適する対応は、一応つけられると考えられる。

対応の内容を、解答の選択によって途惑い､関数であるかど

うかの判定に的がしぼれていない。関数の定幾を、数式、文

章にかかわらず定肴させるよう指導が大切である。

１次関数の値

ﾉｸ 

１次関数の値域

1次関数の変化の割合 ＣＯ○○ 
式で表示された関数関係の対応値を求めることは、よく理解
されている。

定義域に対する値域の求め方に、グラフの結びつきが定蕃し
ていない。

ヅ＞－１３（14％）．計算ミスのため〃＜1３（11％）
1次関数の変化の割合は、比較的に理解されている。

関数表示

関数の定義域

関数の最大、殴小 。。○
側面積という語の意味が｡読みとれていない。応用題によ

る立式は、正答率が低くなる。

また．定義域についても、開区間か閉区間かどちらかに途
惑いがみられる。（23＄）

２次関数の最大、最小も標準形の変形を含めて指導の強化
が必専である、

ilTflrJiillfTlULliJ 



〔関数〕

-６０－ 

100 

正答率１＄）

9ＤｑＯＺＯ叩５０釦３０２０１ｐＯ
学年 間皿

ｕｕｕＵ 

４５￣ 

２４－－－ 

商１ 1０（１） 

(2) 

１ 
１７トー－－－－－

と三８６ 

８５ 

７６トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－

:－ 
８８ 



０－ｉ旨数関数一対数関数の相百関目§や＿式、

Ｏト間Ｑ召

露した袷の【４４例

攻関数の定義域。値睦

関数の性質を、抽象化し－隈［

ｈの（９粥）穀

－６１－ 

内容 考察

余弦定理

三角形と垂線の長さ

０ 

○ 

正弦．余弦定理や面積の公式など記憶していない。

三角関数は、全般的に正答率が劣る。設問にも注意力S必要であるⅢ

対数方程式

対数不等式

対数の性質

指数関数の定義域，値域

対数関数の定養域，値域

２つのグラフの位陞関係

○ 

○ 

○ 

指数関数、対数関数の相互関係や、式の変形についてはよく理

解されている。

関数における定義域が理解されても．方程式、不等式における

変域に関迎性がない。(2)について、工＞Ｏを落したもの(糾矧

対数の性質としての扱い、グラフとの関係は、比較的よく理解
されている。

関数と方程式、不等式の関迎性について、指導を強化する。

関数の性質

J汐

Jけ

jｿ 

" 

Ｏ式に表された関数の性質を、抽象化し一般的にとらえることは、か

なり定鞍していると考えられる。

○(3)では、正答が２つあり、２つのうち、１つでも正答とした。いず
れも２つを正答としたもの（９％）設問に一考を要する。



〔集合〕

MＨ皿

]090８【

１
 

■
■
■
 

■
■
●
 

－６２－ 

正答率（＄）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 
学年

9３ 

8９ 

ｌｌｌｌｌｌ 

－－－ 

8７ 

８７ ■ 

85ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－－－ 

中１ １ 

１ 

１ 

２旧刎剛
１ １ 

－ 

１ 

‐「ｊ‐ｌ「「詐一１１１
８ 

７ ２ 

861Ｅ 

6１ 

￣ 

,｡－｜ 

潔〒二J＝

商１

Ｉ 

Ⅱ 

１ 

１ ２個⑪

１ １ １ 

１ 

－ 

３ １ 



Ｏ染宅計り

肘の約５％

症率

飛麺

０１標nIilhl差０

ZJ歴台か治二雁呵1mの舷らはりＣＤｊｆ

理解されても．明確な理由付け的

町ぺ

ｈの（２０発

Ｏ確率のｍｉ空定理は定墹 ､函一垂Ｆ千｢;Ｔ＝ｂＩｆｊ聾Ｃ

－６３－ 

内容 考察

築合の交わり（ＡｎＢ１

集合の結び（（ＢＵＣ）

補築合（Ｃ）

ＡｎＢ 

(ＡＵＢ）ｎＣ 

Ｏ集合の記号とその意味はよく理解され、定濁している。

ｕと、の意味の取り違えしていろもの約５％いる。

順列

組合せ

確率

確率

ＣＯ －０‐０口Ⅱ１．００－０９‐Ｉ－ｏ－－Ｉｌ９Ｉｌ‐‐‐１，‐‐‐‐」「’‐‐‐‐‐‐‐‐１６－↓－－６６Ⅲ１－６６Ⅱ
順列組合せはよく理解されている。

(1)と(2)の取り違えしている６の約10％いる。

設問で、確率の意味が問える問題にかえる。確率の意味を

理解させる点で樹形図や、すべての場合の数を数えあげる

指導に徹すべきである。

計算のみで処理しようとして失敗している。

統計（標準偏差） ○ 標準偏差の考え方は、生徒にとって抵抗がある。誤答の中

には分布の度合が、平均値の散らばりの度合であることが

理解されても．明確な理由付けができていないものが多い。

（２４％） 

順列（重襖）

組合せ

余事象の確率

確率の加法定理

条件付き確率

○ 

０ 

公式の定着度からみれば、重複順列はよくできている。

設問は、組合せとして程度が高い。

娯答はgC3x6Csとしたもの（２０＄）

○確率の加法定理は定着しているが、条件付き確率の定義は

乗法公式、独立等と関連しているため．指導に注意を要す

ろ。



〔図形と方程式〕

【】0９０Ｈ［

〔ベクトル〕

－６４－ 

正答率（＄）

100９０８０７０６０５０４０３０２０１００ 
学年 問題

８１J 

８２ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－－－－－－ 

6２－ 

５９－－ 

中２ １ 

１ ２③Ⅱ 
Ｉ 

１ １ 

１ 

６ 

ＥＴＥ 
商１

１ 

１ 

１ ２③脇⑤旧
１ １ １ 

１ 

６ 

9０ 

８２ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－ 

８６ 

商１ ７（１） 

(2) 

(3) 

６１ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ 

８ 



○Ｆ面線の方圏ｍ６１ｆｌ芯筬ｕＪ刀雁

I&合としての画録も理解され．
罰練の杢点として血ウ方程式０

。’迎立不等式は．本校一画教育０

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ
 

ソてや．その公式かii乙四~どき工も。等刀

酊線との距Ruの公式）ほど＿成績は悪I，

の厨司因モカZ皿哩式れなｈ９民一qUj岸 ＢKへり

ユ胆

、ものnlZECの、Z分弱 ＯＦｈＲら庁君

ｈの（１０完Ｊ￣－，回石名ぎ刀

ｈの（ID先

畳の位11

－６５－ 

内容 考察

０ 

０ 

０ 

直線の方程式にはよく理解され定著しているが、叶算能力の
不足による誤りが目立つ。

点集合としての直線も理解され．それぞれの築合の交わりが
２直線の交点として迎立方程式の解となることも理解されて
いる。計算の段階で誤りが多い。

迎立不等式は．本校一画教育のカリキュラムの中で、中３か
ら中２に綴り上げた教材である。真理築合の表現としての領
域の指導は中２の段階では困難であるようだ。

LlfTrLl蕊liljl
ベクトルの成分表示

1次結合

ベクトルの平行条件 ○○○ －卜「「「一
成分表示、一次結合、平行条件等は、そのもの直接の解法だから

正答率は高い。

一次結合がわかっていないもの（10％）

平行条件がわかっていないもの（10％）

○位置ベクトルに直す、分解するなどの２段．３段綱えの段間に対

しては比較的正答率は低下しているが、その割には、よく理解し

ている。



〔図形〕

ＵＵｇＯＲ【

－６６－ 

正答率（＄）

１００９０８０７０６０５０４０３０２０１０ 
－－－１－－－￣Ｆ－ＦＦ－ｒ－Ｆｔ－－ｌ－－Ｉ－ 

6０ －－ 

０ 

ｔ 

学年

中１

問題

８ 

２２＋－－－－－－－－ ９ 

１８ﾄｰｰｰｰｰｰ 1０ 

８３￣－ 

５４－－ 

中２ ３（１） 

(2) 

8９ 

８４ 

１３崔一

１ 

２副

Ｉ １ １ 

１ 

１ 

４ 

9８ 

７５トー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－

６４ﾄｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ－－－－－－－－－－－－ 

８（１） 

(2) 

(3) 

２２トー-－－－－－－ 1０ 



－６７－ 

内容

三角形の性質

考察

○ 
大鄙分が理解している。＜ＡＤＣとくＡＢＣの関係をみるような

問を入れる。

錐体の体IRI ０ Ｖ２の取り迎え（50％）、比の順序のミス（14＄）、公式の
適用のミスなど目立つ。

作図の旺明 ｏ作図題で正しい理由の脱iUiも、何を根拠にして示すか生徒にとつ
て鯉かしい。

相似形と比（辺）

" （体fBi）

三角形の面悶と中線

平行四辺形の性質

三角形の内心

○ 

。

相似比の意味がわかっていないもの（15％）

比の順序、相似比と体積比の関係について､理解が十分でない。

Ｏｌ－二等辺三角形、平行四辺形などの図形の性質はよく理解され

－ている。

Ｏ内心の定幾とその性質は理解されても、応用となると醒皿となる。

三角形の合同 Ｏ直接合同条件の適用によって正答率がよい。

！。２段.３段櫛えの命題のためか.統括する観点に欠ける。Ｊ汐

線分の比

三平方の

j汐

無答者jbz39＄

まず高さの正解者が（約65％１，次に面

オイラーの定理 Ｏ公式定冠法の１つ。
｢根面（頂点、面）は．変（辺）に(2)なる。」

ｖ＋ノーｅ＋２

接線と円周向

直挫と円周角

内接四角形

○円周角については、よく理解されている。

Ｏ複雑な図形に不憤れで．推猫が２段栂えになると正答率は低くな

ろ。

直観的な誤答も目立つ（約15＄）

作図と征明 。
作図の解が２つあることに気づいていない。作図の問lHuの指導に注

意する。



指導上の留意点と今後の課題

（１）数学用脳・肥号の意味を理解させる。

①数学用語の意味を明碗に理解させる。

とくに、式の取扱いについて考えると、混同力f多く見られる。中一、３(2)の分数係数の式計算で分母を

払ってしまう者が３３＄、中二、１(2)で６７＄、鈩、３(1)の３次方程式を解くことを因数分解だけでずます

者が１４＄、４(5)の２敗を解とする方程式で＝Ｏをつけない者が１４＄など、いずれも式と方程式の混同による

ものと考えられる。

変数を含んだ式は

{lIl露撰室|騨鰯鯛:磯.碁…麺
の２種類に分15iされるが、学習課程は(1)→(Ⅱ)の順で行う。'1,学校段階では(1)のみであるので(1)．(Ⅱ)の混

同はみられないが、中一で１次方程式を学習する段階から混同が生ずる。

すなわち、後の学習が先の学習を混乱させているのであろう。解典合を求める（方程式、不等式を解く）段

階了荘意をうなjbfすこと力必要で、ストリヤール（「数学教育学」）の云うように次の分類をしっかり、おさ

えることがよいと思われる。

4:鱒彗繍蕊㈱
②鐸鐸己号の意味を明碗に理解させる。

いる者１０形、周一、ｌ２ｌ２Ｍ４定／（，＋９）と／（，．ｑ）の意味の取り迎いが１０＄など、妃号に関

（２）叶算カモつけさせる。

①反復練習を多くする。

中へ２で－ｏ－６￣－(｡－、），－ロ＋６－－(ｑ＋ｂ）と考え、中二１[11で（－４ｍ)２＝-16㎡

－６８－ 



とし、中三、３(1)で因数の符号のまちがった者が多い。さらに、中一、５(2)の１次方程式で移項を含むもの、

中二､２(3)の迎立方程式､中三・２(2)の展開、移項を要する２Ｄｄ７程式の解法について、単OGtK符号操作に関す

る誤りが見られる。とくに各学年の股初に現われる針』i[、すなわち、中一での正負の計算、中二での凪項式の

乗除、中三での無理数の叶算、高一での複素数の計算などに、Hlpbな叶算ミスが目立つ。これらがひいては、

中三６の三平方の定理を使って長さを求める問題、高一、５(1切判別式の問題なども三平方の泡里や判別式の

意味そしりつつも、結果がⅢ迎い、全体の成績を下げる大きな要因となっている。このような3f算ミスは成績の

上位、下位に関係なく見られ、学年が進むといくぶん減少する傾向が見受けられる。

計算力は反復練習によってかなり上連する面が多いと考えられるので、生徒に計算練習桜を与えるな

どして、独力で計算力をつけさせる必要がある。

②数学聴己法の意味を理解させる。

とく'こ鋪下位の醤について.噸-で一半--淵中二で(-…’-16,,f中三で3〃‐
６，/丁などと誤るのは、単に叶算ミスと考えるよりも、数学的妃法についての理解が十分でないためと考えら

れる｡す…2;-2+;3,/万-3x石.;こ-;x婆という…e麓力……-…
ｆ×‘＝ｑ７なども斑解されていないと考えるべきであろう。数学の現代化が叩Xれ、「思考力をつける」とか

「創造力をつける」とかがⅢ要視される谷lH3で「魁考力をつけるため」のあるいは「創造力をつけるため」の基

題的、不DII欠な計算刀がこんなにも低下した現実にわれわれは注愈を払う必要がある。すなわち現代化の目標

のみを追求し、内容の多梯さから既習牧材には時間をかけられない等の現実には一考を要すると考えられる。

（３）公式の定苗をはかる。

①公式の系硫化をはかる。

中三での三平方の定理から、高一での二点間の距月E、”"２８＋cos20-Iなどの定iH度はい論ｎもよい｡また

中三での変化の割合や、岡一での線分の内分点、平面上での内分点、位、ベクトルの考えなど直通的なものに

ついてはその定習度は闘い。しかし反復の少ない公式、たとえば、高一での点と直線の距忌はわずかに４０＄、

余弦定理では４５串の正答率しか得られない。これらの公式は導くのに手間がかかるし、直観的水耶から隅り

がありすぎる。

そこで、他の教材とからめて彼習し、その関連性より指導して公式の定石をはかるべきである。すなわち、

余弦定理はベクトルの内積とからめて、兀士βの三角関数は加H:定H』をfEって再び指導する。さらに、点と直

線の距覇は、点と平面の距用と対比させて記t底するなどの工夫が必要である｡反煙により既習の教材はさらに定

蕃することになる。

②公式記憧の便法を考える。

中三７でのオイラーの定理が８６＄の正答率を示したにもかかわらず、商一での三角関数全般についての定

着度の低さは、その公式の多概さもさることながら、オイラーの定理は「鰻面（頂面）は（＝）変（辺）に(2)

-６９－ 



なる」と：己憶させたからであると考えられる｡

このように本質的なIIT郡でなくとも1つの便

法としての公式の定租をはかる例は醤えられる。

すなわち、基本的な三内閲致値をおぼえるには、

右図のように、単位円をかいて、分子の根号の

中をｑ102,3,4,と変化させるなども、一工夫で

あると思われる。

さらに、（ロ＋ｂ)aのllHllllI公式は、理由づけ

は別にしても、パスカルの三ﾉﾘ形で憶えるなど

０ 
の工夫ができる。

③公式を作る姿勢を身につける。

’￣－－．－ 

１(￥,￥） 

） 

公式を本質的に定務させるには、公式の利用が必要となったときに、各目その導き方ができるようつねに術

導すべきであろう。

すなわち三角関数の多扱な公式はその導き方を一貫して脂導すべきである。すなわち．
１ 

ｓＤｎ２０＋cos2O＝１ 

s、０ｍ"Ｏ
－－－ 

ｃｏ'8０１ 

など

ｑ〃０

（－ｍｓｏ 

si"の

左図より

１ 
６０ｓ（汀＋８）＝－ｃＯｓＯ

ｓ８〃（冗十β）－－ｓ、６

など

また､s-;･胸よりs←;｡…cを響く｡さらに雄定…傭陶二倦衡､麺…樋へ蝋…基
へなどは、必ずその導き方を身につけるべきである。

(･小間囚を建合的にとらえる

①直観力をⅢ視する。

中三、３や、獅一、１の因数分解や展開の正答が９０＄にみたないのは、値等変形にあっては数値代入によ

る砿めぐらいはするという姿勢がないからであろうし、中二７で順列と組合せの個数を取り迎えているの:：、

組合せの個数の方が多いことに矛盾を感じないためである。さらに、厨－７(3)で（１，１）に平行なベクトルは

（２，ｍであることは画観的にわかるにもかかわらず、１０＄かわかっていない。

このような姿勢はつねに問題解法の際にぶれる必要があると考えられる。

③関数について縫合的な見方を鍵う゜

中一では7111に見るように、規則にしたが-’て対応はつけられると考えられるが、７(2)のようにこの対応が

関数かどうかの判定となると正答は２０＄近く下る。これは関数の定曇が定翻していないためと考えられるの
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で、有限蝋合の要累が数であれ、その他の具体物であれ、規則にしたがって対応をつけ、それに関数関係があ

るかどうかの判定を十分に指導する必要かある。

中二になると５(1)．(2)のように規則の定ま三,たものの対応の正答率はかなり高いが、定義域も値域も無限架

台で、さらに１次関数のように式表示され、変化の状態を問われる。すなわち５(3)のように、変化の様子をみ

るのにグラフを用いて画趣的に性質を考える必要が起こると、正答率は６８鬼と樹端に落ちる。こうなると

関数を聡合的にながめる態度が必要になる。

中三では、式表示された関数も複雑になり、中一からの既習の関数について、対応.定農域,値域､変化の状

態などを総合的にたすねる５の問題などに当惑が見られる。とくに､２次関数の値域をたずねる５(2)の(1)など

の正答率が５６形なのに形式的に端点を代入するという結果であり、２次関数の変化の状態をｴ2の係数のみ

で判断したりする。すなわちここでも後の学習が先の学習を混乱させている。

「司一になると、中二で２１百線の交点は迎立方程式を解くと理解しながら、放物線と工軸との交点はｙ－Ｏと

の交点だと考えられないし、11(2)で、対数関数の定養域を考慮せず正答率が１７＄に下る。すなわち関数

についての知識がばらばらに理解されていると考えられる。

とくに逆関数の指導についてであるが、中一での逆対応が関数かどうかの判定ができるにもかかわらず、中

三で逆関数を求めさせると、関数関係があるかどうかの判断もせず、いきなり工とｙの入れかえをやって、形

式的に方程式を解いて、これを逆掲数としているものが１３＄もいるのは、つねに逆対応が関数かどうかの判

断を下すことに慣れていないためだろう。ただ、商一の11(4)で指数、対数関数の逆関数がしっかりと定藩して

いる（正答率８７形）のは救いである。これは、中学よりの４年間でやっと身についた内容なのだろうか，

以上の分析より、関数指導の過程を見ると

（１）対応を考えて、関数かどうかの判断をする。

(Ⅱ)関数における定鍵域、値域を考える。

(皿関数の変化の状態を、グラフや、変化の割合を使ってながめる。

という順序になっているが､中一では(1)の段階まで､中二では(1)(ⅡⅡⅢ)まで考えるが､主に1次関数についての

みで、中三では３次関数まで、高一で三角関数や、指数、対敦関数など、各関数について、ばらばらに(1).(Ⅱ)，

(、の順で指導している。これでは周一までに学習するすべての関数について、総合的な見方が定着しないので

はないだろうか。したがって、研一の終りにあたり総合的に関数を見直すなどの指導計画をたてる必要がある。

（５）図形の鯖江の進め方を明確にさせる

中学における図形の計趾はある程度の正答率を示しているが、中一、１０、中三、１０の作図の理由づけは

共に２０＄程度の正答率しかないし、中二、８１１１は合同条件が１回ですむので９０％近い正答率を示すが、８

１２１の２段、３段欄えの論証は１０＄程度の正答率となる。

このように洽征問題が定着しない主な原因は、小学校では図形の性質を観察することに主眼がおかれ、中－
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でもやはり観察力`主になっているからである。したがって計量HH題は比較的取り組みやすいが、論証になる

と、その出発点が明確でなくないさらに問題力極維になると、そｵFを分析し、さらに統合して繼含を進める

という方法が未だ身についていない。

また、推論の過程を証明として文章表現させたり、条件に適する一般性を失わない図をかくように心が

けることの指導も欠かせない。

現代化の行きすぎから、ユークリッド幾何を見直すことが叫ばれる今日、具体性をもつ幾何教材は、抽象性

をもつ代数よりもふさわしい教材であるかもしれない｡したがってこの請証指導を充実させるには、代数識Wにあ

っても、もっと系続性を皿視した部分を取り入れてつねに鎗証の態度を身につけるよう心がけるべきである。

（６）問題の醜解力を身につける。

中－４１２１の食塩水の闘魑では１０箔→市とすぐに結びつかないし､中-9.中二3(2)の体鬮比の問題では、
ｖｊ:vhの比の意味ｶﾒ文章から読みとれない。また中三4(1)での側面積ということばの意味がわからない。（正

答率４２＄）また中二７１１Ｍ21の順列、組合せ力哩解できる（いずれも正答率は８０＄をこえている）のに、

ややｾﾞﾛ雑な(3ｋ(4)になると、題意に適するljn列や組合-せが考えられない。このように、とくに中学段階におけ

る題意の銃みとり方にとまどいがみられる。

￣股に応用問題を苦手とする生徒には国語の読解力のなさが大きな問題となる。このような生徒に対する指

導には、とくに多くの反復練習や、文i肛題に適するシェーマの工夫が必要である。

おわりに

（１）学年移行について

六年一画教育にともない関数教材を中心に学年移行したが、今回のテストに出題したものは、中三から中二

に移した二元一次不等式の領域と、周一から中三に移した２次関数ｙ－ｃ(工一，)２＋９の性質である。中

二については、一次関数、連立不等式の学習後に二元一次不等式の領域を学習する。この学習の前提となる６

１１１の直線の方程式が正答の者、６(2)のある点がグラフ上にあるかどうかを理解する者は、ともに８０％の正

答率を示している。しかし、６(4)の２血立不等式の頒域は２０＄も正答率が落ちている。等号と不等号の相違が

認識としては点と平面の迎いとなり、心理的な負担JOB大きくなる。だから、同一学年で同時に学習することは．

中二の生徒には困難なのだろうか。正答率の低さから、二元一次不等式を中二に移行する、:らば現行よりもさ

らに時間をかけて指導する必要があるだろう。高一から中三へ移行したｙ－Ｄ丑の両軸方向への移動は理解で

きる。また、定轟域を問題から読みとることも、二次方程式の応用問題からの続きであるのでよく理解できて

いる。しかし、今回のテストで二次BU数を作る段階で、関数の性質とは無関廉な、題意を取り迎えた（側面積

に底面を入れる）者が多く、（11そのものの正答率力極めて低かった。そのために移行の妥当性を判断できない。
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次回には移行教材を中心とした問題については系統的に分析できるように出題をエ夫したい。

（２）個人括導との関連

本校の標邸学力テストは、各学年における生徒全体の学力と生徒個人の学力の両方を調査するために実施し

ている。しかし、今回われわれの調査は敬材の定劒度を中心にｉＴった゜生徒の個人11司導のために必要な個々の

分枅は行わなかった。将来は各項目について到連目標を設定し、その到達度を測定する方向に標､旧学力テスト

を位週づけたい。そして何年Ilaかの硬みⅢねをして．生徒一人一人の「カルテ」で判断し、教授者が代っても、

すぐに生徒の特徴を知ることができるようにしたい。

（３）問田の検肘

今回のテストは.われわれ力&各学年についてぜひこれだけはできてほしいと牙える問題を各分野に豆る

ように出題した。しかし出題が安易になり、むつかしい問題になった。標邸学力テストとして不適当な

問題をｘ印で表わしたが、次回には改善せねばならない。また項目毎に、基本的な知鼠、理解の定廿を

みようとする問題と、そこから段階を追って思考することがてきるかどうかをみる問題とが混然として

いるために、定若度の不足か、間脳を分析、統合して解筏する思考力の不足かをはっきり考察すること

ができなかった。このような点を整理して出題の意図をもっとはっきりさせねばならないと反省してい

る。

最後になりましたがコンピューター処理に当って、、H岡健司先生をはじめとして、奈良県立119$H処理教育セ

ンターの諸先生方のご指導、ご協力に恩６M致します。
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本校生徒の52年度健康状態(統計）

健康部中村ハツ子

表1．昭和５２年度身体測定結果
(平均）

蕊（奈尺、全国は５１年肛の統計資料による。）
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学年
身長

ﾘ） 女

体亜

兜 女

胸囲

男 女

座高

男 女

Ｉ １ 

ｌ 

ｉ 

本校

奈良

全伺

1５１９ 

149.5 

148.9 

152.4 

1５００ 

149.9 

４１．４ 

3９７ 

46.4 

４２．４ 

４１．８ 

４１．９ 

72.0 

72.2 

71.9 

73.8 

73.5 

7４１ 

8１０ 

79.7 

79.5 

82.8 

8１２ 

8１２ 

Ⅲ】

２ 

本校

奈良

全Ｉ同

157.7 

157.1 

156.2 

１５６．４ 

154.1 

153.3 

469 

46.4 

45.9 

４７．５ 

４５．８ 

４５．９ 

75.2 

76.0 

75.6 

78.0 

76.9 

77.0 

８４．３ 

83.1 

８３．１ 

8４９ 

83.4 

83.1 

【ＩＤ

３ 

本校

奈良

全頂

1６４６ 

1６３１ 

162.4 

156.5 

155.4 

155.1 

５２．８ 

５１７ 

５１．４ 

４８２ 

４８．８ 

４８．９ 

79.1 

79.3 

7９４ 

7８４ 

７９．２ 

７９３ 

87.9 

８６．７ 

８６．４ 

8４５ 

84.4 

84.2 

１ 

本校

奈良

全Ｉ則

166,8 

１６６．７ 

1６６３ 

1５６４ 

156.6 

1５５９ 

５６．０ 

56.0 

５５．７ 

４７．１ 

５０．６ 

５０．８ 

81.0 

816 

8２４ 

7９６ 

8０８ 

8０７ 

8８４ 

89.3 

８８９ 

84.7‘ 

85.】

8４９ 

問２
本校

奈良

全Ｉ刊

170.8 

１６８５ 

168.0 

157.9 

156.9 

１５６．３ 

60.2 

5８１ 

5８０ 

５１．０ 

５１８ 

５１．９ 

84.1 

82.3 

8４２ 

80.5 

８１，６ 

８１．５ 

９１．５ 

９０３ 

８９．９ 

85.1 

85.4 

85.0 

侭３
本校

奈良

全掴

169.6 

169.6 

169.0 

１５７．６ 

157.2 

156.5 

６２．１ 

59.4 

59.4 

５０７ 

５２．２ 

５２３ 

87.0 

84.8 

85.6 

８１８ 

82.3 

８１９ 

９０８ 

９０６ 

９Ｕ４ 

85.9 

85.1 

85.1 



表2．平均身長（５２年度）と身及の伸び（前年度比）

燕團身長の伸び（単位cロ）

ｃｍ 

７０． １ 

⑤俺翔

５１(vLlLkO） qlt0jP10ひ

lI1I0L□） 

､〃ｌ８２

ｋＪ３４ 

ｿｌ－ｊ６２ 

ムブ２３

ﾘl子４０

とツ０６

ﾘＷｌ６ 

ｋＹ－ＩＯ 

リＷＯ４

ｋイ０３

Ｕ》

U101-t1n2 

01,2-．[103 

【１１３→ハＩ

IIIl→八

lli2-･価

6０ １ 

５０ １ 

１ 4０ 

－－， ￣’ 

中
１
男

中
ｌ
女

商
１
男

商
１
女

中
２
男

中
２
女

中
３
男

中
３
女

商
２
男

商
２
女

商
３
男

商
３
女
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表3．平均体iｎ（５２年度）と体重の1m加（前年度比）

燕□体並の墹加

※術考

５１年度よりの体重の増加（1m位k8）

中１一中２男子５．４女子４．３

中２一中３男子６１女子２．６

中３一高】男子５．５女子－０７※

商１→高２

商２－．商３

兜子２７女子0.7

1j)子１５女子－０６窯

kｇ 

６２ 

6０ 

ｉｉｌ 5８ 

5６ 

5２ 

5０ 

4８ 

uｌ 
4６ 

“ 

4２ 

4０ 

￣￣可■■

一

-－ 

￣’ 

中
１
男

中
１
女

中
２
女

中
２
男

中
３
列

海
１
男

中
３
女

商
１
女

商
２
兜

商
２
女

商
３
女

商
３
男
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表4．昭和５２年度視力状況

（）内は昨年度全国平均屈折異常率

－７８－ 

中学

１年 ２年 ３年

６ ９ ６ ， ６ ， 

6８ 6８ 6５ 6８ 6２ 6８ 

高校

1年 ２年 ３年

６ ９ ６ ， ６ ， 

6１ 6８ 6６ 6９ 6４ 6５ 

2.0 ３ １ １ １ ３ ２ ３ ２ ５ 

1．５ 1７ ２１ 2１ 1７ 1３ 1２ 1４ 1３ 1３ 1４ ４ ７ 

１２ 1１ 1０ 1０ 1１ 1０ ９ ８ ５ ７ ９ ９ ４ 

1．０ ８ ６ ４ ６ ５ ４ ３ 1０ ７ ５ 1０ ２ 

０９ ３ １ ２ ３ ５ １ ２ ５ ７ ２ １ ４ 

0．８ ２ ２ ３ ２ ２ ３ １ ４ １ ２ ３ 

0７ １ ２ ２ １ ３ ４ ３ １ ２ ２ 

０６ ３ ７ ３ ４ ３ １ ２ ２ 】

0．５ ２ ２ １ １ ４ Ｉ ４ ４ ４ ４ 

0．４ ３ ３ 】 ３ ２ ３ １ ２ ２ ５ ７ 

0．３ ２ ３ ５ ３ ３ ９ ２ １ ２ ５ ４ ２ 

0．２ ３ ３ ９ １ ５ ８ ６ ５ ３ ７ ９ ８ 

01 1０ ８ ４ ９ ６ ７ ９ 1１ ４ ９ ７ ５ 

0．０９ ２ １ ４ ２ ４ 

008 １ １ ２ １ ２ ２ 】 １ ２ ４ 

0０７ １ １ １ １ ２ ２ 

006 １ １ １ ２ ２ 】

005 １ ２ １ 】 ２ 

0．０４ １ １ １ ２ １ 

０．０３ １ １ １ ２ １ 

002 １ １ 

0０１ 

屈折異常率
㈲

47.1 41.2 

4j１．１（27.2） 

“.６ 4８５ 

46.6(33-5） 

53.2 6３２ 

58.5(39.0） 

54.1 5８８ 

56.6（47.8〕

56.1 55.1 

55.6(48Ｌ４） 

609 72.3 

66.7（48.6） 



学校安全会について

学校安全会給付状況と、年度との比較表5．

（５月～１２月迄）

７９ 

件数

５１ ５２ 

５ ２ ４ 

６ ３ ２ 

７ ０ ５ 

８ Ｉ 0 

９ ３ 0 

１０ ３ ４ 

１１ ６ ３ 

1２ ４ ５ 

合計 ２２ ２３ 

８１１日別

５１ ５２ 

月 ４ ２ 

火 １ ２ 

水 ２ ３ 

木 ６ ６ 

金 ３ ６ 

土 ５ ３ 

日 １ １ 

活動別 51年度 52年度

クラプ １２ １４ 

休憩時 ５ １ 

授業時 ３ ２ 

学校行１１ ２ ４ 

授業終了後 ２ 

師別 ５１年度 ５２年度

骨折 ４ ６ 

挫傷 1３ ８ 

切傷 ２ １ 

歯牙外偽 １ ４ 

熱射病 ０ ２ 

その他 ２ ２ 

年度 5１ 5２ 

高校
男

女

７ 

３ 

1４ 

0 

中学
ﾘ） 

女

９ 

３ 

３ 

’６ 



幼児数概念の研究１
－順序数と数の保存について－

数学科松本博史

問題

われわれは先の調査で数概念の形成に環境のおよぼす彫轡について考察した。しかし、数概念の

面からの考察を行なわなかった。そこで先の掴在のうち、「数の保存」「順序数と架合致」「数の

綱成」の課廻について、各課題の結果の相互関係について分折を試みる。同様の研究としては、Ｃ、

J、BRAINERLfがある。彼は「順序づけ」「対応づけ」、「自然数の能力」について５才から

７才までのカナダの子どもたち180人について掴在している。ＢＲＡＩＮＥＲＤは､UIlUrづ(対の概念の

テヌトとして、大きさは同じだがmiさの異なる陶器のボールを使用して「より通い／より軽い」の

関係と、異なる二本の棒を用いて｢より長い/よりfOOJの関(紅)剛解を調洗した。その方法は、子ども

たちに、中川の遠さ（焚さ）のものと最もⅢい（氏い）ものを直接比較させ、次に、中間のものと、

jIiも軽い（短い）ものと直接比較させる。この比較の後、面接比較しなかった二つの並さ（長さ）

の関係を子どもにたずねる。すなわち、ａ＜ｂ、ｂ＜ｃからａ＜ｃを判断させることである。こ

のテストで、彼は子ども述を三つの発述段財に分けた。段階ｌの子どもは、まったく順序づけが出

来ない。段階Ｕの子どもは空間的な順序づけはつけられるが〔軽い（短い）ものからｎｏ、（長い）

ものへ順に左から右への順にあるときは正答11l来るが、逆の順序になると正答出来ない〕其の数ｍ

的順序づけの能力はもたない。段階Ⅲの子どもは典の数fil的IUj序づけかでき、対象の表示順によら

ず正し<春えたｆどもである。「対応づけ」としては．

１対1対応を蝿知できるか否かをAHI在した。

ｲi関の厳などの問題も小lﾘ板が２１jに平行にならんで

いて、上の行では小円板には赤色、下の行では)?に塗

られている。そして６個の対が対応によってのみ数湿

化されるようにｆどもたちに小円板を数え上げないよ

うに注意を与えている。

180人の子どもを、次の三段階に分けた。段階Ｉはま

ったく対応づけが出来ない。段階Ｕの子どもは多対１

対応は理解出来るが、１対１対応はわからない。段階

Ⅲの子どもは両方の対応に基づく対応づけがわかる。

「自然数への能力」を調べるテヌトとして１から４

ａ 
○○○○○○○○ 

○○○○○○ 

○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○ 

Ｃ 
○○○○○○○○ 

○○○○○○○○ 

。
○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○ 

ｅ 
○○○○○○○○ 

○○○○○○○○ 

ｆ 
○○○○○○○○ 

○○○○○○ 

－８１－ 



までの自然数の加法16問（１＋１－１＋２＝、…４＋４＝）を５，６，７才の180人の子供に、
８以下の数の間の減法で答が１から４までの数となる滅法16問（２－１＝､３－１＝、……８－４

＝）を６，７才の90人に口頭、証記の両方の形式を同時に用いて、子ども連を次の三段階に分けた。
１２～１６個の正答は上位、６～11個の正答は平均、０～５個までを平均以下とした。以上の三稲

のテストから、BRAIB画ｍは､発逮の３つの段階のおのおのに対する子どもたちの数の差異や、同
一の子どもの各テストにおける作業成績を比較することによって、次のように結論している。「子

ども達の数の概念の生長には不変な順序がある」こと、「順序づけが現われて、自然数への能力が
これにつづき、次に対応づけがつづくのである。この順序は自然数への理解が、順序づけをすでに

理解した後、まだ対応づけが理解される以前に築かれるものであることをはっきり示している。」
しかし、ＢＲＡＩＮＡＤは「子どもの思考において順序づけと対応づけがどちらが先かという問には

あらゆることがらを考愈してみない限り、明白な解答を求めるべきでない」と慎殖な態度をとって

いる。彼は数概念の規定に際して、ペアノの自然数論を１つの架台に「推移的かつ非対称関係」な

る順序関係を定めたものと考えた。このことから「推移律」を理解出来ることを「順序づけ」が出

来ると考えた。数学的概念として、「順序づけ」の能力は「推移律」という「数学的概念榊成から

明白に推藷｣3出来るものであろう。しかし、公理論的に再織成された数学的榊造と子どもの思考構
造が同型であるかどうかは別問題であろう。また、数学的栂造に反応する子どもの知覚と思考の栂

造の問題も含まれている。すなわちａ＜ｂかつｂ＜ｃからａ＜ｃを結論する推移律の理解には、２

つの関係ａ＜ｂとｂ＜ｃを記憾して、その後ａ＜ｃを判断する。そのため、「推移律」の理解その

ものが「順序づけ」の能力だけを示しているとは限らない。このことについてＰ．Ｅ、ＢＲＹＡＮＴ‘

はこのテストを批判して「序数のテストには記憶の働きがかなり介在」していること、「基数テス

トでは円の列の空間的な並び方に１対１対応がなく、そのために、このテストが特にむつかしくな

ったものと思われる」すなわち、年少の子ども連が、「呈示刺激の知覚的な側面に非常に影響され

やすい相対的規観と子どもが依存している｣`ために基数テストがむつかしくなったとしている｡彼
は「順序づけ」が「対応づけ」より早く発達するという結證に対して疑問を呈している。また、彼

は子どもの数概念の「発達に関する限り基数一序数の区別は重要な問題でない｣7それよりも数に関

する有効な絶対的規蝉渡得する方法､過程を重視している。これは数学教育的見地からの発言よ
りも「知覚と理解」を重視する心理学的な立場からの発言であろう。数学教育の立場からは数概念

の発達において、基数一序数の発達の機構を明らかにし、その発達順を明らかにすることは、就学

前教育、小学校低学年の段階では迩要な意味があるのではないだろうか。

我々の調査で順序数と基数に関係する課題を遇びその発逮段階の相互の関連を考察することがこ

の小篭の目的である。

方法

我々の先の調査のうち、第二課題群自然数の体系の内容的側面に風する課麺(8)数の榊成、第三

課題群自然数の体系の構造の理解に属する課題(9)数の保存、同⑩順序数と集合数、の三和iのテユト

の相互の関迎を考察する。

-８２－ 



対象について

対象年齢は５才児の102名（男54名女48名）

橿原市立畝傍北幼稚園５才児

男39名女３３名（昭和49年１２月調査）

奈良女子大学文学部附屈幼稚園５才児

男１５名女１５名（昭和５０年１２月調査）

探題について

我々の実施した鯛fhlのうち、自然数の演算に関するものとしては、数の構成､加法､滅法の三m

のテヌトを行った。

数の構成との課題は子供たちに「お母さんが○○ちゃんにアメを４つあげようとおっしゃって

２つくださいました。あといくつくださいますか」という型で質問する。これを４（２＋）と表す。

３（１＋）、２（１＋）、４（１＋）、５（１＋）（２＋）、の順で提示する。このうち正答数が

０，１，２個の者を段階１，３，４個の者を段階Ⅱ、５，６個の者を段階Ⅲとする。

加減算カードに加法と滅法の数式を記入し、提示する。「これなんて書いてある」と質問する。

反zijのないjW3i9ifまその式を錨み上げてやり、反応のある場合つつけてｉｉｉんでやり、反応のないL9台lま中止した。

〔加法〕２＋１，１＋１，１＋０，３＋２，３＋５，０＋２，（提示順）

〔滅法〕３－２，４－２，１－１，２－０，９－５，６－５（提示順）

各演算で正答数が０，１，２個を段階１，３，４個を段階ｕ、５，６個を段階ｍとした。

これ等のテヌトのうちどのテストが子供たちにとって股も容易であったかを調べる。その発逮段

階の分布を示すのが表１－１，１－２である。加法と滅法は明らかに加法の方が容易であるので、

数の梢成と加法の難易度を調べてみる。

］［ 

郡［

mJH〃

表１－１ 表 ２ 

表【－２から明らかに数の構成の方が容易である。数の構成と加法については数の構成の方が容

易であることがわかる。

（数の構成の段階）＞（加法の段階）２８名

（数の騨成の段階）＝（加法の段階）６３名

（数の構成の段階）＜（加法の段階）１１名

上を壬一テストするとｇ;(2)＝17.97,0.001＞ｐで有意であり、数の楠成の方が容易である。だ

から、自然数に関する演算のうち「数の樵成」を自然数に関する子供たちの能力を表すものとして

他の課題と比較してみる。では、数の椛成は子供のいかなる能力を示しているのだろうか。ｌに何

を加えれば４になるか、という問題は、子供には、４－１として受けとられていないことは表1－

－８３－ 



2からも明らかである｡’十□=4を’９９９と'から4までIJI序に従って､’の次から4ま
で３つあると考えているのではないだろうか。これは小学校低学年において、加法に指を使う行動

と同じである。だから、数の椴成に関する課題は順序数についての脱符号化の曲HHDと写えられる。

数の保存要素の数が等しい２つの梨合を同配風で示して「どちらの数が多いですか、それとも

おなじですか」と質問して、子供が相等判断を示した後、子供の目１ｍで一方の要素のIlU隅をつめて

「このように動かしました。そうするとどちらの数が多いですか、同じですか」とJ1)蘭問する。誘

導された一対一対応については「おちやわん」と「ヌプーソ」を用い、同彌の対応については「黄

色のおはじき」と「青いおはじき」で実験した。使用した数は「５」である。各試行で誘導された

染合と同質の梨合の各列の変化の両方に正答した者、すなわち４試行のすべてに正答したものを保

存能力保持者（段階Ⅲ）とした。段階Ⅲの者は、１０２名中２２人であった。２２人『１１「数が同じだか

ら」と反応した者は13人で操作的に「縮めたからもとへもどしたら同じだから」と反応した者は９

人である。一般に保存課題では計数による手がかりは禁11Jされている。しかし、知覚的変化（相対

的規幽）にとらわれず、「数えてごらん」という指示も与えなかったにもかかわらず、欄極的に計

数を行い、変化後も架台数が変化しないという絶対的規準に準拠していると考えて、Hf数に依った

ものも今回は保存可能者とみなした。数の保存と数概念との凹迎についてはINI々述べられているの

で述べない：なお、段階Iのものは、知覚にとらわれ､相対的規噸こ依るもの､段階ｕは変形後

「同じ」と答えるが理由の説明できないものである。段階ｍは上のように剛由を睨明できたもので

ある。

皿序数と集合数との課題はPiagetmによるものである。まず図のような階段状のカードを用

いる。ＡＩｉ１ｃ回四方の正方

ｎ
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し’○刀Lこつ刀ﾕ刊国Ｊ，Ｃｏｑ－ ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ 

の理解の上で次々とＥ、Ｈ
Ｂ＝２ＡＣ＝３Ａ、……Ｉ＝９ＡＪ＝ｌＯＡ

Ｊと任恵の噸序で質問する。

Ｅに「５」を対応させれば、Piagetは序数と基数の関係が理解されていると考える。もし子ども
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が指でおさえながらＡがいくつあるかを測ったり、Ａのカードを使って他のカードの横に、いて測

ったりする場合は序数と基数の対応が確立していないと見なす、Ｐｉａｇｅｔは前の課題と同様に、発

述段階に次の三段階を考えた。第１段階は、大ざっぱな段階で、３か４以上になるとＡからＫまで

この順序でたどっていっても理解されない。この段階の子どもは３か４まででも直観的な理解であ

り、この階段の栂造が１段進むと１噸位ずつ多くなるということを、３か４まで認めていても「５

硲目だから、５tM位ある」とは理解lⅡ来ない。これは、胴序数として数を考えるときは、その梁合

における要素の位腫を表し、基数（災合数）としての数は梁合における要素の全体の個数を表して

いる、自然数のこの二面性を理解していないことによる。第２段階ではカードをＡからＫの順序で

並べておき順序通りに指示したり、任怠のカードを揃示しても正しくその基数を答えるが、そのカ

ードの順序をくずして全くでたらめにカードを並べ変えると指示されたカードに正しく反応出来な

い。この岐後の裸皿に正しく反応lⅡ来る子どもを鋼３段階の子どもと菊える。すなわち、カードの

位撹の順序から、集合数の大きさを導びけ、基数と)r数の関係を把11Mしていると考える。

課題間の睡易度

三つの課題110の離易度を調べるために各二つの課皿の組合せを考えて、その発逮段階についての

分布を表したものが表Ｕ－ＬＵ－２、Ⅱ－３である。各課題の発迩段階の分布を百分率で表した

ものが表mである。表中数；数の榊成、保：数の保存、順：順１７数と災合数とそれぞれ略記す

る。

I 

Ⅱ ＤＩＩ。 ｕＩＩｑ 

表0－１ 表Ⅱ－２ 表Ｕ－３

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

保順数保順数保順数

段階Ｉ段階Ⅱ段階Ⅲ表Ⅲ
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表Ⅲの発達段階ｍであるものから判断して容易なものから、数の構成、順序数と架合数、数の保
存の順である。たしかに

（順序数と築合数の段階）＞（数の柵成の段階）３７名

（順序数と染合数の段階）＝（数の栩成の段階）４５名

（順序数と梨合数の段階）＜（数の櫛成の段階）２ｏ名

鍜－テヌト：夢(2)＝８．１２０．０２＞ｐ

より「数の栂成」の方が「順序数と築合数」より容易であると言える。

結鎗

「数の梢成」「順序数と柴台数」「数の保存」の順で子どもたちに各概念が把握される。「数の

櫓成」は順序数に関する能力とも考えられるから「順序づけ」が「対応づけ」より早く発達すると
いうＢＲＡＩＮＥＲＤの結果とも－致していると考えられる。

各擬念の相互関係

「数の枇成」「数の保存」「順序数と集合数」について、各能力の発述段階が段階mであること

が他の二つの能力の段階１，ｍｍにとって有意かどうかを検定する。すなわち、ある課題に対す

る能力が発達していることが他の課題に対する能力の発達段階に意味があるかないかを考察する。

(1)「数の保存」の能力がある（段階Ⅲ）ということは「順序数と無台数」「数の構成」の墨逮段
階に関連があるか。

が一テヌト

夢(2)＝５．４９

ｑｌＯ＞ｐ＞005 

５筋水準で有意でない。

表Ⅳ－１
夢一テスト

毒(2)＝５．９９

００５＞ｐ＞0.025 

５妬水準で有意である。■ 

■ 

回|■I】■

表Ⅳ－２

「数の保存」の課題が可能であるということは「数の椴成」の発達にとって有意であることがいえ

る。しかし、「順序数と集合数」の発逮にとっては有意差がない。上の度数分布表から、「数の保

存」が不成立で「数の榊成」が段階Ⅲのものが44名（４３鮖）存ることは、保存の能力が「数の柵

-８６－ 

｢順序数と集合数」の発逮段階

Ⅱ Ⅲ 

数の保存が段階Ⅲ ６ ５ １１ 

同上の段階が1.Ⅱ １９ ３９ ２２ 

｢数の栂成」の発逮段階

Ｕ Ⅲ 

数の保存が段階Ⅲ ２ ２ １８ 

同上の段階が1., ２８ ８ ４４ 



成」にあまり必要ではないといえるだろう。

(2)「順序数と集合数」の能力がある（段階、）ということは「数の保存」「数の構成」の発IE段

階に関連があるか。

エモテヌト

が(2)＝４５８

０．２０＞ｐ＞０．１０ 

５筋水準で有意でない

表Ｖ－１

qターテヌト

が(2)＝７．５９

００２５＞ｐ＞００２ 

３筋水準で有意である。

表Ｖ－２

「順序数と染台数」の課題が出来るということは「数の保存」の発連段階に対し有意でなく、「数

の綱成」の発達段階に対し有意である。表Ｖ－１から「数の保存」が段階Ⅲのもののうちに「順序

数と梨台数」の可能であるものと、そうでないものが11名ずつあることは「保存」の能力が「順序

数と梨合数」の課題にとって関連性が少ないと言えるであろう。

(3)「数の構成」の能力がある（段階Ⅲ）ということは「数の保存」「順序数と集合数Jの発達段

階に関連があるか。

が一テスト

が(2)＝５．３５

ｑｌＯ＞ｐ＞0.05 

５拓水準で有意でない。

表Ⅵ－１

が一テスト

が(2)＝7.73

0025＞ｐ＞0.02 

３冊水準で有意である。

表VＩ－２
－８７－ 

｢数の保存」の発達段階

Ｕ Ⅲ 

｢順・梨」が段階Ⅲ １６ ６ １１ 

同上の段階がＩ．Ⅱ ４７ １１ １１ 

｢数の構成」の発達段階

ｕ 、

｢順・架」が段階、 ４ ３ ２６ 

同上の段階が【．Ⅱ 2６ ７ ３６ 

｢数の保存」の発逮段階

Ⅱ Ⅲ 

瞳の梢成」がj郷僧１m ３４ 1０ １８ 

同上の段階がＩ．Ⅱ ２９ ７ ４ 

｢順序数と集合数」の発連段階

Ⅱ 、

｢数の榊成」が段階、 １１ ２５ ２６ 

同上の段階が［．Ⅱ １４ １９ ７ 



「数の柵成」の能力があることは「数の保存」の発達にとって有意でなく、「順序数と梨合致」

の課題にとっては３儲水準で有意である。

蹟結

(】）表ｌＶ－１より「数の保存」が可能であることが「順序数と梨合数」の発達段階に有意でなく、

表Ｖ－１より「順序数と災合数」が可能であることが「数の保存」の発達段階に布意でない。こ

のことから「数の保存」と「順序数と染台数」の関連は少ないと考えられる。

(2)表Ｖ－１、表Ⅵ－１から「数の保存」の発述段階には「順序数と築合数」、「数の櫛成」が可

能であることは有意に働かない。すなわち「数の保存」の能力が順序数に関する能力とは関係が

少ないことを示していないだろうか。

(3)表Ｖ－２、表Ⅵ－１から「数の椴成」の発連と「順序数と災合数」の発逮は何等の関迎がある

と考えられる。これは子供たちが「数の椴成」の課題を順序数によって解決していると考えれば

説明できる。

(4)ＢＲＡＩＮＥＲＤの「対応づけ」が「順序づけ」より困離であるという桔諸を、我々は他の面か

ら説明できた。

問皿点

我々の先の掴査hま､幼児の数概念という多面的､一般的な調査であった。その調正の課題のうち

から、序数的な課題と、序数と基数（築合数）の複合した課題と数の保存の課魍の関迎を考察した。

だから真の序数と基数の関迎を明らかにするには、さらに詳細な実験を計画する必要がある。

最後になりましたカヘ奈良教両大学数学教室坂口呆一教授、同心理学教室杉村健教授に厚く感謝

の意を表します。

文献と注

(1)幼児数概念の研究一同和地区における幼児の数概念について－奈良女子大附風中高等学校研究

紀要第１８梨１９７６年ＰＬ３５～５５

(2)ＢＲＡＩＮＥＲＤ・ＣＪ（1973）ＴＹＤｅｏｒｉｇｉｎｏｆｎｕｍｂｅｒｃｏｎｃｅｐｔｓ・

ＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＡｍｅｒｉｃａｍ２２８Ｍａｒｃｈ（野ロ広訳あり）

(3)同上ＰＬ１１４

(4)ピーター・プライアソト箸「子どもの飽知機能の発逮」協同出版Ｐ１８２
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(5)相対的規準（ｒｅｌａｔｉｖｅｃｏｄｅｓ）

たとえば、ＡとＢの二列を子どもに提示したとき、Ｂの方がＡより多

いと判断した埋合､数を「長さ｣を手がかりとして､すなわち相対的な

規準を用いている、Ａ＝Ｂと判断すると、絶対的な「数」次元で判断し

Ａ：○○○○ 

Ｂ：○○○○ 

ていろ。これを絶対的規準（absolutecodes）という。

、掲脅(4)ＰＬ１８２

同上Ｅ１８２

数の保存の学習過程日児研モノグラフノML8ＰＬ７

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

0０ 

ＰＬ１８２ 

Ｅ１８２ 

過程日児研モノ

ＰＬ４９ 

数の発違心理学

前掲麓文（１）

J・ビアツエ 国土社 Ｒ２３３ 

－８９－ 



文部省派遣教員海外教育事情視察団
に参加して

沢栄敏吉

昭和５２年９月２２日から１０月２１日までの１ヶ月間、アメリカ、フランズ、ベルギー、西ドイツ

ズイヌ、イギリスの６ケ国を訪問し、アメリカ（カリフォルニア・サクラメント）、フラソヌ（ア

ミアソ）、西ドイツ（ミュンヘソ）で学校訪問を行なった。

Ｃ人では、これら３国に於ける教育制度、高校教育（実業高校の校長先生が多い団だったので職

業教育にウエイトカfか上ったが）のあり方や問題点などを中心に、各国の社会・文化面での感想も

混じえて、簡単に報告する。

１アメリカ〔サンフランシスコ、サクラメント、ワシントンＤＣ）

２日間サンブランソズコで過ごし、途中、国府田農場（飛行機で種まきをして米を作っている）

を見学して、カリフォルニア州（日本より広い）の首都サクラメントに入る。こ上では、市教育委

員会、教育研究所で説明を受け５定例教育委員会を傍聴する機会も得、市内の高校６校を訪問する

ことが出来た。

アメリカ合衆国の教育制度は各州地方分施で、州内でも地方学区の教育委員会にかなりの権限を

移している。学校教育体系も、こ人サクラメント市では、従来６－３－３制であったが､３年前か

ら－部学校を６－２－４制に変更し、どちらが教育効果が高いかをテヌト中のようである。カリキ

ュラムの編成についても、学区内の先生方を含むカリキュラム委員会で、一般市民、父兄、行政な

どの要求や意見をＩＭＩいて作成し、教育委員会の担当者が検討、各学校長の賛否の意見を求め、股終

的に教育委員会で決定している。

米国では、完全に校区制をとり、高校（18才）まで義務教育のため、普通高校にも精薄者、心身

障害者、学力不振者のための特別学級が設置されたり、非行生徒、妊娠生徒、子連れ生徒のための

特殊学校もあるなど、多人租（白人４０筋、メキソカン２０筋、日系人２０筋、中国系１０筋、黒人10

筋）の問題と共に、想像以上の困難をもっていることを揃感した。

視察点描

◎教育委員会のメンバーは委員長が黒人で中国人と女性２人を含む８人で柵成され、各部の人達

の中にその長として黒人も女性も含まれていた。

◎定例教育委員会は夜、公関で行なわれ、各地区の代表やらが、質問、苦情、陳情などをし、討

論が行なわれる。地元の人たちも多く参加していた。（公聴会は月１回）

◎訪問した高校には女性校長の下に黒人女性と、白人男性の二人の副校長を腿いた所、黒人校長

の所など、人秘、男女の差はなく、日本の片寄った考え、慣習を情なく思った。

◎学級生徒数は30～35人で、平均30人に１人の教師数という。
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◎キャリア・エデュケーンロソ（一般社会で役立つ職業教育）放視のため特別教室が多い。

◎選択の家庭科には賭男子がいて、ミソソ、育児､手芸、日用品､機械の直し方、食品保存な

どを学んでいた。

◎タバコは自由にすっている。（今は麻薬が心配だという）。

◎女生徒は化笹し、廊下で休時間コーラそのんだり、授業中ガムをかみ、附子をかぶったままの

者も数人見かけた。

◎玄関前の芝生は昼食したあとゴミがちらかしっぱなし、ソャツのH1を裸にして女生徒と屑を組

んで入って行く者も見かけた。

◎怠学……校内視察中、数人の黒人生徒が授業に出ないで廊下を歩いているのを見て校長が大声

でとがめたが、彼らはかまわず外へ出てしまった。校長はすぐトラソジーバーでディーソ（専任

カウンセラー）と巡視奉仕の親（３人）に迦絡して処圃を依頼した。この他に警官が1人校内を

巡視している（普通高校での鰯）。

◎コンティニニエインロン゛ヌクール……サクラメント市近郊に３枚あり、訪問した１校は、３３０

人生徒の内、妊娠中が50人、子迎れ生徒が60人で（保育所あり）他は非行生徒。７～８人でク

ラユ授業している。このような学校は全米で200校はあるという。

◎成人教閂……高校を卒業できなかった人のコース、心身障害者のためのコース、ギター、ピア

ノなどを習うコーズ、語学を教えるコーヌ（市民の10冊が読み密きが出来ない）、老人の趣味の

ためのコースなど力を入れている。

◎サクラメントでは、一夜一般家庭へ２人ずつよばれ、夕食をごちそうになったが、この時の会

話は、地枇′

◎サクラメントは、緑にうずまったような市、都市風致保全について考えさせられた。

◎サンフラソジヌコから飛行樫で５時間ほどでワソソトソＤＣ・アメリカを横断した距離は、北

海道の烟から九州の端までを往復したもの、この広大な土地に、多人種、多文化が雑居混在して

調和ある統一へ向かうための意欲と困難さを流感した。

ワツントソでは、市内観光をし、郊外のワツソトソの家や、美術館、博物館など見学して、ア

メリカの訪問を終った。

２フランス（パリ・アミアン）

フラソヌの教育は、数年ごとに改革され、複線型でかなり多繊化されていて、まことに理解しに

くいものであるが、アミアソでの学校訪問で判ったこと、懸想を列挙する。

◎小学校５年、中学校４年、高校３年で、高lまでが義務教育。

◎９月から新年度が始まり、早生れ制度がなく１才差の生徒が混在する。

◎小学校卒業時（11才）に、Ａリセ型（科目ごとに先生がいる）、Ｂ一般コレーソュ、Ｃ特別学

級（過波科・劣等生）の３段階にふり分ける。（１９７７年９月から廃止したというが、今混在し

ていて、この考えは続いているようだ。）

◎近年、とび級は少なくなったが、留年は小学校段階からある（10筋位）。中学では多くなり、
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高校では２回目の留年は認められていない。ために同学年で２才以上の差がある。

◎バカロレア（大学入学資格拭B食）の他、極々の鞭菜資格について国家試験があり、多様なYH格

試験に合格できるよう多くのコース、カリキュラムが組まれ、生徒の能力、適性に応じた進路指

導に力を入れている。

◎４校訪問した内２校が女性校長で、中学校では鬼が女の先生という。

◎クラスは平均25人で、中学のＬＬ教室では13人、理科の実験では１７人（助手が２人ついて

いた）、努通高校では、１４～１５人で授業していた。

◎教師は教科折導中心で生沽揃導・進路指導等は哩風のカウソセラーがいる。

◎タバコは、高校は殆ど自由（パイプですっている者もいた）、中学では禁止だが、大体持って

いて校門を出るとすぐすっていた。

◎米国ほどでないが、妊娠中や子迦れ生徒のための学校もある。

◎普通高校では約60冊が上に行くが、今の若い者は長い学校生活をするより、早く手に敬をつけ

たいと考えているという。

◎実業高校は、まことに専門的に行なわれていて、実社会へ出てすぐ立派に働けるものであった。

洋裁の設伽も一流会社のマスプロ並み、調理部FIIの生徒のフランス料理は、フラソズで最高の味

であった。皿の出し方をミスしてしかられた女生徒が涙をながしながら料理を出している姿に、

フラソヌの教育のきびしさを感じた。

◎アミアソはバリの北方、血で２時間ほどの古い赤レンガの美しい町、こ上のゴソプクの大聖堂

は実にすばらしく、外の天使、聖人たちの彫刻、内のヌテンドグラヌもまことに美しい。朝の散

歩で範の音をきムながら天使たちをみつめていて、自分自身の宗教について考えていた。

◎パリでは、時間のゆるすかぎり美術館、教会などをたずねたが、郊外のソャルトルの大聖堂、

ベルサイユ宮殿も又よかった。

３ペルギー

バリから列111で３時illLブリュッセルへ肴く゜カリフォルニアとちがって緑豊かな田園風景は

楽しかった。ベルギーは九州より小さな国で１８３０年オランダから独立したという｡生活水準も高

いが物価もヨーロプパーという。天候が悪く、－年に２９０日は小雨の日という。

去年まで免許が不要だったが111が多いこと、それも日本製が多い｡カメラも殆ど日本のものばか

りだった。町並みはバリに似て落新いていて、所々に広大な森があって、土日は、別荘へ行けない

少数の人々のレクレーソョンの喝となる。プリュプセルから60k口北西のゲソトをたずねたが、実に

美しい石通りの町だ。９世紀の城や、中世の寺院が多い｡聖バーボン寺のヴァン゛エイクの「聖な

る仔羊」が見られたのは嬉しかった。ワーテルローヘも足をのばしたが、地平線が兇わたせる広い

田園の中の小高い丘の上にライオンの像がフランスの方をにらんで立っていた。

４西ドイツ（ミュンヘン）

ブリュッセルから飛行機で１時11U、ミュソヘソヘiUlく。
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ミュンヘンでは、バイエルン州学校教育研究所で説明を聞き、農業・家政学校、農業機械学校、

職業学校など訪問した。視察枚が農林省所轄枚で、年令・就学目的が多様の上、フランス以上に複

雑で、体系的に理解するのが困難であったが、以下価単にまとめる。

◎１５才までの９年間が義務教育である。

◎４年IIUのグルントソューレ（基礎学校）終了時（日本の小学４年修了時）に卯一次選別があり、

ギムナソウム（１０才～１８才.…..むつかしいアピトゥア＜大学受験資格＞に通ると、大学へ進め

るエリートコーヌ）の進学者を決める。あとの約半数の者は、ハウプトンューレ２年終了時（日

本の小学６年卒業時）にほぼ全員の進路が決まってしまう。その能力によって５コーヌの職業教

育にふり分けられ、将来大学を目ざすことも可能だが大変困離という。

◎義務教育終了後の進学については、全日制の職業専問学校への進学者が半数ほどで他は就職し、

マイヌター等による現場見習いと、週一日の職業学校に通うのが一般的である。

◎どのコースを進んでも段階的に資格が設定されていて、資格をとらないと社会で働けない。能

力があり、努力し上の資格をとれば認められる合理的な能力主義の社会を作っている。職業への

誇りも強く、資格をとるため学生はよく学んでいる。日本のように卒業が目的ではない。

◎小学４年時にエリートコーヌと分け、６年終了時に進路が決定されてしまうのは、どうも少し

早すぎるように思えたが、日本のように大学を出ても進路が決まらぬようなのも困ったものだと

思う。

ミュンヘンには美術館が２つあり、レオナルド、デューラー、ルーペソヌ、セザソヌ、ゴプホな

どすばらしいものがある。彫刻陳列館のギリソア・アファイア神殿の破風彫刻の初々しい美しさも

忘れられない。ドイツ博物館も世界最大の規模という。ホーププロイハウヌのビールのおいしかっ

たこと、片手で持ち上がらないソ画フキの大きさも驚きであった。その向いの店では、チロルの民

族音楽と踊りをしていて、大小さまざまのカウペルの演奏に合わせての大合唱は、ドイツ魂を見せ

つけられる想いであった。また、一人で美術航へ行くために乗った地下鉄も忘れられない。地図を

示して美術館近くの駅へ行くにはどこで乗るのかを日本語と手話で聞いて、教えられるまま下りて

行くといつの111Mとかホームへ出てしまい、キププはどこで買うのか、車内かと思っていたが、駅へ

ついても判らず上へのぼって人について行くと知らぬ間に外へ出てしまった。タグ乗りをしたわけ

だ。駅には改札もないし、キププを入れて開くしかけの機械もない。人の流れにつられて行くと以

上のようであった。翌日ガイドに聞くと､たまに検札があるそうだが、2.300人乗客がいて、２人

程無賃采者がいるだけだという（２０マルク約2,500円の飼金という）。日本だったらどうか。

改札も検札・架札まであっても不正乗車があるという。ドイツ人の自律性と順法輸神に頭が下がっ

た。日本人のように他に靴せられ、人の目を気にして行動するのは、どんな教育から生まれたのだ

ろう。

ａスイス

ミュソヘソからバヌで湖の町リンドウをへてチューリプヒヘ一日がかりで移動する。そこから途

-９４－ 



中、牧場酪農見学をし、ベルン、トゥソをへて、イソターラーケソ（二つの湖にはさまれた町の意）

へ入る。夕方ピンク色に輝くユングフラウは実に美しかった。翌日登山砿車でユングフラウヨプホ

を目ざす。途中から晒血はアイガーの岩壁の中をゴトゴト登る。駅が２つ岩壁をくりぬいて外を見

わたせるようになっている。ユソグフラワヨッホは3,454ｍの高さにあり、階段を登っていくと酸欠

のため頭がボーとなった。外は一点の雲もない。轡がFiiいほどまぶしい。撮りはアイガーの下を通

る。その北壁の雄大さは言葉に我わせない。光悦の不二山を通った。

スイスは一見尖に美しく平和である。しかし可【噸体制は万全で、徴兵の義務は20才～50才、名

家に自動小銃・爽猟が備わり２４時ⅢＩ以内に防０１i体制がとれるそうだ。名家には地下室があり（壁

は３０ｃｍ）、非常食糧一週間分が常に備えてある。山１Ｍには、１ケ月分の傭えがあるという｡岩山の

洞窟には戦脇機、ミサイル等が配Ｈされている。時計ばかりでなく、武器産業が盛んで本音と建前

のちがいをⅡいた。

チュールヒではクソヌトハウス（美術館）などを見学して、飛行機で１時間半、ロンドンへ飛

んだ。

６イギリス（ロンドン）

ロンドンでは市内観光．ウィンザー城の見学をした。再び会えた大英博物館のパルテノンの彫刻

群、ナン動ナルギャラリーのレオナルドのカルトンなど旅の終りを飾るにふさわしいものであった。

７雑肴

。人租差別、リl女の差別をのり越えている欧米にならい、日本の男性は意識改革をし、女性はが

んばろう。

◎日本の同和敦育へ、すべての人が広い視野からとり組もう。

◎クラヌ定数をせめて35人におさえる（経済大【刊日本が出来ぬはずはない。昭緬5年以降の国民

総所得に対する、高等教育のための公財政支出は０６冊にとどまり、フランス以外の国は、いず

れも１弼台、イギリヌは２名にも途して、日本の３倍強である－）。

◎やはり生活指導は兼ねた方がよいから、授業持時数をへらし、ｇＩｌ務的な雑務は事務騒員にまか

せる。

◎能力に合った教育をし、社会へ通用する資格試験制度をとり入れる。

◎学歴ではなく、能力・独創性を尊重する社会とする。

。「留年は罰ではなく、生徒のためのものだ」とフラソヌの校及は認った゜

高校・大学は入口を広く111口を狭くすること。Ⅲなる留年は退学とすること。

◎カリキュラム編成には、カリフォルニアにならって広く公論に決すべきこと。

◎教室その他の色彩を豊かにすること。日本の学校その他公共建築も灰色すぎる。服装について

も、もっとカラフルでよい、我々の団員が一緒に行動しているのを見ると、まさに、ドプネズミ

集団の如く、異様に見えた。

◎美術鮒・仰物館等の見学は無料とすること。写真蝿彫も自由にすべきだ。ルーブル等も自由に

－９５－ 



：とらせ（フラプツュは他の人に迷惑なので禁止）､/三脚の使用も300円位の切符で可113であった。

ｏｎ都市の風致、奨感の保全を考えること。{し～
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世
上
の
葛
藤
に
う
と
か
ら
し
め
た
。

政
治
も
隆
済
も
社
会
運
動
そ
の
も
の
さ
へ
も
、

影
の
や
う
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
。

智
恩
子
と
私
と
た
だ
二
人
で

人
に
知
ら
れ
ぬ
生
活
と
戦
ひ
つ
つ

郁
会
の
ま
ん
な
か
に
盟
居
し
た
。

二
人
で
藁
い
た
夢
の
か
ず
か
十
は

み
ん
な
円
の
世
界
の
も
の
ば
か
り
。

検
討
す
る
の
も
内
部
生
命

蓄
積
す
る
の
も
内
部
財
宝
。

泓
は
英
の
強
い
腕
に
誘
導
せ
ら
れ
て

ひ
た
す
ら
彫
刻
の
遡
に
骨
身
と
け
づ
つ
た
。

俗
世
間
を
賎
脱
し
て
、
乏
し
き
に
耐
え
、
ひ
た
す
ら
美
の
世
界
に
生
き
た
ｌ
芸
術
に
生

き
た
日
々
・
大
正
十
五
年
二
月
三
日
作
の
『
金
」
に
「
夕
方
の
台
所
が
如
何
に
淋
し
か
ら
う

と
も
、
ノ
石
炭
は
焚
か
う
ね
。
ノ
寝
邪
股
の
毛
布
が
鯨
け
れ
ば
、
ノ
上
に
坐
茄
団
を
の
せ
よ

う
と
も
、
ノ
夜
明
け
の
寒
さ
に
ノ
エ
期
の
泥
を
映
ら
せ
て
は
い
け
な
い
、
仏
は
冬
の
鞭
十
の

茜
〕
に
す
で
に
掛
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
生
活
を
つ
づ
め
て
も
、
芸
術
だ
け
は
の
心
が
痛
い

ほ
ど
で
て
い
る
。
卑
俗
を
離
脱
し
て
、
ひ
た
す
ら
な
芸
術
追
求
、
英
の
追
求
、
そ
れ
が
理
想

で
あ
り
、
そ
の
実
践
が
日
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
よ
く
似
た
生
涯
の
人
に
共
感

を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
勤
山
、
ド
ヴ
ベ
ル
、
槐
多
、
守
衛
ら
に
。

昭
和
十
四
年
三
月
十
二
日
作
の
「
竿
銭
先
生
殿
蕊
の
詩
」
に

悩
ま
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
。

窮
迫
せ
ざ
る
仏
の
あ
ら
ん
や
。

若
く
し
て
一
つ
の
池
に
愚
か
れ
た
魂
の

正
し
き
に
願
ふ
む
の
、

み
な
殆
ど
蛾
ゑ
ん
と
す
。

文
明
開
花
の
祁
会
に
も
ま
れ
て
痩
せ
て
弱
く
、

土
な
つ
か
し
い
芋
を
わ
づ
か
に
喰
ら
っ
て

一
枚
十
銭
の
小
間
絵
を
か
い
た
。

そ
れ
が
先
生
。
（
第
一
連
）

先
生
は
「
し
か
も
一
切
を
脱
却
し
て
非
研
に
入
る
］
の
で
あ
り
、
「
願
は
く
は
大
体
老
師

の
一
転
譜
を
側
て
ノ
わ
た
く
し
も
亦
眼
を
ひ
ら
か
う
四
と
「
景
藤
は
鮫
の
や
う
に
心
に
し
み
」

る
の
で
あ
る
。
同
年
六
月
十
一
日
作
の
「
つ
ゆ
の
夜
ふ
け
に
」
に
は
「
彼
の
全
能
力
は
法
王

を
無
視
し
碗
争
者
を
無
視
し
ノ
眼
前
の
敵
の
為
に
敵
の
敵
た
る
義
と
純
潔
と
に
仕
へ
た
ご
ミ

ヶ
ラ
ン
ジ
ュ
ロ
へ
の
景
慕
、
四
百
年
の
昔
の
人
の
怒
と
悲
と
力
と
折
と
に
う
た
れ
る
光

太
郎
な
の
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
十
五
日
作
の
「
冬
」
に
は
「
わ
た
し
は
又
無
一
物
の
Ⅱ
あ

た
ら
し
さ
」
に
心
ひ
か
れ
、
「
段
も
低
き
に
居
て
商
き
を
見
よ
う
。
ノ
烟
も
貧
し
さ
に
隅
て

足
ら
ざ
る
な
き
を
側
よ
う
〕
と
「
新
年
が
冬
来
る
の
は
い
い
〕
と
思
う
の
で
あ
る
。
「
岐
も

低
さ
に
居
て
高
き
き
見
よ
う
］
は
、
昭
和
十
五
年
七
月
十
五
日
作
の
「
岐
低
に
し
て
股
高
の

近
」
と
つ
づ
き
、
十
六
年
七
月
十
九
日
作
「
百
会
が
に
ほ
ふ
」
の
「
私
は
段
低
に
生
き
よ
う
。

そ
し
て
殿
商
を
こ
ひ
ね
が
は
う
〕
に
つ
づ
く
。
生
活
は
低
く
貧
し
く
と
も
、
心
は
芸
術
は
皿

商
に
い
た
ら
ん
と
願
う
光
太
郎
の
生
き
る
姿
勢
が
、
戦
争
の
耐
乏
生
活
と
結
び
つ
い
て
御
か

れ
た
の
で
あ
る
が
、
槻
本
は
一
つ
で
あ
る
。
「
へ
ん
な
貧
」
（
十
四
年
十
二
月
三
日
作
）
は

光
太
郎
の
智
恵
子
亡
さ
日
合
の
生
活
の
総
鱈
廓
で
あ
る
。
「
露
一
等
と
股
下
等
と
を
ち
や
ん
卜

ぼ
ん
仁
ノ
念
珠
の
や
う
に
賎
さ
な
い
］
と
鋤
く
。
興
る
恵
味
で
、
守
衛
も
酎
山
も
ド
ゥ
ベ
ル
｜

も
槐
多
も
、
飾
一
郡
と
賎
下
坤
を
持
っ
て
い
る
。
峨
低
に
し
て
收
高
の
近
を
行
っ
て
い
る
。

光
太
郎
は
勿
諭
の
こ
と
。
そ
の
芸
術
観
、
人
生
似
、
そ
れ
ぞ
れ
境
涯
は
連
う
が
、
共
通
な
面

が
あ
り
、
光
太
郎
が
関
心
を
持
っ
て
詩
材
と
す
る
所
以
だ
と
思
う
。
ミ
ヶ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
詩

は
前
述
の
外
に
「
人
間
拒
否
の
上
に
立
つ
」
が
あ
り
、
ミ
ヶ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
も
そ
の
生
き
方

に
共
蛆
し
、
蹴
慕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
卑
俗
に
屈
服
せ
ず
、
杭
し
て
立
つ
そ
の

典
の
力
強
い
生
き
方
に
。
東
京
焚
術
学
校
の
教
授
任
官
お
こ
と
わ
り
、
展
覧
会
出
品
お
こ
と

わ
り
、
芸
術
院
会
貞
お
こ
と
わ
り
、
消
極
的
な
が
ら
権
勢
に
屈
服
し
な
か
っ
た
光
太
郎
。
蛎

と
次
荊
に
よ
っ
て
は
ミ
ヶ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
と
何
じ
ょ
う
に
振
舞
っ
た
と
思
う
。

ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ニ
ロ
、
芋
銭
先
化
、
勤
山
、
ド
ウ
ペ
ル
、
槐
多
、
守
衛
、
こ
う
し
て
た
ど
っ

て
み
る
と
、
光
太
郎
の
生
き
方
を
こ
れ
ら
の
人
を
皿
し
て
披
瀝
し
た
と
も
い
い
う
る
と
思
う
。

自
己
の
真
実
に
忠
実
、
誠
実
で
あ
り
、
俗
世
の
栄
達
の
た
め
に
己
を
ま
げ
る
よ
り
は
、
貧
を

選
び
、
餓
死
を
選
ぶ
。
美
の
追
求
に
首
を
か
け
て
、
潔
く
生
き
る
。
商
遡
な
心
が
、
衝
し
く

深
く
生
き
た
守
衛
や
ド
ウ
ベ
ル
や
古
山
を
適
確
に
生
き
生
き
と
蹄
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
の
で

あ
る
。
増
的
に
そ
の
生
涯
を
冊
い
て
見
せ
る
の
で
あ
る
。
共
鳴
と
景
慕
と
い
た
わ
り
と
が
、

美
し
い
〈
Ｉ
モ
ニ
ー
を
底
で
奏
で
な
が
ら
。



生
き
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
な
ま
な
ま
し
い
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。
二
十
二
年

五
ヶ
月
の
短
い
生
涯
、
し
か
も
灼
熱
の
生
進
。
守
衛
は
三
十
一
一
才
、
ド
ウ
ベ
ル
は
三
十
四
才
、

侍
、
若
く
し
て
命
を
終
え
て
い
る
が
、
中
で
も
槐
多
は
若
い
。
雪
山
の
み
六
十
一
才
で
あ
る
。

若
く
て
、
束
戒
代
介
木
の
あ
ば
ら
家
で
流
行
性
感
Ⅲ
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
槐
多
を
「
自
然
と

人
間
の
焼
多
の
中
で
野
た
れ
死
に
し
た
若
者
槐
多
央
槐
多
よ
〕
と
光
太
郎
は
そ
の
死
を
惜

し
む
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
、
結
成
鋪
一
年
の
二
科
展
に
「
庭
園
と
少
女
」
な
ど
四
点
を
出

品
し
、
入
選
、
翌
大
正
四
年
に
は
日
本
美
術
院
展
に
「
カ
ン
ナ
と
少
女
」
を
Ⅲ
出
し
、
入
選
、

院
貸
を
受
賞
す
る
ほ
ど
の
画
才
を
持
っ
て
い
た
槐
多
を
、
光
太
郎
は
「
若
者
槐
多
冬
槐
多

よ
〕
と
竹
し
む
の
で
あ
る
。
し
か
も
奔
放
典
暁
な
詩
を
衝
い
た
槐
多
を
。

「
カ
ン
ナ
と
少
女
」
の
モ
デ
ル
お
珠
に
失
恋
し
て
放
浪
の
旅
に
出
、
猛
烈
に
酒
を
飲
み
銘

酊
し
、
描
き
、
詩
作
し
、
デ
カ
ダ
ン
ス
の
う
ち
に
大
正
七
年
四
月
結
核
性
肺
炎
と
な
り
苦
し

む
。
大
正
六
年
に
は
奨
術
院
院
友
に
推
さ
れ
、
八
年
二
月
「
舩
と
Ⅲ
」
「
松
の
群
」
な
ど
美

術
院
武
を
受
賞
し
た
が
、
そ
の
八
年
に
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
死
後
大
正
九
年
「
槐
多
の
歌
へ

る
」
翌
十
年
に
は
「
槐
多
の
歌
へ
る
其
後
及
び
槐
多
の
話
」
が
出
版
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年

に
は
「
村
山
槐
多
詩
集
」
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
「
村
山
槐
多
全
集
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

鰍
一
連
に
は
槐
多
の
行
動
か
ら
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
び
上
ら
せ
、
鈍
二
辺
で
は
光
太
郎

の
み
た
槐
多
を
、
飾
三
皿
で
は
槐
多
と
光
太
郎
の
会
話
で
、
画
家
と
し
て
の
槐
多
を
簡
ざ
、

埴
終
迦
で
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。
一
迎
か
ら
三
辺
ま
で
、
生
命
を
燃
焼
さ
せ
て
、
ひ
た
む

き
な
年
若
い
芸
術
家
の
槐
多
が
い
る
。
「
居
る
よ
］
と
是
認
す
る
光
太
郎
。
必
要
最
小
限
の

甘
葉
を
使
っ
て
、
そ
れ
だ
け
余
計
に
断
定
的
で
強
く
印
蚊
に
残
る
表
現
で
あ
る
。

「
自
然
と
人
間
の
暁
多
の
中
で
野
た
れ
死
に
し
た
若
者
槐
多
よ
〕
に
、
雪
山
や
ド
ゥ
ベ
ル

や
守
衛
の
生
き
方
に
通
う
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
光
太
郎
が
と
り
あ
げ
た
こ
れ
ら
の
入
念
の
生
き
方
に
、
光
太
郎

が
共
咽
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
思
う
。
大
げ
さ
に
い
え
ば
芸
術
観
、
人
生
観
に
光

太
郎
の
志
向
し
て
い
る
も
の
と
同
圃
の
も
の
が
見
出
せ
る
か
ら
こ
そ
、
時
に
曲
い
た
の
で
あ

る
ｏ大
正
十
五
年
三
月
十
一
日
の
作
「
夜
の
二
人
」
に
「
私
連
の
最
後
が
餓
死
で
あ
ら
う
と
い

ふ
子
宮
は
、
ノ
し
と
し
と
と
雪
の
上
に
降
る
愛
ま
じ
り
の
夜
の
雨
の
言
っ
た
事
で
す
〕
、
つ

づ
い
て
昭
和
二
年
四
月
九
日
作
の
「
花
下
仙
人
に
過
ふ
」
に
は
「
自
分
を
麻
め
ず
に
餓
死
せ

ぬ
法
を
、
ノ
あ
さ
ま
し
い
釦
に
服
せ
ず
に
生
き
ら
れ
る
法
を
〕
を
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
と
願

う
。
生
活
が
苦
し
く
て
も
、
節
を
ま
げ
ら
れ
な
い
光
太
郎
は
餓
死
を
選
ぶ
よ
り
致
し
方
が
な

い
。
し
か
も
「
こ
の
世
の
美
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
な
い
。
ノ
首
を
か
け
て
も
、
ノ
こ
の
世
の
美

か
ら
は
ど
か
れ
な
い
〕
と
簡
く
。
「
北
島
雪
山
」
を
替
い
た
明
和
四
年
に
は
「
筒
の
座
」
を

将
く
。
「
そ
の
不
忠
謡
を
こ
の
世
に
生
む
の
が
ノ
私
の
衝
を
か
け
て
の
地
上
の
仕
砺
だ
〕
と

真
の
芸
術
を
生
命
を
か
け
て
追
求
し
て
い
る
。
翌
五
年
六
月
五
日
に
は
「
刃
物
を
研
ぐ
人
」
で

（
前
略
）

一
虜
の
気
を
眉
間
に
あ
つ
め
て

青
葉
の
か
げ
で
刃
物
を
研
ぐ
人
。

こ
の
人
の
袖
は
次
鄭
に
や
ぶ
れ
、

こ
の
人
の
ｐ
ひ
げ
は
白
く
な
る
。
（
後
略
）

彫
刻
刀
を
研
ぐ
、
一
心
に
、
よ
き
彫
刻
の
た
め
に
。
着
物
な
ど
、
ど
う
で
も
い
い
。
老
も

し
の
び
よ
る
。
で
も
彫
刻
一
途
。
同
年
「
の
っ
ぽ
の
奴
は
黙
っ
て
ゐ
る
」
を
画
く
。
卑
俗
に

背
を
む
け
て
い
る
光
太
郎
の
心
が
、
序
に
時
に
辛
辣
に
廟
い
ほ
ど
充
満
し
て
い
る
。
つ
づ
い

て
六
年
に
前
述
の
「
似
顔
」
、
そ
し
て
「
レ
オ
ソ
ド
ウ
ペ
ル
」
。
こ
の
年
か
ら
智
恵
子
の

病
が
は
じ
ま
る
。
翌
年
に
は
智
恵
子
は
自
殺
未
遂
ｏ
作
詩
も
た
っ
た
三
嵐
。
翌
八
年
に
は
皆

無
。
翌
九
年
は
一
厨
。
十
年
二
月
に
智
恩
子
は
南
品
川
ゼ
ー
ム
ス
坂
綱
院
に
入
院
。
詩
は
八

風
。
「
ば
け
も
の
歴
政
」
は
そ
の
一
つ
。
「
主
人
は
柿
戚
と
俗
椚
と
を
無
視
し
た
。
ノ
主
人

は
執
勘
な
生
活
の
復
符
に
杭
し
た
。
ノ
主
人
は
黙
っ
て
や
る
事
に
慣
れ
た
。
ノ
主
人
は
た
だ

触
目
の
美
に
生
き
た
。
ノ
主
人
は
何
で
も
来
い
の
図
太
い
放
下
遊
神
の
一
手
で
通
し
た
。
ノ

主
人
は
正
面
で
可
憐
な
饗
を
気
違
い
に
し
た
］
と
卑
俗
排
除
の
毎
日
、
そ
の
た
め
の
生
活
の

不
如
恵
と
い
う
復
智
に
も
め
げ
ず
対
抗
し
、
美
の
追
求
に
生
き
た
光
太
郎
の
姿
が
明
妃
さ
れ

て
い
る
。
「
村
山
槐
多
」
も
そ
の
一
周
。
十
一
年
は
前
述
の
「
荻
原
守
術
」
。
十
三
年
十
月

五
日
、
智
恵
子
逝
去
。
』
』
の
年
「
孤
坐
」
を
雷
く
。
「
暗
愚
小
伝
」
の
「
螢
居
、
美
に
生
き

る
」
は
智
忠
子
と
の
生
活
の
総
括
で
あ
る
。

一
人
の
女
性
の
愛
に
柵
ぬ
ら
れ
て

鹿
は
や
っ
と
自
己
を
御
た
。

言
は
う
や
う
な
き
窮
乏
を
つ
づ
け
な
が
ら

私
は
も
う
一
度
美
の
世
界
に
と
び
こ
ん
だ
。

生
来
の
離
群
性
は

息
を
佃
の
鍛
冶
に
専
念
せ
し
め
て
、

９ 



一
片
の
弧
想
を
も
見
落
さ
な
い
や
う
に
写
生
す
る

（
中
略
）

わ
た
く
し
の
欲
す
る
の
は
あ
な
た
の
爪
が
る
そ
の
残
曲
な
似
顔
で
す
よ

負
や
む
と
将
ず
、
財
界
の
大
立
物
の
像
を
つ
く
る
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
仏
心
は
、

雪
山
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
卑
俗
を
排
撃
し
、
詩
で
愚
弄
し
て
い
る
。
「
似
顔
」

と
同
年
に
趣
い
た
「
レ
オ
ソ
ド
ウ
ベ
ル
」

オ
ペ
ラ
通
り
の
ビ
ラ
配
り
ド
ウ
．
ヘ
ル

拾
っ
た
み
か
ん
の
皮
を
く
ふ
ド
ウ
ベ
ル

で
あ
る
。
四
月
の
雨
の
日
、
野
山
を
思
い
、
粘
土
の
馬
を
作
る
光
太
郎
は
、
勤
山
の
生
き
方

を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
大
い
に
共
咽
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
を
⑭
い
た
昭

和
四
年
は
、
斐
智
忽
子
の
実
家
が
破
産
し
た
年
で
あ
る
。
生
活
の
破
綻
と
い
う
こ
と
を
光
太

郎
は
身
に
つ
ま
さ
れ
て
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
雪
山
の
生
き
方
、
生
活
の
破
綻
と
芸
術
、

し
か
し
栖
勇
に
は
こ
び
ず
、
背
を
む
け
る
の
み
な
ら
ず
、
上
位
に
た
っ
て
戯
弄
す
る
ま
で
、

卑
俗
を
排
し
た
勤
山
を
光
太
郎
は
大
い
に
よ
し
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
こ
の
時
が
酉
か
れ
た

の
だ
と
思
う
。
昭
和
六
年
に
衝
か
れ
た
「
似
顔
」
に
も

わ
た
く
し
は
か
し
こ
ま
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
す
る

わ
た
く
し
の
前
に
あ
る
の
は
一
筒
の
生
物

九
十
一
政
の
鯰
は
奇
観
で
あ
り
美
で
あ
る

（
中
略
）

写
生
な
ど
し
て
ゐ
る
美
術
家
は
駄
目
で
す

似
顔
は
似
な
く
て
も
よ
ろ
し
い

え
ら
い
人
物
と
い
ふ
事
が
分
れ
ば
な

（
中
略
）

わ
た
く
し
は
此
の
五
分
の
隙
も
な
い
禽
饗
の
か
た
ま
り
を
綴
横
に
見
て

潔
さ
と
美
と
飢
と
入
水
と
を
等
分
に
持
っ
た
ド
ウ
ペ
ル

砥
く
な
り
側
ぬ
も
の
詩
人
ド
ウ
ベ
ル

突
相
の
厳
し
い
焚
に
画
集
を
求
め
る
ド
ウ
ベ
ル

｜
厨
の
詩
と
一
片
の
．
〈
ソ
と
を
欲
し
が
る
ド
ウ
ベ
ル

眼
が
つ
ぶ
れ
な
か
っ
た
画
か
き
の
槐
多
よ
・

自
然
と
人
間
の
暁
多
の
中
で
野
た
れ
死
に
し
た
若
者
槐
多
よ
、
槐
多
よ
・

画
家
で
詩
人
の
村
山
槐
多
が
死
ん
だ
の
は
大
正
八
年
二
月
二
十
日
だ
か
ら
、
こ
の
詩
は
没

後
二
十
四
年
に
苗
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
没
後
間
も
な
い
哀
悼
時
と
し
か
見
え
な
い
な
ま
な

ま
し
さ
が
あ
る
。
槐
多
の
真
実
を
兄
ぬ
く
光
太
郎
の
眼
は
鋭
く
、
真
実
は
何
時
に
な
っ
て
も

レ
オ
ン
ド
ウ
ペ
ル
は
千
八
百
七
十
九
年
生
れ
の
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
で
あ
る
。
デ
ュ
ア
メ

ル
や
ら
ヴ
ィ
ル
ド
ラ
ッ
ク
の
友
人
で
あ
っ
た
が
、
孤
独
と
貧
困
の
生
活
を
つ
苫
け
、
千
九
百

三
年
に
マ
ル
ヌ
河
に
入
水
し
て
死
ん
だ
。
今
、
そ
の
河
岸
と
彼
の
故
郷
の
ペ
ル
フ
ォ
ー
ル
に

高
田
博
厚
作
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
高
田
博
厚
は
光
太
郎
と
親
交
が
あ
り
、
銅
像

が
皿
て
ら
れ
た
の
は
千
九
百
三
十
五
年
（
昭
和
十
年
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
と
銅

像
製
作
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
詩
に
生
き
、
真
実
の
姿
に
美
を
求
め
た
ド
ウ
ベ
ル

の
生
き
方
を
、
光
太
郎
は
尊
敬
し
、
共
鳴
し
て
い
る
。
雪
山
は
橋
の
下
に
寝
、
ド
ウ
ペ
ル
は

拾
っ
た
み
か
ん
の
皮
を
食
べ
る
。
「
照
ひ
と
つ
許
せ
な
い
潔
癖
を
持
っ
て
ゐ
る
」
雪
山
、
ド

ヴ
ペ
ル
は
「
瀕
さ
と
美
と
肌
と
入
水
を
零
分
に
持
っ
た
」
の
で
あ
り
、
共
に
卑
俗
を
排
除
し

た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
村
山
槐
多
」
（
昭
和
十
年
）
を
み
て
み
よ
う
。

槐
多
は
下
駄
で
が
た
が
た
上
っ
て
来
た
。

又
が
た
が
た
下
駄
を
ぬ
ぐ
と
、

今
度
は
ま
つ
赤
な
裸
足
で
上
っ
て
来
た
。

風
袋
の
や
う
な
大
き
な
懐
か
ら
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
紙
を
出
し
た
。

鼎
チ
ョ
オ
ク
の
「
今
娘
と
乞
食
」
。

い
つ
で
も
い
っ
ぱ
い
汗
を
か
い
て
ゐ
る
肉
塊
槐
多
。

五
魔
六
蹄
に
脳
細
胞
を
週
在
さ
せ
た
槐
多
。

強
く
て
悲
し
い
火
だ
る
ま
槐
多
。

無
限
に
褐
し
た
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
。

「
何
処
に
も
画
か
き
が
居
な
い
ぢ
や
な
い
で
す
か
、
画
か
き
が
］

「
居
る
よ
〕

「
僕
は
眼
が
つ
ぶ
れ
た
ら
自
殺
し
ま
す
］

８ 



ロ
ダ
ン
の
「
ダ
ナ
イ
デ
』
１
守
衛
の
「
デ
ス
ペ
ァ
』
。
「
皿
の
上
の
ヨ
ハ
ネ
の
甘
」
Ｉ

「
抑
敬
助
の
首
」
。
「
ゴ
ロ
ヅ
キ
の
首
』
１
『
小
児
の
甘
」
。
ま
っ
た
く
同
じ
や
う
な
も

の
を
作
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
、
若
い
真
剣
な
魂
が
自
然
に
行
ふ
『
キ
リ
ス
ト
の
模

倣
」
と
い
ふ
べ
き
神
聖
な
ア
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ソ
の
あ
ら
は
れ
と
見
る
べ
き
で
、
彼
の
た
め
に

は
こ
れ
が
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
極
め
て
早
く
犬
折
し
た
の
で
、
ま
だ
彫
刻

上
に
じ
っ
く
り
し
た
妙
味
や
、
彫
刻
の
緊
密
性
や
、
彫
刻
の
図
叶
的
無
機
鈍
の
導
入
と
い
ふ

や
う
な
と
こ
ろ
ま
で
進
み
得
な
か
っ
た
の
は
や
Ｕ
を
側
な
い
。
日
本
の
彫
刻
界
は
彼
が
あ
ら

は
れ
て
か
ら
急
に
底
の
動
き
を
見
せ
た
。
（
中
略
）
荻
原
守
衛
に
は
ど
こ
か
に
国
木
田
独
歩

的
風
速
が
あ
る
。
時
代
が
い
く
ら
進
ん
で
も
そ
の
作
品
は
古
く
な
ら
な
い
し
、
技
巧
が
あ
ら

い
や
う
で
ゐ
な
が
ら
、
な
か
な
か
う
ま
く
、
い
ば
ゆ
る
『
驚
き
』
を
持
っ
て
居
り
、
マ
ン
ネ

リ
ズ
ム
を
感
じ
な
い
。
彼
の
箭
神
は
深
く
宗
教
的
で
、
こ
れ
は
郷
亜
の
井
口
先
生
、
東
京
の

厳
木
答
治
、
紐
河
の
五
来
索
川
な
ど
に
負
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
（
中
略
）
青
年
の
頃
に
は
鍵

分
英
雄
主
義
じ
み
た
気
風
を
持
っ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
が
、
深
く
彫
刻
に
打
ち
込
む
や
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
く
さ
み
は
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
無
邪
気
に
な
り
、
純
粋
に
な
り
、
素

直
に
な
っ
た
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
人
間
が
一
段
と
向
上
し
た
。
芸
術
上
の
新
楓
迎
は
無
限

に
発
展
し
て
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
な
く
進
む
で
あ
ら
う
し
、
造
型
上
の
革
命
も
幾
度
か
起
る
べ

き
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
根
元
を
な
す
人
間
の
問
題
は
千
古
不
暇
で
あ
る
。
餓
爽
な
ら
ざ

る
も
の
、
舗
二
思
念
あ
る
も
の
、
手
先
だ
け
に
た
よ
る
も
の
、
気
概
だ
け
に
終
始
す
る
も
Ｑ

一
切
の
か
う
い
ふ
も
の
は
、
い
つ
か
存
在
の
権
利
を
失
ふ
で
あ
ら
う
。
荻
原
守
衛
の
芸
術
の

如
き
は
、
時
代
が
ふ
る
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
人
に
郷
愁
の
や
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
、
人

の
心
を
と
ら
へ
、
人
を
喜
ば
せ
、
英
の
一
典
型
の
や
う
な
も
の
を
悪
じ
さ
せ
て
や
ま
な
い
で

あ
ら
う
。
私
は
こ
の
世
で
荻
原
守
衛
に
Ⅲ
っ
た
深
い
因
縁
に
悠
囲
し
て
ゐ
る
〕
（
荻
風
守
衛
）

氏
と
と
引
用
し
た
が
、
光
太
郎
の
守
衛
観
は
、
光
太
郎
の
勘
い
た
ま
ま
が
、
一
番
で
あ
る
と

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
か
り
易
い
し
、
も
う
一
度
織
り
返
し
は
し
な
い
。
高
く
評
価
し
、

興
実
を
把
握
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

先
に
人
物
を
趣
い
た
他
の
詩
に
も
共
通
な
も
の
が
見
う
け
ら
れ
る
と
画
い
た
が
、
そ
の
珈

に
つ
い
て
ふ
れ
て
見
よ
う
。

「
荻
原
守
衛
」
の
よ
う
に
、
題
に
人
物
名
だ
け
を
細
げ
た
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
、
「
北

島
雪
山
」
（
昭
和
四
年
作
）
、
「
レ
オ
ン
ド
ゥ
ペ
ル
」
（
昭
和
六
年
）
、
「
村
山
槐
多
」

（
昭
和
十
年
）
が
あ
る
。
そ
し
て
「
荻
原
守
衛
」
が
昭
和
十
一
年
と
つ
づ
い
て
い
る
。
た
と

四
月
の
雨
が
お
れ
の
耳
の
気
圧
を
か
へ
た

お
れ
は
少
し
睦
く
な
っ
て
粘
土
の
馬
を
こ
さ
へ
て
ゐ
る

卑
俗
に
な
ら
ず
、
貧
に
甘
ん
じ
て
い
た
野
山
讃
歌
で
あ
る
。

北
島
雪
山
は
千
六
百
三
十
六
年
か
ら
千
六
百
九
十
七
年
の
人
。
江
戸
中
期
の
曾
家
で
あ
る
。

肥
後
照
本
生
れ
、
通
称
三
立
、
号
雪
山
。
蘭
憾
・
民
瀦
・
玉
岡
と
も
。
医
者
、
北
島
宗
旨
の

次
男
。
幼
少
の
時
、
父
に
従
っ
て
長
崎
に
行
き
、
中
国
人
か
ら
啓
法
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

後
、
医
者
志
望
の
兄
江
庵
と
長
崎
に
遊
学
し
、
中
国
か
ら
黄
檗
宗
の
伽
、
隠
元
に
唾
行
し
た
一

独
立
と
即
非
に
つ
い
て
勧
法
と
陽
明
学
を
学
び
、
後
欣
立
徳
か
ら
文
徴
明
の
鉦
法
（
挽
飽
法
）
イ

を
学
ん
だ
。
初
の
閲
明
学
を
も
っ
て
細
川
侯
に
一
一
一
百
石
で
仕
官
。
千
六
百
六
十
九
年
鴎
明
学

が
紫
と
な
っ
て
致
仕
、
浪
人
と
な
っ
て
、
八
代
、
長
崎
に
汎
屈
し
た
。
千
六
百
七
十
七
年
、

黄
檗
佃
に
従
っ
て
江
戸
に
行
き
、
青
山
の
海
蔵
寺
に
寓
す
る
こ
と
三
年
、
醤
名
を
高
め
た
。

後
、
氏
崎
に
帰
る
。
凹
法
を
細
井
広
次
に
伝
え
た
。
元
の
趨
子
品
、
明
の
文
敏
明
を
根
幹
と

し
、
弧
珊
図
の
凪
を
と
り
い
れ
、
蹄
代
を
貫
い
て
盛
行
し
た
店
探
趣
道
の
祖
と
し
て
菜
碩
が

高
い
。
お
お
ら
か
で
強
い
凹
瓜
で
あ
り
、
疵
法
は
厳
正
、
骨
気
澗
連
、
和
習
が
な
い
。
か
な

も
迫
作
が
少
な
く
な
い
。
生
来
酒
を
好
み
、
乞
食
同
然
の
生
活
を
唖
験
す
る
な
ど
、
奇
行
に

富
ん
だ
人
で
あ
る
。
貧
賎
の
中
に
悠
々
自
適
、
破
屋
に
住
み
、
栖
門
勢
家
に
西
を
求
め
ら
れ

て
も
戯
弄
し
て
与
え
ず
、
卑
賎
の
者
に
求
め
ら
れ
る
と
酒
と
交
換
で
画
い
た
と
か
伝
え
ら
れ

て
い
る
ｏ

乞
食
同
然
の
生
活
を
隆
験
す
る
な
ど
、
奇
行
に
商
み
、
破
屋
に
住
み
、
貧
賎
の
生
活
な
が

ら
悠
向
自
適
、
こ
の
噸
を
一
節
に
聾
き
、
二
節
目
は
栖
勢
の
人
に
は
画
を
与
え
ず
．
卑
賎

の
者
に
は
醤
い
て
や
っ
た
こ
と
を
取
り
あ
げ
て
、
雪
山
の
人
と
生
活
と
釘
と
を
衝
い
た
。
雪

山
の
生
き
方
を
頭
に
浮
か
べ
、
光
太
郎
は
粘
土
の
馬
を
こ
し
ら
え
て
い
る
、
そ
れ
が
館
三
節

え
ば
、

北
島
雪
山

北
島
雪
山
が
泥
に
ま
み
れ
て
橘
の
下
に
ね
て
ゐ
る
の
は

彼
が
座
ひ
と
つ
許
せ
な
い
潔
癖
を
持
っ
て
ゐ
る
か
ら
だ

北
勘
矧
山
が
八
百
雌
の
小
僧
に
彼
の
画
を
轡
い
て
や
る
の
は

彼
が
何
か
四
で
あ
る
か
を
知
っ
て
ゐ
る
か
ら
だ



光
女
史
に
惚
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
、
そ
れ
で
も
う
、
頭
悩
ま
し
て
：
山
（
わ
が
生
涯
）
と
高
見
願

と
の
対
談
で
は
、
光
太
郎
は
は
っ
き
り
い
っ
て
の
け
て
い
る
。
「
人
な
つ
こ
い
子
供
萩
原
守

衛
の
「
か
あ
さ
ん
」
」
が
、
守
衛
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
芸
術
に
輔
進
す
る
も
の
の
苦
悩
が
と

も
な
う
。
守
衛
の
鑑
の
目
薬
を
二
行
も
取
り
入
れ
て
の
表
風
が
、
守
衛
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
き

い
き
と
、
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
び
上
ら
せ
る
。
Ｒ
つ
ま
で
も
出
来
な
い
】
と
い
う
経
験
は
光
太

郎
も
何
時
も
経
験
し
て
い
る
。
え
ん
な
貧
」
に
「
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
仕
醐
は
の
び
」

と
光
太
郎
は
自
分
の
生
活
を
衝
く
。
会
心
の
作
品
を
と
思
う
心
が
完
成
を
は
ば
む
。
「
出
来

ん
よ
〕
の
繰
り
返
し
で
、
何
気
な
い
普
段
の
言
葉
が
生
き
て
い
る
。

四
月
の
夜
ふ
け
に
肺
が
や
ぶ
け
た
。

所
宿
中
村
歴
の
奥
の
蛾
を
ま
つ
赤
に
し
て

荻
原
守
衛
は
血
の
塊
り
を
一
升
は
い
た
。

彫
刻
家
は
、
さ
う
し
て
死
ん
だ
ｌ
日
本
の
底
で
。

略
年
諮
で
は
、
明
治
四
十
一
一
一
年
一
一
一
十
二
才
の
条
で
「
四
月
二
十
二
日
東
京
新
宿
中
村
屋
に

て
突
然
吐
血
し
永
眠
す
る
】
と
。
時
の
強
烈
さ
。
鮮
烈
さ
。

「
彼
は
親
友
柳
敬
助
の
た
め
に
、
中
村
腿
の
奥
庭
の
物
旺
の
や
う
な
も
の
を
処
て
な
ほ
し

て
画
室
を
つ
く
り
、
そ
の
工
駆
を
熱
心
に
か
ん
と
く
し
た
。
千
葉
県
の
実
家
に
柵
省
中
の
柳

敬
助
が
上
京
す
る
ま
で
に
作
り
上
げ
る
こ
と
に
し
、
遂
に
両
室
が
出
来
上
っ
て
、
そ
の
旨
を

彼
自
身
で
柳
あ
て
に
矼
報
を
う
っ
た
晩
、
中
村
屋
の
座
敷
で
血
を
吐
い
た
。
一
九
一
○
年
四

月
二
十
日
夜
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
敬
回
に
一
且
っ
て
吐
血
し
、
三
回
側
は
殊
に
昼
烈
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
小
爪
を
仰
て
、
朝
二
十
一
日
夜
は
医
者
も
ま
づ
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
ら
う
と
い

っ
て
ゐ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
二
十
二
日
午
前
三
時
又
吐
血
が
は
じ
ま
り
股
後
の
出
血
が
外
へ

出
な
い
で
肺
に
浸
潤
し
、
急
に
窒
息
す
る
や
う
に
絶
息
し
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
〕
（
荻
原
守

衛
）
と
具
体
的
に
醤
い
て
あ
る
が
、
詩
の
方
が
、
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
い
き
い
き

と
憎
景
が
再
現
さ
れ
る
。
急
死
の
原
因
、
吐
血
の
原
因
は
何
か
。
周
波
癌
の
吐
血
？
喀
血

？
肺
脈
揃
の
破
裂
？
と
に
か
く
突
然
多
肚
の
吐
血
を
「
肺
が
や
ぶ
け
た
〕
と
端
的
に
表

現
す
る
。
そ
の
血
の
句
い
を
「
壁
を
ま
つ
赤
に
し
て
」
と
密
さ
、
。
升
は
い
た
］
と
そ
の

多
且
さ
を
述
べ
る
。
そ
し
て
結
末
が
く
る
。
「
彫
刻
家
は
さ
う
し
て
死
ん
だ
」
。
波
原
守
衛

は
死
ん
だ
と
せ
ず
、
彫
刻
家
と
し
た
所
、
彫
刻
界
の
人
物
を
愉
し
く
も
失
っ
た
こ
と
を
髄
め

て
大
き
く
読
む
者
の
心
に
印
鎮
づ
け
る
。
「
１
日
本
の
底
で
」
と
恵
ま
れ
な
か
っ
た
守
衛
の

彫
刻
家
と
し
て
の
生
涯
を
五
文
字
で
表
現
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
な
ら
、
＄
慨
は
述
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。
西
欧
の
彫
刻
へ
の
価
値
観
と
明
治
四
十
年
代
の
日
本
の
西
欧
減
彫
刻
へ
の
価

値
観
と
、
落
差
の
大
き
さ
。
光
太
郎
は
し
み
じ
み
と
身
に
し
み
て
知
乙
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
「
日

本
の
底
」
と
趣
い
た
の
で
あ
る
。
再
び
ま
た
の

第
一
連
と
玻
後
の
連
に
。
新
宿
中
村
腿
・
を
点
出
、
守
衛
の
生
涯
に
大
形
瀞
を
与
え
、
守

衛
と
は
切
り
は
な
し
て
考
え
ら
れ
ぬ
虹
要
な
こ
と
を
慨
く
。

萩
原
守
衛
の
芸
術
と
生
涯
が
、
こ
の
二
十
四
行
に
あ
る
ｃ
そ
の
把
握
の
適
確
さ
、
そ
の
表

現
の
巧
ま
ざ
る
巧
さ
。
陳
山
の
梯
は
鮮
か
だ
。
母
山
の
芸
術
観
、
人
生
観
、
そ
の
人
生
と
芸

術
が
こ
め
ら
れ
た
二
十
四
行
。
そ
の
芸
術
観
、
人
生
観
は
光
太
郎
も
目
ざ
し
て
い
た
も
の
の

よ
う
で
あ
り
、
人
物
を
衝
い
た
他
の
時
に
も
共
通
な
も
の
が
見
う
け
ら
れ
る
。

光
太
郎
の
守
衛
観
は
「
彼
が
日
本
に
帰
っ
て
来
た
の
が
一
九
○
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）

三
十
二
才
で
死
ん
だ
の
が
一
九
一
○
年
（
明
治
四
十
三
年
）
。
彼
の
日
本
に
於
け
る
彫
刻
活

動
は
た
っ
た
二
年
間
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
二
年
間
に
よ
く
も
あ
れ
だ
け
の
業
敏
を
あ
げ
、
あ

れ
だ
け
の
影
轡
を
後
進
に
与
へ
た
も
の
だ
と
恩
ふ
。
彼
の
彫
刻
に
対
す
る
意
気
込
は
大
し

た
Ｉ
の
で
あ
っ
た
し
、
生
来
の
非
凡
な
才
能
も
あ
り
余
っ
て
ゐ
た
が
、
又
一
つ
に
は
、
あ
の

時
代
が
彼
の
如
さ
も
の
を
要
求
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
彫
刻
は
荻
原
守
緬
か
－
６
 

ら
始
ま
る
、
と
は
今
日
史
家
の
常
規
で
あ
る
が
、
』
』
れ
は
砿
に
間
連
ひ
な
い
。
（
中
略
）
日
一

本
彫
刻
界
の
く
ら
や
み
の
中
へ
荻
原
守
衛
は
ロ
ダ
ン
の
洗
礼
を
う
け
、
全
く
感
覚
を
新
し
く

し
て
飛
び
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
無
邪
気
に
泥
沼
の
や
う
な
文
民
へ
ど
し
ど
し
出
品
し

は
じ
め
た
。
こ
の
珍
奇
の
ち
ん
入
者
を
文
展
の
方
で
は
持
て
あ
ま
し
た
ら
し
か
っ
た
が
、
と

も
か
く
も
技
術
が
あ
る
の
で
無
下
に
排
斥
も
な
ら
ず
、
時
に
は
三
竿
武
ぐ
ら
ゐ
つ
け
て
、
度

趾
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
も
の
で
あ
る
。
彫
刻
の
岡
に
於
い
て
、
彼
等
と
彼
と
は
全
く
ち

が
っ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
こ
と
に
は
ま
る
で
気
が
つ
か
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
型
は
義
憤
を

感
じ
て
第
三
回
文
展
の
批
評
を
画
い
た
（
明
治
四
十
二
年
十
一
月
執
筆
）
。
他
の
彫
刻
家
の

と
さ
ん
ざ
ん
凪
倒
し
た
あ
と
で
、
荻
原
守
衛
の
「
北
条
虎
吉
氏
肖
像
」
を
大
に
ほ
め
た
。

『
は
じ
め
て
一
価
の
芸
術
品
に
接
し
た
や
う
な
感
じ
が
し
た
空
と
か
、
「
こ
の
作
に
は
自
然

の
ム
ー
ヴ
マ
ン
が
あ
る
。
面
が
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
。
描
音
が
あ
る
。
堅
実
性
が
あ
る
。
深
さ

が
あ
る
。
…
…
こ
の
作
に
は
人
間
が
見
え
る
の
だ
。
従
っ
て
生
が
ほ
の
め
い
て
い
る
の
だ
。
』

と
か
書
い
て
い
る
。
（
中
略
）
荻
原
守
衛
の
芸
術
に
は
大
き
さ
の
感
じ
が
あ
る
。
こ
れ
は
第

一
級
の
芸
術
品
に
は
必
ず
存
在
す
る
性
質
で
あ
る
。
彼
の
取
物
に
対
す
る
根
本
把
握
の
問
題

で
、
方
法
強
ば
か
り
で
は
生
れ
て
来
な
い
芸
術
性
で
あ
る
。
ロ
ダ
ン
の
影
轡
は
随
分
つ
よ
く
、



う
で
は
な
い
。
「
か
な
し
く
」
Ｉ
こ
れ
は
光
太
郎
に
と
っ
て
も
切
実
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

趣
い
た
の
で
あ
る
と
思
う
。
守
衛
は
中
村
屋
で
股
中
や
．
〈
ソ
の
鰯
つ
め
の
ア
ル
・
〈
イ
ト
で
、

食
べ
さ
せ
て
貰
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
狭
原
守
衛
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
卑
俗
を
無
視
し
た
」
守
衛
の
生
き
方
で
あ
る
。
か

な
し
い
現
実
を
か
な
し
く
受
取
る
の
で
は
な
く
、
に
こ
に
こ
と
切
る
く
、
芸
術
に
生
き
、
悲

壮
感
な
く
し
て
、
真
実
の
美
の
追
求
に
生
き
た
守
衛
の
密
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
現
世

の
栄
替
に
目
の
な
い
卑
俗
、
そ
れ
に
は
守
衛
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
光
太
郎
の
嫌
い
な
Ｃ
卑

俗
。
、
光
太
郎
も
無
視
し
た
。
芸
術
家
と
し
て
光
太
郎
が
め
ざ
し
て
い
た
生
活
態
度
を
守
衛

は
無
邪
気
に
実
践
し
た
。
あ
る
い
は
守
衛
の
方
が
徹
底
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
、
く
り

翻
学
時
代
に
あ
っ
て
も
、
「
あ
れ
は
．
く
り
の
郊
外
に
住
ん
で
て
、
や
っ
ぱ
り
金
無
し
で
や
っ

て
た
ん
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
は
ぼ
く
以
上
で
、
食
い
に
行
く
の
は
友
述
と
で
な
き
や
行
か
な
い

ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
友
連
が
何
か
取
る
と
、
そ
れ
を
食
べ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
も
荻

原
は
も
う
仕
方
が
な
い
ん
で
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
］
と
高
見
願
と
の
対
談
で

い
っ
て
い
る
無
邪
気
さ
か
ら
考
え
る
と
い
え
そ
う
に
思
う
。

角
筈
の
原
っ
ぱ
の
ま
ん
な
か
の
寒
い
バ
ラ
ッ
ク
。

ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
彫
刻
家
は
或
る
三
月
の
夜
明
に
見
た
、

六
人
の
像
柵
が
枕
も
と
に
僧
を
か
い
て
踊
っ
て
ゐ
る
の
を
。

荻
原
守
衛
は
う
と
う
と
し
な
が
ら
汗
を
か
い
た
。

「
幾
分
神
経
衰
弱
気
味
が
あ
っ
て
、
ア
ト
リ
エ
で
独
り
眠
っ
て
い
る
と
枕
元
に
小
人
の
一

群
が
出
て
来
て
踊
り
ま
は
っ
て
ゐ
た
な
ど
と
い
ふ
話
も
し
て
ゐ
た
】
（
荻
原
守
衛
）
と
淋
し

い
、
わ
び
し
い
孤
独
な
生
活
と
武
話
的
な
幻
覚
と
で
、
守
衛
の
焔
国
後
の
生
活
を
坊
御
た
ら

し
め
て
い
る
。

「
粘
土
の
『
絶
望
」
は
い
つ
ま
で
も
出
来
な
い
〕
い
つ
ま
で
も
ど
う
し
て
出
来
ぬ
の
か
。

「
Ｍ
愛
兄
。
僕
は
一
時
繭
神
的
に
死
な
ん
と
せ
し
が
尚
旦
夕
の
命
を
保
つ
。
（
中
略
）
盲

目
。
恋
の
み
に
限
ら
ず
、
人
生
も
盲
者
の
如
し
。
僕
は
帰
っ
て
き
た
。
何
か
活
動
を
戯
む
可

く
。
し
か
し
天
は
よ
く
出
来
て
居
る
。
勿
ち
僕
は
冷
た
い
迎
命
の
手
に
楠
は
れ
て
寸
分
も
身

動
き
の
な
ら
ぬ
撤
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
然
し
兄
キ
は
わ
ざ
わ
ざ
画
室
を
造
っ
て
く
れ
た
。

為
取
を
せ
ず
に
も
居
ら
れ
な
い
。
服
公
な
が
ら
や
っ
た
の
が
此
頃
の
展
覧
会
の
『
文
覚
」
で

三
等
賞
と
い
ふ
霊
い
御
褒
美
を
頂
い
た
。
僕
は
頭
が
病
ん
で
ゐ
る
四
（
死
ん
だ
荻
原
守
衛
君
）

と
あ
り
、
角
筈
の
ア
ト
リ
エ
は
守
衛
の
兄
本
十
が
造
っ
て
や
っ
た
も
の
で
、
そ
の
手
前
、
仕

事
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
と
い
っ
て
鯖
神
的
苦
悩
の
た
め
思
う
よ
う
に
製
作
の
出
来
ぬ
苦

し
さ
を
、
・
く
り
の
光
太
郎
に
衝
い
て
送
っ
た
の
で
あ
る
。
「
前
便
に
も
衝
い
た
通
り
僕
の
身

の
上
に
も
色
全
な
出
来
血
が
あ
っ
て
大
抵
な
咽
に
は
負
け
な
い
僕
で
も
一
つ
勝
て
な
い
問
題

に
プ
ッ
カ
ッ
テ
非
常
に
見
と
も
な
い
敗
を
と
っ
て
い
る
。
今
日
尚
戦
を
鮭
鶴
し
て
引
つ
づ
い

て
敗
北
で
あ
る
。
此
戦
争
の
決
末
を
見
な
い
内
は
何
を
や
っ
て
も
駄
目
と
締
め
て
居
る
。
し

か
し
氏
引
け
ば
長
引
く
程
皿
を
恩
く
し
て
今
に
本
統
に
無
為
の
人
間
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。

（
中
略
）
午
前
は
今
の
処
デ
ス
ペ
ァ
を
つ
づ
け
て
居
る
。
し
か
し
う
ま
く
行
か
ぬ
が
う
ま
い

と
信
じ
て
や
っ
て
い
る
。
心
神
病
在
り
、
仕
事
が
う
ま
く
行
く
も
の
か
。
然
し
や
ら
ね
ば
な

●
●
●
●
 

ら
ぬ
］
と
つ
づ
い
て
手
紙
し
て
い
る
。
「
彼
は
一
旦
ひ
ど
く
ら
い
ら
く
の
や
う
に
見
え
る
が
、

実
は
な
か
な
か
細
か
に
気
の
つ
く
人
で
あ
り
、
内
省
的
な
性
格
が
奥
に
あ
っ
た
。
鹿
が
巴
型

に
居
た
頃
彼
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
に
は
し
き
り
に
輔
神
の
苦
悩
を
麻
へ
て
き
た
が
、
そ
の
苦

悩
の
正
体
が
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
東
京
へ
鰯
っ
て
か
ら
（
中
略
）
何
と
な
く
彼

が
何
に
そ
れ
ほ
ど
糟
神
を
悩
ま
せ
て
ゐ
る
か
が
分
っ
て
来
た
や
う
で
あ
っ
た
が
、
彼
自
身
も

そ
の
正
体
を
告
白
せ
ず
、
又
取
柄
が
軽
々
し
く
ロ
に
上
す
べ
き
も
の
で
な
い
と
考
へ
ら
れ
て
、

結
局
う
や
む
や
に
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
今
日
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
か
な
り
の
真
相
ま
で
一

推
理
出
来
る
や
う
に
恩
ふ
が
、
こ
れ
も
責
任
を
以
て
発
甘
は
し
に
く
い
。
と
に
か
く
、
皮
ろ
『

人
斐
に
対
す
る
彼
の
一
方
的
恋
愛
、
若
し
く
は
理
智
を
伴
っ
た
相
愛
と
、
こ
れ
を
抑
制
す
る

彼
の
強
い
モ
ラ
ル
と
の
戦
で
は
な
か
っ
た
か
と
恩
は
れ
る
。
彼
は
度
を
外
し
た
と
こ
ろ
ま
で

決
し
て
進
ま
な
か
っ
た
が
、
又
身
を
退
け
る
こ
と
も
出
来
ず
、
そ
の
熱
情
と
理
智
と
の
た
め

宙
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
な
日
を
送
っ
て
ゐ
た
や
う
な
気
が
す
る
。
し
か
も
表
面
の

日
常
生
活
は
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
居
り
、
友
連
や
家
人
の
世
話
な
ど
を
好
ん
で
し
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。
『
文
冗
」
な
ど
と
い
ふ
突
飛
な
四
名
を
彫
刻
に
つ
け
た
り
し
た
の
も
、
文
冗
が

遠
藤
盛
迫
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
け
ば
ま
ん
ざ
ら
突
飛
で
も
な
い
気
が
す
る
。
彼
の
絶
作
と
伝

へ
ら
れ
、
彼
の
死
ん
だ
あ
と
で
そ
の
年
の
文
展
に
並
べ
ら
れ
た
『
女
』
を
見
る
と
、
そ
の
顔

面
に
或
る
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
出
て
ゐ
て
、
そ
れ
を
知
る
者
の
心
を
つ
よ
く
う
つ
］

（
荻
原
守
衛
）
を
読
む
と
、
理
解
が
で
き
る
。
つ
づ
く

「
皿
が
わ
る
い
の
で
陳
な
も
の
は
出
来
ん
よ
】

荻
原
守
衛
は
も
う
一
度
い
ふ
。

「
寸
分
も
身
動
き
が
出
来
ん
よ
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
よ
〕

の
理
解
も
で
き
る
。
「
帰
っ
て
来
て
か
ら
、
す
こ
し
勉
強
も
過
ぎ
た
し
、
中
村
屋
の
相
馬
黒



日
）
と
あ
り
、
今
更
、
門
を
た
た
く
必
要
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
目
ダ
ソ
に
熱
中
し
て
い

た
け
れ
ど
、
や
は
り
肋
間
す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
妨
問
客
が
多
く
て
困
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
も
察
し
ら
れ
た
し
、
そ
れ
を
無
理
お
し
し
て
出
か
け
て
ゆ
く
神
経
の
太
さ
も
な
か

っ
た
。
ア
ト
リ
エ
の
外
を
通
っ
た
り
、
展
覧
会
で
も
遠
く
か
ら
ロ
ダ
ン
の
姿
を
見
か
け
る
と

い
っ
た
限
度
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
曜
日
、
有
島
、
山
下
な
ど
の
諸
君
の
発
意
で
、
多
勢
で
ロ

ダ
ン
の
ム
ー
ド
ン
の
ア
ト
リ
エ
に
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
僕
も
つ
い
て
い

っ
た
が
、
ロ
ダ
ン
は
岡
守
だ
っ
た
。
奥
さ
ん
が
ロ
ダ
ン
の
部
屋
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
田
の

地
紙
の
形
を
し
た
大
き
な
机
が
あ
っ
て
、
要
の
と
こ
ろ
に
椅
子
が
あ
る
。
僕
は
ロ
ダ
ン
の
椅

子
に
腰
か
け
、
床
の
上
に
う
ず
高
く
積
み
Ⅲ
ね
て
あ
る
た
く
さ
ん
の
デ
ッ
サ
ン
を
あ
か
ず
見

た
。
一
枚
一
枚
台
紙
に
貼
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
無
数
の
デ
ッ
サ
ン
を
次
々
に
見
て
い
る
と
、

実
に
威
圧
さ
れ
る
感
じ
だ
っ
た
。
庭
に
出
る
と
、
ち
ょ
う
ど
白
い
布
を
グ
ル
グ
ル
巻
い
て
パ

ル
ザ
ッ
ク
の
像
が
立
っ
て
い
た
。
布
で
つ
つ
ん
で
あ
っ
て
も
、
大
き
な
且
塊
の
感
じ
が
強
く

出
て
い
て
、
今
で
も
そ
れ
が
印
顕
に
の
こ
っ
て
い
る
］
（
青
春
の
日
）
と
、
光
太
郎
の
育
ち

の
し
か
ら
し
む
る
所
で
、
彫
刻
の
専
門
家
と
し
て
ロ
ダ
ン
を
訪
ね
る
こ
と
さ
え
も
な
し
側
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
ロ
ダ
ン
の
手
配
談
話
録
」
に
も
「
．
《
リ
に
は
ロ
ダ
ン
が
現
に
居

て
、
会
場
な
ど
で
は
時
Ａ
見
か
け
た
が
、
そ
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
す
る
男
気
は
な
か
っ
た
。

む
や
み
と
人
を
訪
問
し
て
、
仕
事
の
邪
魔
と
す
る
無
作
法
と
厚
か
ま
し
さ
と
は
私
が
父
や
祖

●
●
●
●
●
●
 

父
か
ら
固
く
戒
め
ら
れ
て
ゐ
た
躯
で
あ
る
。
あ
つ
か
ま
し
い
と
い
ふ
言
葉
ほ
ど
江
戸
伝
来
の

家
系
に
と
っ
て
卑
し
ま
れ
た
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
】
と
画
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明

ら
か
で
あ
る
。
「
ロ
ダ
ン
の
曾
葉
』
「
焼
ロ
ダ
ン
の
言
葉
」
の
名
訳
を
な
し
え
た
の
は
、
し

か
も
容
易
に
な
し
得
た
と
劃
い
て
い
る
光
太
郎
の
教
養
は
、
ロ
ダ
ン
の
直
接
の
指
導
は
不
要

で
あ
っ
た
。
よ
き
理
解
者
で
あ
り
、
伍
慨
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ダ
ン
に
つ
い
て
は
、

『
血
中
の
ロ
ダ
ン
」
「
後
庭
の
ロ
グ
と
の
詩
が
あ
り
、
評
箇
に
「
ア
ゥ
ゲ
ス
ト
ロ
ダ
ン

作
『
・
ハ
プ
テ
ス
マ
」
の
ョ
〈
＊
」
「
言
同
ロ
ヨ
ジ
ロ
ｏ
ｚ
ｍ
⑫
ご
再
戸
胸
三
シ
『
『
幻
同
」
「
ロ
ダ
ソ

逝
く
」
「
ロ
ダ
ン
の
死
を
聞
い
て
」
「
ロ
ダ
ン
の
生
涯
」
「
オ
オ
ギ
ニ
メ
ト
ロ
グ
ご
「
ロ

ダ
ン
の
素
描
」
「
ロ
ダ
ン
の
手
記
談
話
録
」
「
ロ
ダ
ン
の
作
品
、
考
え
る
人
。
、
ハ
ル
ザ
ッ
ク

・
恩
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
姉
と
弟
・
素
描
・
版
画
」
、
随
躯
に
「
工
同
よ
り
Ⅲ
、
ロ
ダ
ン
と
マ

イ
ョ
ル
の
好
悪
に
就
て
」
、
翻
訳
に
川
紀
の
「
ロ
ダ
ン
の
甘
葉
」
・
「
暁
ロ
ダ
ン
の
目
薬
」

及
び
ア
サ
ア
シ
マ
ン
ズ
の
ヨ
ダ
ソ
誼
」
、
マ
ル
セ
ル
チ
レ
ル
の
「
ロ
ダ
ン
夫
人
の
死
」
、

「
ロ
ダ
ン
の
モ
デ
エ
ル
達
」
、
「
ド
ュ
モ
ー
．
〈
ス
サ
ン
の
描
い
た
ロ
ダ
ピ
「
ロ
ダ
ン
の

愛
の
言
葉
」
と
、
ロ
ダ
ン
関
係
の
も
の
は
多
い
。
光
太
郎
の
心
を
い
か
に
ロ
ダ
ン
が
多
く
占

て
い
た
か
が
わ
か
る
と
思
う
。

Ｃ
ロ
ダ
ン
・
の
被
啓
発
者
・
理
解
者
・
他
僚
老
と
し
て
二
人
は
共
通
の
面
を
も
っ
て
い
た
。

と
も
に
彫
刻
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
。
互
い
に
話
が
通
じ
る
二
人
は
、
帰
国
後
親
交
を
つ
づ

け
た
。
も
し
守
衛
が
長
命
で
、
次
々
と
作
品
を
世
に
つ
づ
け
て
送
り
出
し
て
い
た
ら
、
光
太

郎
も
も
っ
と
作
品
を
過
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
岫
鈍
素
朴
な
守
衛
は
が
む
し
ゃ
ら
に
作

り
、
光
太
郎
は
凝
り
に
吸
っ
て
数
は
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
。
詩
作
“
や
〃
翻
灰
・

な
ど
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
け
方
は
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
互
い
に
よ
き
刺
激
を
与

え
た
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彫
刻
界
の
進
展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
鮫
本
善
治
の
陵
と
五
一
会
の
飴
と
ロ
ダ
ン
の
息
吹
と
で
波
原
守
衛
は
出
来
た
］
と
彫
刻

家
隆
山
の
形
成
を
佃
潔
に
故
徴
的
に
、
印
餓
的
に
述
べ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
厳
木
善
治
の
影
轡

と
、
ア
メ
リ
カ
岡
学
時
の
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
五
一
番
街
の
日
本
人
学
生
の
会
の
好
意
と
、
ロ
ダ

ン
に
師
卒
し
て
、
”
彫
刻
の
生
命
・
を
吹
き
こ
ま
れ
た
こ
と
、
彫
刻
家
守
衛
が
出
来
上
る
た

め
の
必
要
条
件
を
ズ
バ
リ
と
い
っ
て
の
け
て
い
る
。
駒
神
的
な
。
硬
“
と
、
環
境
的
な
〃
飴
・

と
の
上
に
た
ち
、
芸
術
的
な
〃
息
吹
き
“
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
彫
刻
家
隙
山
は
艇
生
し
た
の
－
４
 

で
あ
る
。
五
一
会
の
』
』
と
に
つ
い
て
は
「
荻
原
守
衛
ｌ
ア
ト
リ
エ
に
て
５
１
」
に
「
柳
敬
一

助
は
彼
を
有
能
な
画
学
出
と
し
て
強
い
関
心
を
持
つ
て
ゐ
た
し
、
ク
リ
ス
チ
ア
ン
的
一
群
の

築
団
五
一
協
会
に
出
入
す
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
た
の
も
荻
原
守
衛
の
影
轡
に
よ
っ
て
の
卵
ら

し
か
っ
た
。
五
一
協
会
は
紐
育
五
十
一
丁
目
に
一
室
を
持
っ
て
ゐ
た
日
本
人
の
ク
リ
ス
チ
ア

ン
団
体
で
あ
っ
て
、
五
来
素
川
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
ゐ
た
〕
と
轡
い
て
い
る
。
五
一
会
で

思
う
ま
ま
に
振
舞
え
、
大
言
壮
語
し
て
い
た
守
衛
を
、
五
一
会
の
甘
や
か
し
と
光
太
郎
は
と

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
彫
刻
家
は
か
な
し
く
日
本
で
不
用
と
さ
れ
た
」
明
治
四
十
年
代
で
は
、
西
欧
式
の
彫
刻

は
日
本
で
は
需
要
が
な
か
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
守
衛
に
は
収
入
と
い
っ
て
殆
ど
な
く

北
条
虎
吉
像
と
宮
内
氏
像
と
い
う
の
が
注
文
に
よ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
家
の
様
式
・
町
の
様

式
、
す
べ
て
彫
刻
作
品
と
は
縁
が
遠
か
っ
た
。
狭
い
旧
い
町
並
と
、
床
の
間
の
和
式
家
屋
で

は
、
ふ
さ
わ
な
か
っ
た
。
勢
い
作
品
発
表
の
場
所
も
、
見
る
人
も
、
従
っ
て
圃
う
人
も
殆

ど
な
か
っ
た
ろ
う
。
町
が
近
代
郁
市
と
生
れ
変
わ
り
っ
Ｌ
あ
る
現
在
で
も
、
こ
の
状
勢
が
す

っ
か
り
変
わ
っ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
発
表
の
場
所
と
樫
会
は
多
く
な
っ
た
し
、
そ
れ
に

つ
れ
て
鑑
貧
す
る
人
、
買
う
人
は
確
か
に
明
治
四
十
年
代
よ
り
多
く
な
っ
た
が
、
欧
米
の
よ



に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
に
衝
か
れ
て
い
る
。

高
見
順
と
の
対
談
、
「
わ
が
生
涯
」
（
昭
和
三
十
二
年
七
月
）
に
も
守
衛
の
こ
と
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
光
太
郎
側
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
二
人
の
関
係
が

わ
か
る
。

明
治
四
十
年
、
守
衛
二
十
九
才
の
時
、
夏
ロ
ン
ド
ン
で
光
太
郎
に
会
い
、
親
交
す
る
。
時
に
光
太

郎
は
一
一
十
五
才
。
守
衛
は
翌
四
十
一
年
帰
国
。
光
太
郎
は
翌
四
十
二
年
帰
国
。
こ
の
年
守
衛
は

「
労
働
者
」
「
北
条
虎
吉
像
」
を
文
展
に
出
品
、
光
太
郎
と
の
交
遊
も
温
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｐ
タ
ン
に
啓
発
さ
れ
た
の
は
両
人
と
も
。
守
衛
は
同
郷
人
の
相
馬
愛
蔵
の
夫
人
、
照
光
に

ま
ず
啓
発
さ
れ
、
油
絵
の
勉
強
を
決
意
し
、
渡
米
。
一
一
ニ
ー
ョ
ー
ク
の
画
学
校
に
入
学
し
た

の
は
、
明
治
三
十
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
三
十
六
年
に
渡
仏
、
、
く
り
の
画
学
校
に
入
学
、
翌

三
十
七
年
、
ロ
ダ
ン
の
ｃ
考
え
る
人
々
を
見
て
感
動
、
彫
刻
家
を
志
し
帰
米
Ｐ
働
い
て
お
金

を
用
意
し
、
翌
々
三
十
九
年
、
再
渡
仏
、
彫
刻
に
は
げ
み
、
号
を
碑
山
と
し
、
四
十
年
に
は

ロ
ダ
ン
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
ロ
ダ
ン
の
仕
醜
場
に
度
を
出
か
け
て
作
品
を
見
せ
て
貰
い
、

直
覚
で
も
っ
て
学
び
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
が
守
衛
を
油
絵
か
ら
彫
刻
へ
変
身

さ
せ
た
の
で
あ
り
、
彫
刻
家
碑
山
、
そ
し
て
業
績
の
迫
る
陳
山
美
術
館
の
存
在
は
全
く
ロ
ダ

ン
の
お
蔭
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
「
（
ロ
ダ
ン
も
）
そ
れ
（
彫
刻
の
真
髄
）
を
荻
原
は
わ
か
っ
た
。

だ
か
ら
私
の
彫
刻
が
わ
か
っ
た
。
私
の
彫
刻
が
わ
か
っ
た
か
貝
彼
は
荻
原
の
彫
刻
へ
行
っ

て
終
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
真
に
知
遇
と
云
う
べ
き
だ
ろ
う
］
（
砥
山
と
光
太
郎
。
笹
村
）

と
あ
る
Ｐ
一
方
光
太
郎
は
彫
刻
家
の
家
に
生
ま
れ
、
生
ま
れ
な
が
ら
彫
刻
を
天
職
と
思
い
、

東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
（
木
彫
）
を
卒
業
、
道
は
決
ま
っ
て
お
り
、
渡
米
、
さ
ら
に
英
国
、

フ
ラ
ン
ス
と
彫
刻
の
修
業
に
出
か
け
る
。
明
治
一
一
一
十
五
年
末
か
三
十
六
年
の
は
じ
め
に
ロ
ダ

ン
の
彫
刻
を
知
り
、
三
十
七
年
「
ス
テ
ニ
デ
イ
オ
」
（
二
月
号
）
で
”
考
え
る
人
α
の
写
真

←
」
を
見
、
感
動
。
三
十
八
年
、
「
オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ダ
ン
』
（
モ
オ
ク
レ
ニ
ル
英
語
版
）
を

買
い
、
暗
記
す
る
ほ
ど
読
ん
だ
と
い
う
。
「
暗
愚
小
伝
」
の
「
転
調
Ｉ
彫
刻
一
途
」
に

（
前
略
）

私
は
二
十
歳
を
こ
え
て
研
究
科
に
居
り
、

夜
と
な
く
昼
と
な
く
心
を
つ
く
し
て

彫
刻
修
業
に
夢
中
で
あ
っ
た
。

ま
っ
た
く
世
間
を
知
ら
ぬ
塵
中
の
天
地
に

．
た
だ
彫
刻
の
真
が
つ
か
み
た
か
っ
た
。

（
中
略
）

ま
っ
く
ら
な
ま
ば
り
の
中
で
手
さ
ぐ
り
に

世
界
の
彫
刻
を
さ
が
し
あ
る
い
た
。

（
中
略
）

日
露
戦
争
の
勝
敗
よ
り
も

ロ
ヂ
ン
と
か
い
ふ
人
の
事
が
知
り
た
か
っ
た
。

と
当
時
を
詩
に
し
て
い
る
。
在
。
く
り
で
「
ロ
ダ
ン
の
大
き
な
本
を
百
フ
ラ
ン
で
買
っ
た
り
し

た
。
（
中
略
）
そ
れ
を
買
う
前
は
、
四
、
五
日
も
食
を
節
す
る
よ
う
な
始
末
を
し
て
、
金
を

つ
く
っ
た
唾
と
い
う
。
「
ク
ラ
デ
ル
の
此
本
は
ほ
ん
と
に
私
の
血
肉
と
な
っ
た
巴
と
も
雷
く
。

ロ
ダ
ン
の
彫
刻
の
魅
力
に
心
を
奪
わ
れ
た
二
人
の
彫
刻
観
、
そ
し
て
彫
刻
に
は
共
通
性
が

あ
る
。
だ
か
ら
お
互
い
が
よ
く
わ
か
り
、
そ
の
彫
刻
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。
遺
作
に

「
坑
夫
」
と
「
女
」
が
残
っ
た
の
は
全
く
光
太
郎
の
ア
ド
・
〈
イ
ス
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ロ
ダ

ン
の
指
導
を
受
け
た
守
衛
、
傾
倒
し
な
が
ら
直
接
の
指
導
を
受
け
な
か
っ
た
光
太
郎
。
そ
こ

に
二
人
の
気
質
が
、
人
が
ら
が
あ
る
、
経
歴
が
あ
る
。
母
山
は
直
澗
径
行
の
「
人
な
つ
こ
い

子
供
」
で
あ
り
、
勅
宿
中
村
屋
の
「
か
あ
さ
ん
」
に
啓
発
さ
れ
て
、
画
に
志
し
、
い
き
な
り
一

渡
米
、
画
学
校
に
入
学
、
さ
ら
に
渡
仏
し
、
く
り
の
画
学
校
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ュ
リ
ァ
ン
研
究
『

所
へ
、
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
に
感
動
し
て
彫
刻
家
に
転
じ
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
と
い
う
単
純
、

卒
直
な
行
動
を
と
る
。
太
い
一
直
線
的
な
生
き
方
で
あ
る
。
光
太
郎
に
は
守
衛
的
単
純
卒
直

明
快
な
行
動
を
と
ら
せ
な
い
環
境
と
素
養
と
人
が
ら
が
あ
る
。
直
接
指
導
を
う
け
ず
と
も
学

び
と
る
基
礎
も
持
っ
て
い
た
。

「
’
’
１
－
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
、
ロ
ダ
ン
の
「
ョ
ハ
ネ
の
首
」
の
ブ
ロ

ン
ズ
に
な
っ
て
い
る
の
が
出
て
い
て
、
そ
れ
が
僕
の
ロ
ダ
ン
の
本
物
を
見
た
最
初
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）
そ
れ
か
ら
後
も
、
僕
は
ロ
ダ
ン
の
作
品
を
見
た
り
、
「
ロ
ダ
ン
の
曾
葉
」
を
釈
し

た
り
し
て
、
父
か
ら
仕
込
ま
れ
た
も
の
と
全
然
遮
っ
た
も
の
を
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
（
中
略
）
父
の
仕
事
は
本
当
は
職
人
仕
事
だ
。
だ
が
、
そ
の
持
っ
て
い
る
彫
刻
硯

は
、
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
観
と
ど
こ
か
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
僕
は
ロ
ダ
ン
を
訳
し
な
が
ら
、

そ
う
非
常
に
新
し
い
こ
と
を
聞
い
て
い
る
気
が
し
な
い
。
子
供
の
時
か
ら
自
分
が
父
か
ら
聞

い
て
い
る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ロ
ダ
ン
の
言
葉
を
銃
む
と
思
っ

た
も
の
だ
。
だ
か
ら
、
ロ
ダ
ン
の
言
葉
は
割
り
に
翻
訳
し
易
く
て
、
あ
れ
は
翻
訳
と
い
う
よ

り
も
、
ロ
ダ
ン
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
父
が
喋
っ
て
い
る
よ
う
な
気
さ
え
し
た
］
（
青
春
の



く
生
き
て
ゐ
た
］
と
。
「
単
純
な
」
の
繰
り
返
し
が
世
界
観
と
作
品
の
一
致
を
示
す
。

守
衛
の
彫
刻
の
特
性
を
、
Ｃ
い
の
ち
・
が
肉
迫
す
る
感
じ
を
、

ｌ
原
始
．

ｌ
還
元
、

ｌ
岩
石
へ
の
郷
愁
、

ｌ
燃
え
る
火
の
素
朴
性
。

と
光
太
郎
は
把
握
す
る
。
こ
れ
は
賞
め
詞
で
あ
る
。
力
強
く
且
怒
の
あ
る
彫
刻
へ
の
賞
め

詞
で
あ
る
。
天
才
を
ほ
め
た
た
え
る
な
ど
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
甘
い
言
葉
は
使
わ
な
い
。
感

動
表
現
、
悪
椚
表
現
も
使
わ
な
い
Ｃ
が
作
肋
の
持
つ
生
命
か
把
捉
さ
れ
、
守
衛
の
芸
術
の
根

元
を
つ
い
て
、
見
取
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
両
を
つ
い
て
い
る
。
坑
夫
、
文
覚
、
ト
ル
ソ
、

胸
像
、
北
条
虎
吉
像
、
女
、
な
ど
な
ど
次
々
と
見
な
が
ら
、
さ
す
が
光
太
郎
と
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
彫
刻
寂
は
彫
刻
家
を
知
る
。
そ
の
彫
刻
を
知
る
。
守
衛
は
。
知
己
・
を
持
っ

て
い
て
拳
禍
な
例
で
あ
る
と
思
う
。
関
義
択
プ
ル
デ
ル
「
ロ
ダ
ン
」
序
に
光
太
郎
は
謝
く
、

「
巨
匠
、
巨
匠
を
知
る
の
心
」
と
。
巨
匠
プ
ル
デ
ル
と
巨
匠
ロ
ダ
ン
と
を
、
巨
匠
、
光
太
郎

と
巨
匠
母
山
と
お
き
か
え
ら
れ
る
。
「
か
な
し
く
日
本
で
不
用
と
さ
れ
」
「
日
本
の
底
で
」

隆
山
は
死
ん
だ
け
れ
ど
、
知
る
人
に
知
ら
れ
て
、
本
盟
で
あ
ろ
う
。
「
か
な
し
く
も
日
本
で

不
用
と
さ
れ
」
「
日
本
の
底
」
で
死
ん
だ
こ
と
を
、
光
太
郎
は
心
の
底
か
ら
守
衛
を
悼
み
、

又
、
怒
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
言
葉
は
一
つ
も
使
わ
な
い
け
れ
ど
、
詩
を
読
ん
で
い

る
と
〃
悼
み
と
怒
り
α
が
、
太
く
強
く
心
に
迫
る
。
彫
刻
に
対
し
て
焦
理
解
な
日
本
の
多
勢

の
人
々
へ
の
怒
り
、
若
く
し
て
不
遇
襖
に
逝
っ
た
守
衛
へ
の
哀
悼
が
素
朴
に
飾
ら
ず
仁
凹
い

て
あ
る
。

守
衛
母
山
と
光
太
郎
の
交
遊
は
明
治
三
十
九
年
に
紐
育
に
お
い
て
始
ま
る
。
「
（
前
竪
）

僕
が
荻
原
君
と
知
合
ひ
に
な
っ
た
の
は
価
か
四
五
年
こ
の
か
た
で
あ
り
、
そ
の
上
本
当
に
面

白
い
と
思
っ
て
話
を
し
た
の
は
明
治
四
十
年
の
奥
億
敗
．
ハ
ト
ー
ー
イ
の
僑
店
に
同
君
が
訪
ね
て

来
て
か
ら
の
邪
で
あ
る
。
其
会
談
も
四
五
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
冬
巴
里
へ
僕
が
遊
び

に
行
っ
た
時
一
週
間
ば
か
り
一
緒
に
遊
ん
で
歩
い
た
恥
が
あ
っ
た
。
そ
れ
き
り
会
は
ぬ
う
ち

同
君
は
日
本
へ
焔
．
わ
れ
た
。
僕
も
一
年
巡
れ
て
日
本
へ
側
っ
て
来
た
。
所
楢
の
停
車
場
で
久

し
ぶ
り
で
大
き
い
手
と
力
の
強
い
手
と
が
合
っ
て
か
ら
は
先
づ
間
断
な
く
往
来
し
た
方
で
あ

っ
た
。
僕
が
荻
原
君
の
力
丘
を
み
た
の
は
巳
里
で
あ
っ
た
。
同
君
の
人
間
を
見
た
の
は
東
京

で
あ
っ
た
。
同
菰
の
未
来
の
作
品
を
明
瞭
に
見
た
の
は
何
芯
の
死
後
侭
の
幽
斎
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）
履
初
に
会
っ
た
の
は
僕
が
紐
育
に
居
た
時
で
あ
っ
た
。
僕
は
画
家
荻
原
君
の
名
も

知
ら
な
か
っ
た
。
柳
君
が
僕
の
下
宿
に
同
君
と
一
緒
に
尋
ね
て
来
た
の
が
そ
も
そ
も
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
気
の
囲
っ
た
壮
心
勃
々
と
し
た
、
「
ミ
ヶ
ラ
ン
ジ
、
ミ
ヶ
ラ
ソ
ジ
」

と
口
癖
の
様
に
言
っ
て
ゐ
る
人
と
思
っ
て
別
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
紐
育
な
ん
ど
に
来
て
ゐ
る

ロ
ダ
ン
の
小
さ
な
も
の
を
見
た
っ
て
駄
目
さ
。
あ
ん
な
も
の
を
見
て
ロ
ダ
ン
に
感
心
し
て
る

級
ぢ
ゃ
ロ
ダ
ン
が
ま
る
で
解
ら
ね
え
だ
」
と
い
っ
た
橡
な
潤
子
で
あ
っ
た
。
侭
は
こ
ん
な
話

を
人
聞
き
に
聞
い
て
、
「
困
っ
た
人
だ
。
一
杯
の
酒
に
は
一
杯
の
妙
を
味
ひ
、
一
斗
の
酒
に

は
一
斗
の
趣
を
味
ふ
躯
の
で
き
な
い
人
か
し
ら
』
と
思
っ
て
其
後
あ
ま
り
往
来
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
（
中
略
）
狸
経
て
何
打
は
巴
里
へ
行
っ
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ソ
で
彫
刻
を
始
め
た
と

い
ふ
邪
を
き
い
た
。
「
成
程
さ
う
だ
。
荻
原
君
は
彫
刻
の
人
に
違
い
な
い
。
荻
原
君
が
彫
刻

に
行
っ
た
の
は
兵
の
処
を
得
た
も
の
だ
』
と
老
へ
た
。
巴
里
か
ら
よ
く
習
作
の
彫
刻
の
写
真

を
送
っ
て
よ
こ
し
た
。
（
中
略
）
共
頃
か
ら
よ
く
交
通
を
す
る
棚
に
な
っ
た
。
艇
が
償
敦
に

行
っ
て
四
箇
月
ほ
ど
す
る
と
巴
皿
か
ら
の
荻
原
君
の
手
紙
に
、
噸
が
非
常
に
悪
く
な
っ
た
の

で
此
の
夏
は
笛
敦
で
遊
び
た
い
と
思
っ
て
る
。
倫
敦
に
行
っ
た
ら
菰
に
是
非
会
は
う
、
と
言

っ
て
来
た
。
僕
も
粟
し
み
に
待
っ
て
ゐ
た
。
来
た
。
テ
エ
ム
ズ
河
畔
の
僕
の
下
宿
の
二
階
で
－
２
 

一
日
快
麟
に
耽
っ
た
。
便
は
壌
及
の
本
を
持
ち
出
し
た
。
狭
脱
什
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
展
覧
会
の
一

話
を
持
ち
出
し
た
。
（
中
略
）
一
締
に
美
術
館
を
み
て
歩
い
た
。
挨
及
彫
刻
の
宝
で
半
日
扉

し
た
班
も
あ
っ
た
。
荻
原
君
が
巴
皿
へ
帰
っ
た
後
で
、
『
あ
あ
、
好
い
人
だ
。
面
白
い
芸
術

家
だ
。
本
当
の
作
家
だ
』
と
思
っ
た
。
紐
両
で
思
っ
て
ゐ
た
の
と
人
が
ま
る
で
遮
っ
て
ゐ
た
。

そ
の
冬
、
巳
皿
へ
僕
が
一
寸
遊
び
に
行
っ
た
時
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
教
室
で
同
君
の
習
作
の
百

を
見
て
始
め
て
其
の
力
量
の
非
凡
な
の
を
知
っ
た
。
此
な
ら
確
か
だ
と
思
っ
た
。
石
膏
に
取

る
様
勧
め
て
帰
っ
た
。
今
日
過
作
品
の
中
に
あ
る
「
坑
夫
」
と
い
ふ
首
が
其
れ
で
あ
る
。
僕

が
翌
年
巳
皿
へ
移
住
し
た
時
に
は
、
淡
原
君
は
既
に
遠
く
日
本
へ
冊
る
途
中
で
あ
っ
た
。
日

本
か
ら
は
度
々
文
通
が
あ
っ
た
。
（
中
略
）
や
が
て
僕
も
日
本
に
帰
っ
た
。
紐
育
で
服
だ
と

思
っ
た
人
が
新
宿
で
会
っ
た
時
に
は
恩
は
ず
手
を
握
り
し
め
る
程
好
き
に
な
っ
て
ゐ
た
ご

（
死
ん
だ
狭
原
守
衛
河
－
明
治
卿
年
７
月
）
と
荻
原
と
の
間
柄
を
衝
い
て
い
る
。

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
に
も
「
荻
原
守
衛
ｌ
ア
ト
リ
エ
に
て
５
Ｊ
を
宵
い
て

い
る
し
、
昭
和
二
十
年
一
、
二
月
の
「
美
術
」
に
発
表
さ
れ
た
「
回
想
録
」
、
昭
和
二
十
六

年
八
月
二
十
七
日
の
談
話
筆
記
「
青
春
の
日
」
に
も
守
衛
の
こ
と
が
醤
い
て
あ
る
部
分
が
あ

る
。
「
近
代
日
本
の
作
品
」
の
四
飼
中
．
二
月
が
守
衛
の
作
脇
「
銀
鮭
」
「
北
条
虎
古
肖
像
」



伴
で
行
っ
た
。
若
く
し
て
週
っ
た
偉
才
、
碑
山
ｌ
荻
原
守
衛
の
作
品
」

村
商
太
郎
の
時
が
浮
か
ん
で
き
た
。

荻
原
守
衛

単
純
な
子
供
荻
原
守
衛
の
世
界
観
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

坑
夫
、
文
覚
、
ト
ル
ソ
、
胸
像
。

人
な
つ
こ
い
子
供
狭
原
守
衛
の
「
か
あ
さ
ん
」
が
そ
こ
に
居
た
、

所
宿
中
村
屋
の
店
の
奥
に
。

北
ア
ル
プ
ス
山
皿
の
測
高
町
に
あ
る
碑
山
美
術
館
に
今
年
の
秋
、
修
学
旅
行
の
生
徒
の
ぉ

で
行
っ
た
。
若
く
し
て
逝
っ
た
偉
才
、
碑
山
ｌ
荻
原
守
衛
の
作
品
に
見
惚
れ
な
が
ら
、
両

彫
刻
家
は
か
な
し
く
日
本
で
不
用
と
さ
れ
た
。

荻
原
守
衛
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
卑
俗
を
獄
祝
し
た
。

雌
純
な
彼
の
彫
刻
が
日
本
の
底
で
ひ
と
り
遇
し
く
生
き
て
ゐ
た
。

厳
本
善
治
の
腰
と
五
一
会
の
飴
と
ロ
ダ
ン
の
息
吹
と
で
荻
原
守
衛
は
出
来
た
。

角
筈
の
原
っ
ぱ
の
ま
ん
な
か
の
寒
い
〈
ラ
ッ
ク
。

ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
彫
刻
家
は
或
る
三
月
の
夜
明
に
見
た
、

六
人
の
株
価
が
枕
も
と
に
輪
を
か
い
て
踊
っ
て
ゐ
る
の
を
。

Ｉ
原
始
、

１
還
元
、

ｌ
岩
石
へ
の
郷
愁
、

ｌ
燃
え
る
火
の
素
朴
性
。

高
村
光
太
郎
ノ
ー
ト

ｌ
：
原
糯
繍
一
…
Ｉ

そ
の
十
二

昭
和
十
一
年
八
月
二
十
八
日
の
作
。
「
－
黙
移
を
暁
み
て
１
」
の
傍
題
が
『
黙
移
』

批
評
無
に
掲
載
さ
れ
た
時
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
相
馬
照
光
の
回
想
録
「
黙
移
」
を
暁

ん
で
習
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
守
衛
の
死
は
囲
治
四
十
三
年
四
月
二
十
一
一
日
で
あ
っ
た
か

ら
、
実
に
二
十
七
年
後
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
。
光
太
郎
の
心
の

興
実
は
何
時
ま
で
も
色
あ
せ
ぬ
。

壁
に
掲
げ
ら
れ
た
荻
原
磁
山
の
略
年
筋
は
珈
突
の
簡
単
な
圃
列
。
こ
の
時
に
は
生
き
た
経

歴
が
あ
る
・
光
太
郎
の
心
を
通
し
た
荻
原
守
衛
の
生
き
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

「
単
純
な
子
供
荻
原
守
衛
の
世
界
観
」
は
、
美
術
館
に
陳
列
の
彫
刻
に
ま
ざ
ま
ざ
と
示
さ

れ
て
い
る
。
『
坑
夫
、
文
覚
、
ト
ル
ソ
、
胸
像
］
は
今
、
目
前
に
あ
る
。
単
純
だ
か
ら
こ
そ

の
迫
力
・
光
太
郎
が
見
ぬ
い
た
通
り
だ
。
「
単
純
な
彼
の
彫
刻
が
日
本
の
底
で
ひ
と
り
遥
し

荻
原
守
衛
は
う
と
う
と
し
な
が
ら
汗
を
か
い
た
。

粘
土
の
「
絶
Ⅲ
」
は
い
つ
ま
で
も
出
来
な
い
。

「
頭
が
わ
る
い
の
で
碑
な
も
の
は
出
来
ん
よ
】

荻
原
守
衛
は
も
う
一
度
い
ふ
、

「
寸
分
も
身
動
き
が
出
来
ん
よ
、
追
ひ
つ
め
ら
れ
た
よ
〕

四
月
の
夜
ふ
け
に
肺
が
や
ぶ
け
た
。

新
宿
中
村
里
の
奥
の
盤
を
ま
つ
赤
に
し
て

荻
原
守
衛
は
血
の
塊
り
を
一
升
は
い
た
。

彫
刻
家
は
さ
う
し
て
死
ん
だ
１
日
本
の
底
で
。

Ｉ 
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